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　はじめまして。美み柑かん学園高校アイドル生徒会のグループ『柑かん橘きつ系けい王おう子じ』メンバーの、夏なつ木き柚ゆずです！　……といっても、一体何のことだが、よくわかりませんよね。

　ということでまず、『アイドル生徒会制せい度ど』について、ご説明したいと思います。

　現げん在ざい、西せい暦れき二〇三五年においての日本の高校生活は、アイドル生徒会制度の下もとに成り立っているといっても過か言ごんではありません。

　アイドル生徒会制度が設もうけられたのは、今から六年前のことでした。

　それまでの日本の中高生は、発達しすぎた電子機器とアプリ、ＳＮＳの呪じゆ縛ばくによって、勉学に集中できない生徒ばかりでした。それに伴ともない、学力は低下する一方で、恋れん愛あい事じ情じようも放ほう漫まんになり、ＳＮＳによって陰いん湿しつないじめなどが多発しました。それを解決すべく、国はアイドル生徒会制度を執しつ行こうすることになったのです。

　その概がい要よう項こう目もくがコチラ。
















　これらは、現在の総そう理り大臣である櫻さくら川がわ遙はるか首相が提てい案あんしたものです。

　櫻川首相は、それまで政せい治じ経けい験けんなど皆かい無むでしたが、八年前に、過去最高の圧倒的な支し持じを得て総理大臣に就しゆう任にんされました。何な故ぜそんなにも支持を得られたのかというと、櫻川首相はその昔、五人組の男子アイドルグループ『寿ことぶき』に所属されていて、寿は国民的な人気があったのです。更に、人気絶頂だった当時、櫻川首相はニュースキャスターなどもこなされ、寿のメンバーのなかでも知的なアイドルとして世間に認識されていました。

　だからでしょうか、彼の政治進出を反対する者など誰だれもいませんでした。

　それに、あの輝かがやくような笑顔で日本の未来を語られれば、どんな政策もつい応おう援えんしてしまう──そんな、アイドル時代から変わらない、魅力溢れるお方なのです。

　櫻川氏が首相になった結果、政治家たちの無む駄だな争いもなくなり、国民の満足度は大いに上昇し、日本には結束力が生まれ、平和で順調といえる世の中が訪おとずれました。

　それを受けて、学校生活においても、アイドルの持つパワーを用いて、生徒を団結させ、学力や生活態たい度どを向上させようというのが、アイドル生徒会制度の目的となっています。




　そして現在、僕ぼく達柑橘系王子のメンバーが通う美柑学園は、光栄なことに、アイドル生徒会制度が発ほつ足そくしてから、五年連続人気学校ランキングの一位の座ざに輝いています。人気学校ランキングは、単たん純じゆんに志し願がん者数の多さで決まります。なので必然的に、人気ランキングの高い＝人気のアイドル生徒が通う学校ほど、学校レベルが高くなり入学するのは困こん難なんになっています。それは、言うまでもありませんが、志願者数が多いほど倍率が高くなり、必要な学力が高くなるからです。




　──それから最後にもう一つ……、説明し忘れてはならないことがありました。

　それは、アイドル生徒会制度と共に執行された、




　ファーストレディ制度 or ファーストジェントルマン制度




　のことです。

　これは言葉の通り、ファーストレディをモチーフに考えられたもので、各学校において呼よび方が異ことなり、美柑学園においては『姫ひめ様制度』となっています。（ということで、以下『姫様』と称しようします。男子校においては、執しつ事じと称している学校もあるようです。）

　姫様とは、アイドル生徒以外に生徒会に所属する生徒のことで、その決め方は学校の自由ですが、姫様となれる生徒は各校につき一人と定められています。つまり、各学校の生徒会に入れるのは、全校生徒の中で、ただ一人──。

　勿もち論ろん、姫様になった生徒には、いかなる理由があっても、僕達アイドル生徒の秘ひ密みつを厳げん守しゆすることが定められています。なので、基き本ほんは一年での交代制となっていますが、問題が発生した場合は、途中でも交代になり、その事じ件けん性せいによっては退たい学がくになる可か能のう性せいもあります。




　そして、姫様に選ばれた生徒は、生徒会の一員として、僕達アイドル生徒の支ささえとなり、活力となるような存在であることが求められるのです──。







「それでは……、可か愛わいい姫───僕達の姫様になってくれますか……？」
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　張り詰めた教室の中に、三時間目終了の鐘かねが鳴り響く。先ほどから、窓まどの外には、きらきらと、まるで神様がお砂さ糖とうをこぼしてしまったような、細かい雪が降ふってきている。

「わ、雪だ」

「ほんとだ！」

　授じゆ業ぎようから解放され、毎時間ごとに各教科のテキストが配はい布ふされるpaperペーパー padパツドを終了させたクラスメイト達は、その異変に気が付くと次々に寒さむ々ざむしい窓まど際ぎわへと集まり、細かな雪にはしゃぎだす。それは今年、東京に降る初めての雪だった。

　けれど甘かん菜なは、雪なんてどうだっていい。窓の外など見向きもせずに、制服のスカートの中から二つ折りにした七インチのpaperペーパー phoneフオンを取りだすと、一いち目もく散さんに『美み柑かん学園高校』のアプリを開いた。そして、多数の項こう目もくのなかから、迷まようことなく『柑かん橘きつ系けい王おう子じからのメッセージ』をタッチする。そこには、ブログ形式で、一日に一回、美柑学園高校のアイドル生徒会メンバーで結成されている『柑橘系王子』の誰だれかからのメッセージが書き込こまれるのだ。




　2035/12/15/07:35

　姫ひめ、おはようございます。今日は寒いですね。こたつの上のミカンが、冷れい凍とうミカンになってしまいそうなくらいに寒いです。僕は、姫の身体からだが凍こおってしまわないか心配です。

　僕が一日中、姫のことを温めてあげられたらいいんですが……。なんて……。

　凍らないよう、僕の代わりに、ちゃんと電子カイロを持っていって下さいね。

　それではいってらっしゃい！
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一年　夏なつ木き柚ゆず






「はあぁ……」

　その短い文を読み終わり、甘菜は蕩とろけるように机つくえに項うな垂だれる。だって今日の担たん当とうは、甘菜のいちばん大好きな、柚様からのメッセージなのだ。勿もち論ろん、他の王子からだって嬉うれしいのだが、柚様からだったときの喜びといったらもう、異い次じ元げんだ。それが柚様の綴つづったものだと思うだけで、何気ない単語だって特別なものに感じて、身体中の細さい胞ぼうの一ひと粒つぶ一粒が満みたされていくような気がする。そしていつだって、画面越ごしに微笑ほほえみかけてくる柚様の写真を眺ながめているだけで、まるで何か壮そう大だいすぎるものに出会ったときのような、感動の溜ため息いきが漏もれるのだ。そう……もう柚様は、恰かつ好こういいとかそういう次元ではない。この微笑みは、生命の源みなもとだ。甘菜は本気でそう思っている。

「あんた、またそれ見てるの……？　今日何回目？」

　無意識に華はな々ばなしい少女漫まん画がのスクリーントーンのようなものを放ちながら、甘菜がうっとりしていると、お手て洗あらいから戻もどってきた後ろの席の唐とう子こが、髑どく髏ろの刺し繡しゆうが施ほどこされた赤いハンカチで手を拭ふきながら、怪け訝げんそうな顔で甘菜のpaper phoneを覗のぞき込む。

　甘菜は「うーん……」と、顎あごに人差し指を添そえると、唐子のほうを見上げて「十五回目くらい？」と、それがごく当然のことであるかのように答えた。

「何がそんなにいいわけ？」

　アイドルという存在に全まつたく興きよう味みのない唐子は、その切れ長の目で、呆あきれ気味に甘菜を見み遣やる。甘菜の目の端はしのほうでは、唐子の艶つやめいた長い黒くろ髪かみの内側に、こっそりと染そめられた奇き抜ばつな赤いメッシュの部分が、一いつ瞬しゆん、蛍けい光こう灯とうに照てらされ、きらりと光った。

　唐子は、他のクラスメイトとは違ちがう、大人っぽくさばさばした女子だ。音楽家の両親の影響を受けて、中学一年生のときに、年上の友達とガールズヴィジュアル系バンド「Redレツド Angelエンジエル」を結成し、休日になるとライブ活動に励んでいる。「Red Angel」ではギターボーカルを担当していて、曲も全て唐子が作っている。そんな多た忙ぼうな唐子だが、何事においても優ゆう秀しゆうで、学内テストでは、いつも当然のように一番。だから、果てしないくらいに何もかもが抜ぬけていて、何事も運うん頼だのみの甘菜とは、外見からなにから、はっきり言って全く違うタイプである。けれど、甘菜と唐子は、幼稚園のときからの幼おさな馴な染じみで、甘菜の苗字が「佐さ藤とう」であり、唐子の苗字が「塩しお田た」なので、唐子はいつも、悲ひ劇げきのように甘菜の後ろの名めい簿ぼ順になり、嫌々ながらも馬ば鹿かな甘菜の世話を焼いているうちに、いつの間にか腐くされ縁えんという仲に陥おちいってしまったのだった。

「顔とか……、王子っぽい所とか……、もう、全て！」

　甘菜は、自身の背景を彩いろどるきらきらしたスクリーントーンの量を倍増させながら、いつものように満面の笑みで答える。

「あ、そう……」

（王子っぽい所って、王子をイメージしてるアイドルなんだから当然でしょ……）

　唐子はいつも、心の中で甘菜の言動に突つっ込みをいれる。小さい頃ころは一々口にしていたのだが、あるときからもう言葉にするのはやめたのだ。それは十年という長い付き合いの末、お花畑状じよう態たいの甘菜には、何を言っても糠ぬかに釘くぎだということを悟さとったからだった。

「私わたしね、いつか柚様と結けつ婚こんするの」

　そして甘菜は毎日、祈いのるように目を閉とじて言う。そう。目を閉じればいつだって、そこには柚様との果てしない未来が広がっていくのだ──。

「へえ……、まあ勝手にすればいいけど、結婚するからには美柑学園に行くんでしょ？　あんた、いっつも馬鹿みたいにそのサイトばっかり見てるけど、来週の受験、大丈夫なの？」

「えっ…………？」

　しかし、その未来というか妄もう想そうの中に、「来週の受験」というフレーズが飛び込んできた瞬しゆん間かんだった。ぱあん、と膨ふくらんだ妄想が割れると、そのなかから、マイナス一九六度の液えき体たい窒ちつ素そが弾はじけ出てきたかのように、甘菜の身体はぴたりと凍り付いた。

「…………受験って、来週なの……？」

「………………え？」

　そのわずか数秒の間に唐子は悟った。おそらく、というか百パーセント、甘菜が受験日を勘かん違ちがいして憶おぼえているということを……。

「あの……、一いち応おう訊きくけど、いつだと思っているの……？」

　暫しばしの沈黙のあと、唐子は、どこか他の星からやってきた奇き妙みような生命体を見るかのように、甘菜を見つめ、小さく訊いた。

「二月、じゅうごにち…………」

　答えながら、目ま蓋ぶたの中が潤うるおっていくのがわかる。そして、二月十五日というのは、甘菜が柚様を知る前に受験しようと思っていた黒くろ中なか学園高校の受験日だった。

「甘菜……、あんたきっと、受験日が全部同じだと思っていたのね？　今はね、レベルの高い学校から順番に受験がはじまるんだよ。そうじゃないと落ちる子が沢たく山さんいるから、次の高校受けられないでしょ？」

　唐子の冷静な説明に、甘菜は無気力に頷うなずく。

「まあ……、残念だけど美柑学園は諦あきらめな」

　唐子は、可か哀わい相そうに思いながらも、慰なぐさめるように甘菜の肩かたをぽんぽんと叩たたき、厳きびしくも優しい口調で言った。冷静に考えて、今からラストスパートをかけるのでは間に合わない。

「えっ……、そんなの嫌っ！　そんなの、死ねって言われているようなものだよ……！」

　けれど甘菜は、両手で目を覆おおうと、ぶんぶんと首を横に振ふり、真しん剣けんな声色でそう叫さけんだ。

「いや……そこまでは言ってない」

「っう……唐子ちゃんは……、どこ受けるの？」

　呆れすぎて無表情になる唐子に、この世の終わりが迫せまっているような顔で甘菜は訊く。

「美柑学園だけど」

「え、なんでっ……？　唐子ちゃんも柚様好きだったのっ？　それとも嘉か保ぼ須す様派はっ!?」

「いや、別にあたしどこでも受かるから、一番レベルの高い学校選んだだけだけど……」

「な、なにそれ……、そんなの不公平だよ……っ。私っ、私も柚様と同じ高校じゃなきゃ嫌だ……、生きてる意味ないよっ……！」

　甘菜は激はげしく言い放つと、悲劇のヒロインのように椅い子すから崩れ落ちた。その間、唐子は、あれほど雪にはしゃいでいた教室中が静まり返っているような気がしたが、怖こわくて周りを見み渡わたす勇気はなかった。

「はぁ……。じゃあ、今から対たい策さく練ねるしかないんじゃない……？　出しゆつ願がん自体は、確たしか一週間前までオッケーだったはずだよ」

「へっ……そうなの!?　それって、今日までってことだよね？」

「ああ、そうだね」

（本当にこの子って、ラッキーだよね……）

「じゃあ私、受験はできるんだねっ……！」

　もう出願も終わってしまっているのかと思っていた甘菜は、少し正気を取り戻し、気合を入れるように立ち上がった。

（受験できるなら、今日までだってちゃんと勉強してきたし、あと一週間みっちり徹てつ夜やで追い込みかければ、きっと間に合うよねっ……。うん。そうだよっ。柚様の為なら、一いつ睡すいもできなくたって構かまわないっ──）

　けれど、そう決意し、甘菜の目に希望が見えた瞬間、

「あ。でも、今年の美柑学園の倍ばい率りつ、百倍らしいけどね」

　思いだしたように唐子は言った。

　美柑学園は「アイドル生徒会制度」が導どう入にゆうされてからというもの、ハイレベルなアイドル生徒ばかりが入学する為、ずっと人気学校ランキング一位を保持している。だから毎年、倍率は青ざめるように高くなっていき、去年は五十倍。そして今年度の美柑学園は、柚様効こう果かもあり、事前調査によると、入学志し願がん者しやは去年の二倍に増え、倍率は百倍にもなっていたのだ。

「……─────っ!!」

　そんな、声にならない甘菜の悲ひ鳴めいと共に、四時間目開始の鐘が鳴る。

　甘菜のpaper phoneの中で永えい遠えんと微笑む柚様を除のぞき、唐子を含ふくめたクラスメイト全員が、おそらく窓の外の温度よりも冷たい眼まな差ざしで、再ふたたび泣き崩れる甘菜を見ていた。
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　一週間後、美柑学園の試験日がやってきた。

　受験会場に向かう女の子達はみんな、血走った目をして、参考書を手に歩いている。

　しかし唐子と甘菜は、参考書など持ってきてすらいなかった。唐子はもう余よ裕ゆうであるし、甘菜はあれから一週間、ほぼ徹夜で勉強を行った末に、もうこれしかないという、とっておきの秘ひ策さくを閃ひらめいたのだった。

「あんた、本当に受けるんだね」

　唐子は、近頃お気に入りのコーラ味の風ふう船せんガムを、器用に膨らませながら言う。

「うん、だって受けるのは自由だもん」

「まあ、そうだけど……」

　なぜか異い様ように明るい甘菜を、唐子はやや不安げに見遣る。

「ねえ唐子ちゃん、そういえば、合ごう格かく発表っていつなの？」

「ぶっ」

　もう受験当日だというのに、その能のう天てん気きすぎる質問には、ガムも割れる。

「あのさ……、なんでそんなことも知らないの……？　今日の夜だよ」

　唐子は、一いつ層そう心配になりながら答えた。いまはレベルの高い学校から受験する生徒が多い為、試験日同様、合格発表においても、早急に行われることになっているのだ。

「えっ？　今日の夜!?」

　甘菜は驚おどろきのあまり、何もない場所で躓つまずいた。どこの学校も、だいたい一週間以内だということは知っていたが、今日の夜だなんていうのは、全くの想定外だった。今日の夜で全てが決まってしまうなんて、なんて恐おそろしいのだろう。甘菜は少しだけ青ざめた。

「常識でしょ。とりあえず、超ちようシンプルに、名前と合格か不合格かだけ、メールで届とどくようになってるから、Ｅメールアドレス書き忘れるんじゃないよ」

　新しいコーラガムを口に放ほうり込みながら、唐子は、念を押おすように言った。




　それから暫しばらくして、甘菜達は、受験会場である大学に着いた。その敷しき地ち内には、物もの凄すごい広さの教室が幾いくつもあり、既すでに数えきれないほどの女の子が集合していた。見たことのない制服を着ている生徒も多く、きっと遠くの中学からも大おお勢ぜいの受験者がやってきているのだろうということは、鈍にぶい甘菜にでも見て取れた。

（倍率百倍だもんね……）

　まるで遊園地にでも来てしまったかのような、その数に圧あつ倒とうされ、少し弱気になりながら、甘菜は思う。しかし、諦めるという選せん択たく肢しは甘菜の中にはなかった。

「じゃあ、頑がん張ばってね」

　その人ごみの中、微笑みながら言って、唐子が手を振る。甘菜も、ちょっと心細くなりながらも微笑んで、手を振った。座席は出願した順に定められるため、二人は珍めずらしく、いちばん遠く離れた教室での受験だったのだ。

　唐子と別れてから数分後、甘菜はようやく指定された教室に辿たどり着いた。

（この大学、広すぎない……？）

　草臥くたびれながら席につき、一息ついてから、辺りをキョロキョロと見渡してみる。当たり前だが、知らない子ばかりだ。優等生スタイルの物凄く賢かしこそうな子もいれば、明らかに田舎いなかから出てきた子、時代錯さく誤ごのギャルもいた。

　そして試験開始直前になると、甘菜の隣には、ピンク色の髪の毛を、高くポニーテールに縛しばった、まるでモデル雑ざつ誌しから飛び出してきたかのような美少女が座った。

（すごく、綺き麗れいな子……）

　そのすらりとした手足と小さな顔、大きな目に、思わず見み惚とれてしまう。

　しかしずっと見惚れている暇ひまなどなく、それからすぐに、サングラスに黒いスーツを纏まとった怖そうな試験官がやってくると、一人につき、paper padが二台と、Ａ４の白い紙が二枚配られた。（ちなみに、筆記用具は鉛えん筆ぴつとシャープペンシルの二本と、白い消しゴムを一つ持ち込んでもいいようになっている）

　それらが全員に行き渡ると、黒ずくめの試験官は、「一つには、今年度の受験問題がインストールされているので試験開始まで起動しないように。もう一つは、回答を入力する用です。氏名とＥメールアドレスを必ず入力するように」と説明した。

　アイドル生徒会制度が取り入れられてからの高校受験は、物凄い数を即そく座ざに採点しなければならない為、全てコンピュータが採点する。精せい確かくさに関しても、人間が採点するよりも遙はるかに高く、人じん為い的てきな不正も起こらない。採点しやすいように、全ての問題がマークシート形式で「１・２・３・４」から選ぶようになっている。

「それでは、はじめ！」

　開始時じ刻こくになり、黒ずくめの試験官が叫ぶ。

（よし……！）

　甘菜は、机の上に用意していた鉛筆を握にぎり締しめて気合を入れ、paper padを起動した。

　そしてその甘菜が握り締めている鉛筆の周囲には、小さく「１・２・３・４」という数字が書かれている。……そう。何を隠かくそうこの鉛筆が、甘菜のとっておきの秘策だった。

　一週間ほぼ徹夜で勉強したけれど、どう頑張っても色々間に合わなかった。でも四択で選ぶということは、最悪答えがわからなくても、四分の一で、正解する可能性があるということ──。だから、わからない問題は、幾ら考えたってわからないのだから、それならいっそ、神様に答えを決めて貰もらおうと思ったのだ。

（この鉛筆に、私の未来が詰つまっている……！）

　祈りながら、受験問題のアプリを開く。そして甘菜は、わからない問題がやってくるたびに、魂たましいを注入するかのように、鉛筆を転がした。コロコロ……コロコロ……という超ちよう難なん関かん校の受験会場にふさわしくない奇き妙みような音が、甘菜の半径二メートルに響ひびき渡る。

（え……何、この子……、もしかして鉛筆で答え決めているのかな……）

　そんな奇き怪かいな行動を、隣の席の美少女は、その大きな目で、不ふ思し議ぎそうに見ていた。
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　その夜、一週間も徹夜のような状態が続いていたのと、久ひさ々びさに柚様以外のこと（といっても柚様の為ではあるのだが）に全神経を駆く使しし、疲つかれ果てた甘菜は、いつのまにかpaper phoneを握り締めながら眠ねむっていた。そして、夢ゆめを見ていた。でもそれはやはり柚様の夢で、柚様に出会ったときの夢だった。

　──甘菜が柚様の存在を知ったのは、中三の春、とあるネット掲けい示じ板ばんでのことだった。

　あのとき、まだ柚様の存在を知らなかった甘菜は、「黒中学園高校」のアイドル生徒で結成されている『ラブラックホール』というグループをなんとなく応おう援えんしていた。

　ラブラックホールは、あまり人気のないアイドル生徒で結成されている。だから、黒中学園高校の学校レベルは全然高くなかった。いうならば甘菜の学力でも、余裕で入学できるレベルだった。だから受験勉強などしたくなかった甘菜は、入学するなら黒中学園なのだろうなあと思っていたので、とりあえず、ラブラックホールを応援していたのだ。

　けれどもしも、黒中学園の新入生にとんでもない新星イケメンが現あらわれた場合、受験の倍率が跳はね上がることも予想される。そうすると受験に失敗してしまう可能性が大いにあった。それでは困こまる……、と思った甘菜は、今年の新入生の情報を取り入れるべく、あの日はじめて、中高生の女子専せん用よう掲示板「おにゃの子ちゃんねる」の中の、「☆中学生限げん定てい☆東京のアイドル生徒を自由に語るスレ[image: ]part61」を開いてみたのだ。




＞今日、都内の高校はどこも入学式だけど、今年のアイドル生徒どうなのかな～？

＞お姉ちゃん情報ですが、めちゃくちゃ恰好いいアイドル生徒が入ったらしいです。

＞↑どこの高校よ（笑）

＞あ、すみません、書き忘わすれました。美柑学園の柑橘系王子の新メンバーです！

＞まじか[image: ]　てか、お姉ちゃん頭いいねｗ　でも美柑学園は毎年ハイレベルだしなー。どれくらい恰好いいの？

＞なんか、やばいくらい恰好いいみたいです。あと余よ談だんですが、お姉ちゃんは、私と違ってめっちゃ頭よくて、今年の姫様候こう補ほらしいですｗ

＞お姉様すげーｗ

＞それで、王子の名前は？

＞柚様とか言ってました！　あと、檸檬れもんのなんとかって子も、癒いやし系で可か愛わいかったって！

＞今年は柚と檸檬かｗ　写メないの？

＞撮さつ影えい禁きん止しだったみたいです。でもいま美柑学園のアプリ開いてみたら、「柑橘系王子からのメッセージ」に、柚様の自じ撮どりが載のってました!!　想そう像ぞうしてたより、数億倍くらい恰好いいです……!!


＞ありがと！　見てくる～。

＞……見てきた。これは確かにやばい。

＞本当だｗ　やばいｗ　これ、来年の倍率、相当やばくなるね……。

＞私も見てきた。うん…………かなりやばい。人類の中で三位以内に入るイケメンかもしれない[image: ]

＞檸檬のなんとか君も気になる～

＞明日あたり、柚様と同じように自撮り載せるんじゃない??


＞楽しみ～

＞七たな夕ばたの日にやる美柑学園の新メンバーお披ひ露ろ目めライブのチケットって、いつから発売だっけ？

＞六月一日からだよ～

＞あれって中三限定だよね？

＞そうだよ～

＞ありがと！　死ぬ気で取るわｗ




　そこで甘菜は、以上のような情報を見つけたのだった。

　甘菜はそれまで、ラブラックホール以外のアイドル生徒のこと、つまり柑橘系王子のことも、あまり知らなかった。なぜなら美柑学園など、その時点の甘菜の学力では、合格できるわけがなかった。だから無意識に、柑橘系王子のことなんて、自分とは無関係な、地球の裏うら側がわに住んでいる人くらいに遠い存在だと思っていた。

　けれどそのとき、「人類三位以内に入るイケメン」とは、一体どのようなものだろうかと疑ぎ問もんに思い、ただの好奇心で、美柑学園のアプリをインストールし、柑橘系王子からのメッセージを開いてみたのだ。




　2035/04/08/17:17

　はじめまして。今年度より、新しく柑橘系王子に加入した夏木柚です。卒業までの三年間、姫のために、精せい一いつ杯ぱい頑張りたいと思っています。

　それでは、よろしくお願い致します。


一年　夏木柚






　そのpaper phoneに表示された人類三位どころではないイケメンすぎる柚様の自撮り写真を見たとき、甘菜の身体には、すぐ目の前で大きな花火が上がったときのような、何かのはじまりのような衝しよう撃げきが走った。そして、なんとなくラブラックホールを応援していた気持ちが、線せん香こう花火の最後の塊かたまりが落ちていくように、ぽとりと心の底に沈んでいった。

（私……たぶん、柚様と結婚する……）

　そうして甘菜はそのとき、馬鹿みたいに、本気でそう思ったのだ。勿もち論ろんそれは、顔が信じられないくらい恰好よかったというのもあるけれど、それ以上に、なにか逃のがれられない運命みたいなものを感じた。

　そして柚様に夢む中ちゆうになってからの甘菜の脳のう味み噌その中は、病的なほどに柚様だらけになった。四六時中、まだ会ったこともない柚様との様々な妄想を繰り広げながら、一日に何度も美柑学園のアプリをチェックし、柚様からのメッセージが書き込まれているたびに、ときめく気持ちは膨らんでいった。idolアイドル tubeチユーブで歌い踊おどる柚様を眺めているときが、いちばん幸せな時間になった。勿論、美柑学園に入学する為に、膨ぼう大だいな量の受験勉強もしなければならなくなった。でも、それまでは苦く痛つうでしかなかった勉強も、柚様と同じ学校に通う為だと思えば、不ふ思し議ぎなくらいに頑張れた。

　そうしているうちに六月に入り、甘菜は、掲示板の情報にあったように、七夕に行われる新メンバーお披露目ライブのチケットを手に入れようとした。しかし柚様の情報はもう全国に広がっていて、チケットは瞬しゆん殺さつだった。それでなくても、とろい甘菜がゲットできるはずがなかった。

「はぁ……」

　あまりのショックに、甘菜は何度溜め息をついただろう。チケットを手に入れ、たった三十分でも、柚様と同じ空気を吸すえる人々が羨うらやましくてたまらなかった。

　けれどそれは、ライブ前日のことだった。真夜中の少し手前、まるで廃はい人じんにでもなってしまったかのように、部屋の隅すみで蹲うずくまる甘菜のpaper phoneに、唐子からの着信があった。

「もしもし……」

　甘菜は、消えゆく煙けむりのように、死にそうな声で電話に出た。

「あ、もしもし。甘菜、起きてた？　ていうか、死んでる？　まあいいわ。あのね、あんたが欲ほしがっていたチケット……、えっと、美柑学園の新メンバーお披露目ライブ？　の、チケット、なんか昨日、親が一応行っとけってくれたんだけど、あたし明日、友達のライブの助すけっ人としなくちゃなんなくなってさ、代わりに甘菜行く？」

　あの精神状態じゃ、どうせろくな返事が来ないだろうと思い、唐子は一方的に話した。

（美柑学園……の、新メンバーお披露目ライブのチケット……？）

　その信じられない情報に、甘菜の脳味噌の中は、一瞬フリーズした。

「ねえ、いま、美柑学園の、新メンバーお披露目ライブのチケットって言った……？」

「うん。あんたが好きなの、美柑学園のアイドルじゃなかったっけ？」

　その返事に、思わず「キャー」と悲鳴をあげながら立ち上がり、甘菜は枕まくらへダイブした。

「……そう、そうだよ唐子ちゃん！　私、行っていいの!?　てか行く！　死んでも行く！」




　……そして翌日──蓋ふたを開けてみれば、そのチケットはなんと最前列のチケットだった。

（奇き跡せきだ……）

　甘菜は生まれたときから、小さいことから大きいことまで、何な故ぜだかそういうラッキーが降りかかるようなことが多々あった。当たりつきのお菓か子しを買えば必ず「アタリ」という文字が浮かび上がってきたし、おみくじを引けば必ず大だい吉きちがでた。でも甘菜にはそれが普ふ通つうすぎて、自分がラッキー少女だなんて自覚はまるでなかったし、いうならば今も気が付いてはいない。

　けれどそのときばかりは、甘菜自身でも、奇跡が起こったと思ったのだ。

　お披露目ライブ中、柑橘系王子達は、テーマソングである『Citrusシトラス☆Fruitフルーツ★Princeプリンス !』、それからこの日のために作られた新曲『アイドル＆キンカン』、そして、だいだい歌い継がれ、idol tubeにも上がっている『デコポンがみつからない』『酸すっぱさの中に愛が在ある』『蜜み柑かんとオレンジの恋と憂ゆう鬱うつ』の五曲を歌った。

　そして、そのときの、甘菜の真ん丸な目に映うつる、生の柚様の恰好良さといったら、もうこの世の全ての美を集約したのではないかというくらいの、輝かがやかしさだったのだ。

「柚様、大好き……！」

　最後の曲が終わったあと、甘菜は叫んだ。それは完全に無意識だった。

（あ……っ）

　だから、叫んでから、なんだか途と轍てつもなく恥ずかしいことをしてしまったような気がして、甘菜は顔を赤らめた。でもそのとき、恐る恐る柚様のほうを向くと、柚様は甘菜に向かって、にっこりと煌きらめくような王子スマイルで、微笑みかけてくれたのだった……。




　その、にっこりと微笑みかけてくれた所で、甘菜は目が醒さめた。と同時に、paper phoneが鳴る。きっと、合ごう否ひを知らせるメールだ。甘菜は、恐る恐るＥメールの受信ボックスを開け、眩まぶしさに目を細めながら、受信画面を確認した。するとそこには……、「不合格」の文字が、何かの間違いではないかというくらい、でかでかと表示されていた。

（不…合…格……）

　甘菜はくらりと眩暈めまいがして、谷底に落ちていくようにベッドに倒れ込んだ。もう、声もでなかった。ぜつぼう。ぜつぼうとはこのことだと思った。

　──……柚様が、離はなれていく……──

「柚様……、柚様……」

　目蓋の中で、微笑みながら離れていく柚様の映像が浮かび、魘うなされるように甘菜は手を伸ばし、その名を呼んだ。けれどその声は、第三者にとって、ただの気色悪い寝ね言ごとでしかなかった。だってそのメールは、夢の中の夢に届いたもので、翌よく朝あさ、現実世界で目が醒めると、甘菜のpaper phoneには、「佐藤甘菜　美柑学園　合格」というメールが、奇跡みたいに届いていたからだ──。
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　それから約三カ月半後──、甘菜は、美柑学園の制服に身を包んでいた。

　ぱりっとした清せい潔けつな白いシャツに、エンブレムが縫ぬいつけられた深ふか緑みどり色のブレザーと、上品な丈たけのプリーツスカート、そして胸むな元もとの鮮あざやかなオレンジ色のリボンが特とく徴ちよう的てきだ。

「おはようございます。見事合格された皆みな様さま、改め、私達の新しい姫。ご入学おめでとうございます。今年度、柑橘系王子のリーダー兼けん生徒会長を、昨年度卒業された三み上かみ八はつ朔さく王子より引き継ぎました、三年生の樹きの下した月す出だ里ちです」

　そして、美柑学園の重厚な講こう堂どうの壇だん上じようでは、柑橘系王子を代表して、三年生になったばかりの月出里様が、会長らしく凜り々りしい口調で、新入生に向けての挨あい拶さつをしていた。（ちなみに、柑橘系王子達は、美柑学園の生徒達のことを、姫と呼ぶのだ）

　嗚あ呼あ、夢だ……。ここは夢の中だ──……。

　と、入学式の最中、甘菜は大きく目を見開いたまま、真剣に思った。でもそれは、まぎれもない現実で、目の前には、月出里様、柚様を含め、美柑学園アイドル生徒会のメンバーが、光こう彩さいを放ちながら煌びやかに並んでいた。

「私達は、今日という日がやって来るのを心待ちにしていました。それは、私達にとって新しい姫達との出会いが、なによりの楽しみだからです。私が姫達と過すごせるのは、悲しくもあと一年しかありませんが、一年という月日は短いようで長い。今日から、姫との沢たく山さんの思い出を作れるよう、そしてこの美柑学園がもっと素す敵てきな場所になるよう、生徒会一同、邁まい進しん致しますのでよろしくお願い致します」

　深々とした一礼で、月出里様の挨拶が終わる。

　緑がかった清潔な黒髪に、シックな眼鏡めがねが、生徒会長という響きによく似合っている。

（月出里様って、きっと、物凄く知的で真ま面じ目めなんだろうな……）

　眼鏡の中の切れ長な目元に魅入られながら、甘菜は心穏やかに思った。

「それでは私の挨拶はここまでにして、生徒会メンバーよりメッセージを送りたいと思います。三年生からよろしくお願い致します」

　その合図に、生徒達からの歓かん声せいが上がり、まず嘉保須様が「ということは僕からだね」と言って、前に出た。嘉保須様は、現在の柑橘系王子の中では、いちばん身長が高く、公称は一八二センチ。髪もいちばん長く、一体どんなシャンプーを使っているのだろうと思ってしまうほどに艶やかな青緑色の髪は、鎖さ骨こつほどまである。

「やあ、僕の可愛い姫達、はじめまして。生徒会・副会長の星ほし野の嘉保須です。といっても、ここにいる姫達は、きっともう僕のことを知ってくれているかな？　僕もなんだか、今ここから、こうして一人一人の顔を見ていると、どの姫のことも、ずっと前から知っていたような気がするんだ……。月出里君がいうように、悲しくも、僕が姫達と過ごせるのはあと一年だけれど、沢山の愛を送れるように頑張るよ。よろしくね」

　終始、うっとりとした口調で挨拶し終わると、嘉保須様は、自らの唇くちびるに指を当て、チュッと投げキッスを送った。

（わっ……）

　唐子のように偏差値が高いという理由で美柑学園に入学したほんの一部の生徒を除き、ぽわっと、一いつ斉せいに顔が赤くなる。嘉保須様はいつも、その優ゆう雅がな外見を裏切らないような、こちらが恥ずかしくなってしまうほどの甘い言葉を投げかけてくれるのだ。

「次は僕……かな？　えっと、書記の梶かじ本もと檸檬れもん乃の介すけです。姫、入学おめでとう。僕は今日から、二年生になりました。だから僕達は、あと二年、一緒に過ごせるね。これから、僕達が送る楽しいイベントの中で、姫達のことを色々知れたら嬉しいな。そして色んな僕を発見してね。じゃあ、よろしく」

　ほんわかとした口調で挨拶し、お人形のように、さらさらとした金色の髪の毛を靡なびかせながらぺこりと頭を下げると、檸檬乃介様は、にこりと可愛らしく笑った。檸檬乃介様は、どの動画を見てもいつもにこにことしていて、その癒し効果は日本一だとネットでも評ひよう判ばんだ。昨年は、柚様と同期ということもあり、甘菜は柚様しか見ていなかったけど、こうして注目して見てみると、檸檬乃介様も、かなりハイスペックな容よう姿しをしている。その笑顔にも、思わず見惚れてしまう。

「では……。次は僕の番ですね。姫、はじめまして。ご入学おめでとうございます。僕は、二年生、広報の夏木柚です。今年度は、昨年の倍率を大きく上回る百倍という超難関だったにもかかわらず、ここにいるのは、それを見事に突破した姫達ばかりなんですね。そのような素晴らしい姫達と一いつ緒しよに、この学校に通えること、本当に心から光栄に思います。けれど、どんなに優秀な姫も、僕達にとっては、一人の可愛い女の子であることに変わりはありません。だからこれから、戸と惑まどうことがあったら、いつでも僕達のことを思いだして、僕達のことを頼たよって下さいね。僕はいつでも、どんなときでも、姫の味方です。それではこれからの二年間、どうぞよろしくお願いします」

　そして次に、まるで何かのテレビドラマでも見ているように、柚様が、凜々しくも爽さわやかな表情で挨拶をし終えると、生徒達からは、一段と大きな歓声が上がった。

（すごい……柚様が……。柚様が喋しやべってるっ……！）

　はじめて目にする生徒会としての柚様に、感動が止まらない。柚様が視し界かいに入るたびに、同じ美柑学園の生徒になれたのだという実感が、沸ふつ々ふつと湧わき上がってくる。

「じゃあ最後はボクだね。えっと、はじめまして。皆と……じゃなくて……姫達と同じ一年生の相模さがみ来らい夢むです☆　憧れていた柑橘系王子の一員になれて、ボクはいま、超ハッピーな気分です☆　いっぱい友達ができたら嬉しいな！　よろしくね☆」

　そして最後に、今年度から新しく加入した来夢様が、アイドルらしい元気な口調で挨拶をすると、「ねえ、今年度の王子も超当たりじゃない？」「すごく綺麗！　女の子みたい！」「ピンクのボブの髪、可愛い」などといった称しよう賛さんの声が、四方八方から飛び交かった。

（来夢様か……。確かに、皆がいうように、恰好いいというよりは、すごく可愛くて綺麗な顔……。でも、どこかで見たことがあるような……？）

　ざわめきの中で、甘菜はふとそう思ったけれど、記き憶おくの底を穿ほじくり返してみても、こんな綺麗な男の子とは、道端ですれ違った憶えさえなかった。

（……うーん、でも……、どこかで……）

「えっと、それでは最後に、歓かん迎げいの意味を込めて、この曲を送ります！　──……『僕の姫様になってくれますか？』」

　全員の挨拶が終わり、益ます々ます生徒会メンバーへの歓声が大きくなっていく中、甘菜が考え込んでいると、それはもう無邪気に、来夢様が耳を疑うたがうような言葉を発した。

（………！）

　その瞬間、甘菜は、何もかもを忘れ、思わず悲鳴を上げそうになった。

　だって──、だって『僕の姫様になってくれますか？』通称『僕姫』は、美柑学園の生徒しか聴きくことができないうえに、idol tubeにも上がらない幻まぼろしの曲なのだ──！




　♪僕の姫様になってくれますか？





　ねえ　僕の姫様になってくれますか？







　さあ　愛する姫　我わが学園にようこそ

　君と一緒に　この校舎に通えること

　心待ちにしていたんだ

　だって僕は　君のこと

　ずっと前から知っていたんだ







　ああ、君が僕の姫様になってくれたら僕はどんなに幸せだろう

　だって　はじめて見かけたときからずっと

　君しかいない　そう思ってた

　他の誰かじゃ駄だ目めで

　僕の姫様は　君しかいないんだ







　だから　ねえ

　僕の姫様になってくれますか？

　答えは、そう　ＮＯなんて言わせない

　たった一つの言葉だけくれればいい







　さあ姫様　僕の手を取って　逃げ出そう

　どこまでも　どこまでも

　誰にも邪じや魔まされない

　蜜柑の花が咲く場所まで──






　曲が終わる。甘菜の目からは、まるで蜜柑の汁しるが目に飛び込んで来たときのように、ぽろぽろと涙なみだがこぼれていた。なんでだろう……。なんでこんな、キラキラした曲調なのに涙がでるんだろう──。考えようとしたけれど、甘菜の身体の中は感動とときめきで埋うめ尽つくされていて、もう何もわからなかった。

「ありがとう！」

「うっ……うっ」

　王子達が退場していったあとも、感動のあまり、涙が止まらない。

（…………こわ）

　そして、その様子を目の前に、またもや同じクラスになり、名簿順の所せ為いで、繰くり返される悲劇のように甘菜の後ろに並んでいた唐子は、もはや恐きよう怖ふを感じるほど、心の底から引いていた。
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　それから一週間が経たった。

「唐子ちゃん、おっはよ。今日も素敵な一日が待ってるね！」

　眠たそうに登校してきた唐子に、甘菜ははしゃぎながら声をかける。

　美柑学園に入学してからの甘菜は、どんな高熱があったとしても学校へ来るだろうと予よ測そくできるくらい、きらきらしたものを放ちっぱなしだ。だって、柚様と同じ空間に登校できるというだけでも満足なのに、それに加え、休きゆう憩けい時間になれば、いつでも生徒会メンバーの教室である通称アイドルルーム──すなわち生柚様を拝おがむことが許されていて、そして運が良ければ、手を振ってもらえたり、一言二言なら話したりすることもできるのだ。

（まさに楽園パラダイス……！）

「あんたが美柑学園にいること、未いまだに信じられないわ」

　席に座り、一時間目の授業の準備をしながら、唐子は尖とがった口調で言う。連日このテンションで話しかけられると、さすがに疲れるのだ。

「そう？　私はもう、美柑学園にいない私が想そう像ぞうできないよ？」

　しかし、お花畑の中にいる甘菜に周りは見えていない。

「…………うん、そうね」

　唐子は大きな溜め息をつくように頷いた。

　それと同時に、黒板型モニターに備そなえ付けられているスピーカーから、ピンポンパンポーンっと、お知らせの鐘が鳴り響く。

「皆様おはようございます。そしてはじめまして。ゴホッ。美柑学園、学園長の相模美み果かです。昨日イギリスから帰国致しまして、今日は皆様に直接ご挨拶をしようと思っていたのですが、ゴホッ、体調不良のため、放送にて失礼しますわ。さて、ゴホッ、本日は、今年度の姫様を決定する日となりました。ということで、姫様を希望するお嬢じよう様さま方は午前中の間に、アイドル生徒会専用アドレスまで、Ｅメールにて名前を届け、ゴホッ、放課後、講堂に集まるようにお願いしますわ。姫様への条じよう件けんは、美柑学園に入学された賢いお嬢様方なら、もうおわかりになられていると思いますが、アイドル生徒の秘密を守れる方……ゴホッ。そして、よりよい関係を築きずける自信のある方ですわ。姫様になったのち、秘密を守れない方は、ゴホッ、法ほう律りつに基もとづき、場合により退学など、それなりの対たい処しよをさせて頂いただきますので覚えておくように──。それでは、ごきげんよゴホッゴホッゴホッ」

　よっぽど体調が悪いようで、最後は、壮大にせき込みながら放送が終わった。

　美果は、美柑学園の創立者の娘で、アイドル生徒会制度が導入された翌年から学園長を任まかされている。しかし、海外出しゆつ張ちようが多いのと、表おもて舞ぶ台たいに立つ日になると、なぜかいつも体調を崩す為、生徒達はあまりその姿を見たことがない。けれどまだ三十代で、少し変わり者だが、かなりの美人だという噂うわさが流れている。

（学園長、大丈夫かな……）

　心配する唐子を除き、クラスメイトたちは浮き足立つ。

（……──姫様！）

　そう。生柚様に浮かれすぎていて、甘菜は姫様制度のことをすっかり忘れていた。

（そうだ……。もしも姫様になれたら、柚様に近づく。それも、限かぎりなく近くに──！）

　甘菜の頭の中では、自分が姫様になったときの、様々なシチュエーションでの妄想が広がりはじめる。そして、それはあまりにも刺し激げき的てきすぎて、甘菜は、凄すさまじいときめきに激しい動機がして、その場に座り込んだ。

　しかし毎年、美柑学園の姫様には、学年関係なしに「才色兼備」の生徒が選ばれている。それは、掲示板でも話題になっていたので、甘菜も知っていた。

（まあでも、現実的に考えたら、姫様は無理なんだろうな……。合格できただけでも、奇跡すぎたし……）

「はぁ……」

　溜め息をつきながらも、甘菜はpaper phoneを操そう作さし、すぐさま名前を送った。でも一パーセントくらい、心の底では、もしかしたら──なんて、思っていた。
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「お姉様、今年度の姫様はどうするの？」

　お昼休み、学園長室では、来夢様が、朝から益々体調が悪化し、寝ね込こんでいる美果の看病をしていた。何を隠そう、来夢様は美果の年の離れた弟である。けれど来夢様が美柑学園のアイドル生徒になれたのは、美果の力ではなく実力であることはその賢さと抜群の容姿を見れば明めい瞭りようで、だから気が付いている生徒がいても別に問題はなかった。

「そうねえ……ゴホッ、新入生を見る限り、塩田唐子が適任だとは思ったのだけれど……、この子、名前を提てい出しゆつしていないみたいなのよ……はぁ……ゴホッゴホッ」

　アイドル生徒会制度が執行された一年目は、美果は学園長ではなかった為、どうやって決めていたのか知らないが、二年目以降は、いつも美果が、応募者の中から容姿端たん麗れいで賢い姫を選んでいた。けれど今年は、唐子以外、その両方を持ち合わせた者がいない。

「そうなんだ……。あっ☆　じゃあ今年度は思い切って籤くじ引びきで決めたらどうかな？」

「籤引き？」

「そう。全校生徒から籤引きで選ばれたラッキーな姫なら、いまの生徒会は、何か変わるかもしれないと思って……」

　電子タイプのアイス枕のバッテリーを取り換かえながら、意味深に微笑んで、来夢様は言った。そのとき、来夢様の脳のう裏りには、ふっと、とある出来事が浮かんでいたのだ。

「そうね……、ゴホッ、他に適任者もいないし、そうしてみましょうか……」

（というか今日はもう、考えるのもしんどいわね……）

　朦もう朧ろうとする意識の中で、美果は諦めるように思った。なにせ、美果の体温はそのとき、三十九度もあったのだ。
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　放課後甘菜は急いで講堂に向かった。近頃、浮かれすぎていて、全くと言っていいほど勉強していなかった為、英語の小テストで、なんと零れい点を取ってしまい「こんなことは私が美柑学園に来てから初めてですよ……」と、担任に静かに激げき怒どされ、居い残のこりで追試を受けていたのだ。

「はぁ……はぁ」

　息切れしながら到とう着ちやくすると、講堂には、ほぼ全校生徒が揃そろっていた。

　壇上には既に、生徒会メンバーが並ならんでいる。しかしまだ発表はされていない様子だ。

（よかった、間に合った……）

「それでは今から姫様の選せん抜ばつと発表を行います。生徒会を代表して、柚君、お願いします」

　ほっとすると同時に、月出里様が話しはじめると、柚様の目の前には、オレンジ色の大きな箱が置かれた。

　全校生徒が「何あれ……？」と、ざわめく中で、柚様は「はい」と返事をすると、そのオレンジ色の箱の中へ、手を突っ込んだ。

「………………一年Ｃ組、佐藤甘菜様」

　そして、箱の中から一枚の紙を引き当てた柚様は、爽やかな声で甘菜の名前を告げた。

（え……？）

　甘菜の頭上には、自分よりも大きなはてなマークが浮かぶ。

（な、え!?　どうして柚様が私の名前を……!?）

「それでは、厳げん正せいなる籤引きの結果……、今年度の姫様は、一年Ｃ組の佐藤甘菜様に決定致しました。皆様、盛大な拍手をお願い致します」

　しかし、状じよう況きようを判はん断だんしている暇などなく、続いて、月出里様がにこやかに言い放った。

（姫様に決定…………って、えええええ───!?）

　突然の事態に、思考が追い付かない。

（てゆうか籤引きの結果って何？　い、意味わかんないっ。意味わかんないけど……、でも……、私が姫様に選ばれたってこと……なの……!?）

「それではティアラの贈ぞう呈ていを行いますので、壇上までお上がりください」

　眼鏡をクイッと持ち上げ、月出里様が言う。甘菜の心しん臓ぞうは、今にも爆ばく発はつしそうだ。

　姫様に選ばれた生徒には、生徒会から、髪の毛にピン留どめで留められるくらいの小さなティアラが贈呈される。それは、周囲に姫様だと認識させる為と、姫様としての自覚と責せき任にん感かんを忘れない為のもので、姫様は校内ではティアラをつけて過ごすのが決まりなのだ。

（ティ……ティアラの贈呈!?）

　しかし、そんな仕し来きたりなど知らない甘菜は、半ばパニック状態だ。けれど、とにかく今は、指し示じ通りに壇上まで上がらなければならない。甘菜は、女子達の憎にくしみがこもった恐ろしい視線の中、ふらつく足で壇上に向かった。

「さあ、姫様、こちらへ」

　壇上への階かい段だんに差し掛かかった所で、柚様が甘菜に手を差し出す。そう──ティアラの贈呈は、一番人気の王子からと決まっているのだ。

（ゆ、柚様っ、の手っ……）

　甘菜はもう、気を抜いたら、身体中の空気が抜けて、いまにも死んでしまいそうだった。それでもわずかな理り性せいを保たもちながら、震ふるえる手で柚様の手を取り、壇上に上がる。

　それから柚様は、王子様のように、そっと甘菜の足元に跪ひざまずくと、

「それでは佐藤甘菜様……、僕達の姫様になってくれますか？」

　赤面する甘菜の顔をじっと見つめ、そう訊いた。

「……………」

　甘菜は、そのあまりの恰好良さに、一瞬、時が止まったような気がしたが、

「は、はい……！」

　はっとして、慌あわてて頷いた。

「ありがとうございます。それでは一年間、よろしくお願いしますね、姫様」

　柚様は、動どう揺ようする甘菜を見てくすりと笑ったあと、甘菜の髪にそっとティアラを被かぶせた。
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　甘菜の髪の毛の表面で、柚様がつけてくれた小さなティアラが、まるで魔ま法ほうをかけられたみたいに、きらきらと煌めく。

（私が姫様……、私が姫様……！）

「キャーッ」

　甘菜は、講堂から生徒会室までの道のりに花びらをまき散らすように、スキップで生徒会室へ向かった。あのあと月出里様から「姫様、ティアラの内側には生徒会室へ入る為のキーが埋め込まれています。この後、姫様についてのご説明がありますので、早急に、生徒会室へとお越し下さい」と耳打ちされたのだ。

（もう、最高の気分だよっ）

　ふわふわと空を飛んでいるような気分で生徒会室前に到着すると、扉とびらの前には、生徒会室へ入る為のものだろう、電話ボックスのような、透とう明めいの装そう置ちが置かれてあった。

（キーを読み取るのってこれかな……？）

　恐る恐る中へ足を踏ふみ入れると、ピーという音と共に、瞬時に身体ごとスキャンされる。

　────入室を許きよ可かします。

　何秒かして、そう機械音声が流れると、まるで金庫のような重じゆう厚こうな扉が、ゆっくりと開く。甘菜の目の前には、想像していた生徒会室とはまるで違う、今いま迄まで見たこともないような、なんとも華はなやかな空間が広がった。

（う、うわあ……！　ってここ、本当に学校の中……!?）

　なんだか場違いな所に来てしまったような気がして、甘菜は思わず後あとずさりしそうになる。

「ようこそ姫様！」

　けれど目の前には、逃すまいというように、さっそく、生徒会長である月出里様が待ちかまえていた。

「さあ姫様、こちらの姫様専用の椅い子すへどうぞおかけください」

　びくつく甘菜に、月出里様は、生徒会長らしい凜々しい口調で促うながす。

「あっ、ありがとうございます」

　甘菜は、緊きん張ちようしながらも、その姫様という響きにうっとりとしながら、促された通りに姫様専用の椅子に座った。アンティークだろうか、上品な赤色の、可愛らしい椅子だ。

「では、まず初めに、一応確認なのですが、姫様は、一年Ｃ組の佐藤甘菜様で間違いないですね？」

「は、はいっ」

　味わったこともないような高級感溢あふれる雰ふん囲い気きに圧倒されながら、甘菜は答えた。それにしても、こうやって近くで見つめられると、月出里様も、物凄く綺麗な顔をしている。

（やっぱり、アイドル生徒は違うな……）

　見とれながらそう思っていると、月出里様は突とつ如じよ、座っていた椅子からガタっと立ち上がった。

（……な、何……!?）

「うむ、それは良かった。いや、名前も実に可愛らしい……。佐藤甘菜……、砂糖は甘あまい……なんて。ふっ。それにそのくりっとした目、柔やわらかそうなピンクの唇……、高すぎない身長に、細すぎない程よい肉付き……。はぁ……完かん璧ぺきだ」

　そして、不自然に甘菜の周囲をぐるぐると回りながら、なにやら小声でぶつぶつと呟つぶやき、最後、眼鏡をきらりと光らせて、完璧という台詞を強調するように言った。

「…………」

（なんだろう……、全体的によく聞き取れなかったけど……、褒ほめられてるのかな……？）

　なんだか、身の危き険けんを感じるほどに凝ぎよう視ししてくる月出里様に少し戸惑いながらも、甘菜は、にこりと笑顔を作る。

「で、では早速ですが、生徒会の一員になられたからには、生徒会としては、姫様の情報が必要ですので、幾つか質問させて頂きます。まず、姫様のお誕生日は？」

　月出里様は、甘菜の笑顔に魅み了りようされたようで、その足元に跪き、包み込むように両手を取ると、真剣な眼差しで甘菜を見つめ、訊いた。

「えっと、十二月二十四日です」

（姫様になったら、私の情報とかも、要いるんだ……）

「では、ご趣しゆ味みは？」

「え……っと、……ダンス……かな？」

「好きな食べ物は？」

「チョコレート、です」

「では、今履はいている下着の色は？」

「たぶん水色？」

（って……答えちゃったけど、今の質問本当に必要……!?）

「お身体はいつもどこから洗いますか？」

「……腕うで……です」

「……バナナは……好きですか？」

「……あ、はい」

　次々と繰り出される妙みような質問に、甘菜はたどたどしく答える。

　月出里様は、そんな甘菜の言動を全て記録するかのように俊しゆん敏びんにメモを取り、それからも絶えず、甘菜に質問をぶつけ続けた。

（……なんだろう……。なんかよくわからない質問になってきたけど……、姫様になったら、みんな、こんないっぱい質問されるものなのかな……？　それにしても、他の王子達は見向きもしてくれないな……。はっ……！　もしかして、自分から挨拶をするのが礼れい儀ぎなのかも……!?）

「あ、あの月出里様！　私、生徒会の皆様に、挨拶をしたいのですがっ」

　そう思い、留とどまることのない月出里様の質問を遮さえぎるように、甘菜は少し大きな声で言った。月出里様は、その甘菜の提案に少し驚いたような顔をしたが、

「えっ、ああ……そうですか……そうですね。では、質問の続きはまた明日の放課後ということにして……。……皆！　姫様が挨拶をしたいそうだ！　一応、耳を澄すますように！」

　何かを切り替かえるように、生徒会長らしい、冴さえ冴ざえとした声を放った。

（い、一応……!?）

　けれどそれは、何やら変だった。

（いや……、きっと聞き間違いだよねっ……）

　恐らく聞き間違いではなかったが、甘菜は強ごう引いんにそう思い直し、にこりと笑顔を作ると、

「あ、えっと……、私、今年度の姫様に選んで頂いた一年生の佐藤甘菜です！　あんまり姫様っぽくないかもしれないけど……一生懸けん命めい頑張りますっ。どうぞよろしくお願いしますっ」

　そう精一杯可愛らしく挨拶をして、ぺこりと頭を下げた。

　しかし生徒会室は、びっくりするくらいに、シーンと静まり返った。……というより、挨拶する前の状態を保っていた。

（え……何これ……？　あ……、そっかっ。生徒会室が広すぎて聞こえなかったんだっ！）

　少し、というか、内心かなり動揺しながらも、甘菜は、自分を納なつ得とくさせるように思った。

　でも甘菜が、無理矢理でもそんなふうに思えるのは、この美柑学園の生徒会室が本当に広いからだった。具体的に言うと、総そう面めん積せきは五十畳じようほどもあり、ライブの練習スペースも兼かねているため、一面が鏡かがみ張ばりになっている壁かべなどもあって、部屋は余計に大きく見えている。それに生徒会メンバーは今、それぞれ、部屋の各かく隅すみに置かれてある高級そうなソファに陣じん取どっているのだった。

「あ、あの月出里様、皆様、聞こえなかったみたいなので、私、直ちよく接せつ挨拶してきます」

「あ、ああ」

　月出里様は眼鏡をくいと持ち上げ、少し怪け訝げんな表情を浮かべながらも頷いた。

　その表情に違和感を憶えつつも、甘菜はまず、檸檬乃介様に近づいてみることにした。いつもにこにことしている檸檬乃介様なら、すぐに仲良くなれそうな気がしたからだ。

「檸檬乃介様、はじめましてっ、私、姫様に選んでもらった佐藤甘菜ですっ」

　緊張しながらも、ゆっくりと近づき、小さく深しん呼こ吸きゆうをしたあと、甘菜は声をかけた。

　しかしどういうことだろう……、檸檬乃介様からの返事はなかった。甘菜は嫌な予感を巡めぐらせながらも、少し背せ伸のびをして、paper phoneを弄いじっている檸檬乃介様の手元を覗き込んでみる。すると檸檬乃介様は、ゲームアプリに夢中のようだった。

（パズスタ……？）

　檸檬乃介様が遊んでいるのは、たぶん、リバイバルで流は行やっている『パズスタ』というパズルゲームだった。それは、パズルを動かして敵を倒し、その報ほう酬しゆうでゲットしたモンスターや、『ガチャ』と呼ばれるシステムでゲットしたモンスターを育てるゲームだ。

　そして数分後、ゲームが一段落ついたのだろう、漸ようやく甘菜の存在に気がつくと、

「あ、…………どうも」

　檸檬乃介様はやる気なく言った。

「あっ、あの、よろしくお願いします」

「……よろしく」

　檸檬乃介様は息を吐くように小さく言う。そして数秒、その姿を記憶するかのように、甘菜のことをじっと見つめたあと、再びゲームアプリの画面に目を戻した。

「それって……、パズスタですか？」

　同じ日本人とは思えない、そのビー玉が詰つまっているかのような目にどきりとしながら、甘菜は訊いた。

「そうだけど何？　もう次の対戦始まるから、ちょっと向こう行ってくれる？」

　でも次の瞬間、そのどきりとした感情を粉こな々ごなにするかのように、檸檬乃介様は、甘菜の耳に冷たい声を送った。

「えっ、あ……、ごめんなさい……」

　胸の表面が、ずきりと傷いたむ。

（…………怒られちゃった……。でもなんだか檸檬乃介様、いつものイメージと違って、凄くクールな感じだな……。ゲーム、邪魔しちゃったからかな……）

　甘菜は、冷たくされたことに落ち込みながらも、どうにか気持ちを切り替えながら次に嘉保須様のもとに向かった。きっと嘉保須様なら、あの甘い感じで、うっとりとするような言葉を返してくれるだろう。

（…………って、嘉保須様、なんか震えてる!?）

　しかし嘉保須様は、ソファに体育座りという体勢で、床をじっと見つめたまま、なんだか青い顔をして、震えていた。どう見ても様子がおかしい。

「えっと、あ、あのっ、もしかして、具合が悪いのでしょうか……？」

　これは自己紹介どころではない。甘菜は心配になって、しゃがみ込み、嘉保須様の顔を下から覗き込んだ。すると嘉保須様は、恐る恐る、視線だけで甘菜のほうを向いた。

　その瞬間……だった。嘉保須様は、まるで生き別れた家族にでも会ったかのような、はっとしたというか、ぎょっとしたような顔をしたあと、こらえきれないというように両手で顔を覆うと、ぐすっぐすっと、本気で泣きはじめた。

（え……!?　今の何!?　しかも泣いてる!?　意味わかんない!!　意味わかんないっ……けど、慰なぐさめたほうがいいの、かな……??）

　想定外すぎるリアクションに戸惑いながらも、何かできることはないかと思い、甘菜は少しの間、嘉保須様の傍そばにいたが、嘉保須様の嗚お咽えつは、甘菜の顔を見るたびに酷ひどくなっていく。

（駄目だ……、これ以上傍にいたら、嘉保須様、干ひからびそう……）

　なので甘菜はしぶしぶ、嘉保須様から離れた。

（大丈夫かな……。私の顔がこわかったなんてことないよね……？　うーん……。やっぱり、ああいうお色気キャラの人って、たまに情じよう緒ちよ不安定になるのかな……？）

「はぁ……」

　心配な反面、なんだか連続して予想していた反応が返ってこず、少しがっかりしてしまう。

　溜め息をつきながらも、甘菜は、嘉保須様の様子を確認しつつ、次に来夢様を捜さがした。けれど、来夢様の姿はどこにも見当たらない。

（まだ、来てないのかな……）

　でも……、ということは──。次は、柚様だ……。

（ど、どうしよう……、吐はきそうなくらいに緊張するっ……）

　けれど、柚様にだけ挨拶しないわけにはいかない。甘菜はロボットのようにぎこちなく歩きながら、至し極ごくゆっくりと、柚様のもとに向かった。柚様はソファに腰かけ、真剣な表情で、paper phoneに何かを打ち込んでいる。

（こ、これはさっきの檸檬乃介様パターン……）

　また、邪魔だとあしらわれるだろうか──。そう、不安に思いながらも、

「ゆ、ゆ、柚様……、はじめまして！　わ、私、今年度の姫様に選ばれた佐藤甘菜です。よ、よろしくお願いします」

　甘菜はいまにも泣きそうになるくらい緊張しながら一気に言った。甘菜の顔面は、絵の具を塗ぬったように赤くなっている。

「ああ、知ってるよ」

　すると柚様は、甘菜のほうを、その地球上のなによりも綺麗な顔でちらりと見遣り、ぼそりと答えた。

（わっ、へ、返事してくれた……!!）

「あっ、ありがとうございますっ！　えっと、私ずっと柚様のファンでっ……さっき……柚様がティアラを被せてくれたとき、すごく嬉しくて──その──」

　冷静に思えば、そのときの柚様の返事はあまり快こころよいものではなかった。だがそれ以上に、大好きな柚様と言葉を交わせたのが嬉しすぎて、一瞬にしてお花畑状態に陥おちいった甘菜の口からは、今迄の想いが溢れだすように、言葉が零こぼれ落ちていく。

　でも、零れ落ちる甘菜の想いは、そこで切断された。

「はぁ……。また鬱うつ陶とうしいのが来たな……」

　言葉の途中で、柚様が、ふわあと欠伸あくびをしながら、けだるそうにそう言い放ったからだ。

（えっ……？）

　思いもよらない言葉に、甘菜の身体は固まった。それはたぶん、脳味噌の中まで──。そう……いつか柚様がブログに書いていた、こたつの上のミカンが、本当に、冷凍ミカンになってしまったように──。

（聞き……違いだよね……？）
















　茫ぼう然ぜんとして、言葉に詰まったそのとき──扉が開くと、殺さつ伐ばつとした生徒会室には、ピンク色の髪の毛をポニーテールに縛った、思わず目を見張るような美少女が、カツカツと軽けい快かいな靴くつ音おとを鳴らしながら、入ってきた。

（あっ）

　甘菜ははっとする。だってその美少女は、あの日、受験会場で隣に座っていた美少女だったのだ。しかも美少女は、美柑学園の制服ではなく、大きな襟えりが印象的な、チェック柄がらの赤いワンピースを着て、更さらに、リボンがあしらわれた赤いピンヒールを履いている。

「あ、やっぱり君に決まったね」

　そして美少女は、硬こう直ちよく状態の甘菜を見つけると、その緊張を解とくかのように、にこりと微笑んで言った。

「え……？」

（やっぱり、って、どういうこと……？　この子、受験のときに隣に座っていた子だよね……。でも、姫様って一人じゃなかったっけ……？　てゆうか、なんで私し服ふく……!?）

「あの、貴女あなたは……」

「あ、そっか、この恰好していちゃ、わからないよね。ボク、新メンバーの来夢だよ。これからも生徒会室では、基本的に女の子の恰好だからよろしくね、姫様☆」

　あからさまに混こん乱らんする甘菜に、来夢様はにこりと微笑みながら自己紹介をし、きらりんと星が飛びだしてきそうな、完璧なウインクを投げた。その、あまりの可愛さと、意味不明さに、甘菜はくらりと眩暈めまいがして、その場にへたりこんだ。

（えっと……、女の子の恰好ってことは、つまり来夢様は、女装が趣味ってこと……？　というか、どう見ても、美少女にしか見えないんですけど……！）

「という感じで、姫様、もう挨拶はこれくらいでいいですか？　いまから私が、姫様の役やく割わりについて、ゆっくりと丁てい寧ねいにご説明させて頂きますから、どうぞこちらへ」

　そんな温度差のある二人の間に入り込んできた月出里様は、言いながら、座り込む甘菜の腰に手を回し、ひょいと甘菜の身体を抱き上げる。

「きゃっ」

　きゅうに身体が宙に浮いたのと、なんだかその妙にセクハラチックな感かん触しよくに、甘菜は思わず悲鳴をあげ、本能的に月出里様から離れた。

「おっと、驚かせてしまいましたか？　失礼致しました」

　しかし月出里様は悪びれる様子もなく、再びへたり込む甘菜の耳元で囁ささやくようにそう言うと、眼鏡の向こう側でにこりと微笑んだ。

（な、なんか月出里様って、変態っぽい……？）

　甘菜は、頭の隅のほうで思う。けれど甘菜はいま、月出里様の変態疑ぎ惑わくを気にしている場合ではない。

〈──はぁ……。また鬱陶しいのが来たな……〉

　だって、耳にまだ、さっきの柚様の言葉が、突き刺ささっている。

（何かの間違いだよね……──）

　甘菜は、そう自分を納得させながら、柚様のほうを振り返った。すると甘菜の目に映った柚様は、paper phoneを動かし、一枚ごとに角度を変えながら、様々な決め顔で、カシャ、カシャと、何枚も自撮りを行っていた。

「……え……」

　そのとき、甘菜の脳裏には、一瞬、ある言葉が浮かんだが、いつもは発はつ揮きされることのない凄まじい処理能力によって、すぐに取り消された。

「さあ姫様、こちらへお座り下さい」

　しかしなんだか、途轍もなく、見てはならないものを見てしまったような気がして、甘菜が起き上がれないでいると、頭上からは再び月出里様の声が降って来た。右のほうからは檸檬乃介様のゲームの音が聴こえ、左のほうからは嘉保須様の泣き声が聞こえる。そして来夢様は、あのときの美少女……。

（もう、何もかも、わけがわからない……）

　でも兎とに角かく今は、考えるのは後回しにして、月出里様の言う通り、姫様の役割について理解するのが先なのかもしれない……。そう思い、甘菜は、小さく溜め息をつきながら、ゆっくり顔を上げ、後ろを振り返った。

　するとそこには、物凄く真面目な顔で、眼鏡をきらりと光らせ、ここに座れと言わんばかりに、自分の膝ひざをぽんぽんと叩く月出里様が、姫様専用の椅子に、座っていた。

「い………いやぁぁぁ…………!!」

　悲鳴と共に、隅のほうで抱いだいていた変態疑惑は、その瞬間、疑惑ではなくなった。

　そして甘菜は、その不気味さに、顔面蒼そう白はくになりながら後ずさりし、そのまま全力で、生徒会室を飛び出した。










[image: ]




☆中学生限定☆東京のアイドル生徒を自由に語るスレ[image: ]part72




＞今年度の、柑かん橘きつ系けい王子の情じよう報ほうプリーズ[image: ]

＞もう中学生ではないのですが、今年美み柑かん学がく園えんに入学したものです。今年度の新メンバーは一人で、相模さがみ来らい夢む様。超美形で、女の子かと思うほど、綺き麗れいな子でした！

＞合格おめでとうございます＆情報ありがとです。やっぱ美柑学園はレベル高いですなー

＞いいなー。あたしも来年、美柑学園受かるかなー。勉強、しなきゃ……。

＞ありがとうございます。たぶん来年は柚ゆず様が生徒会長になられると思うので、倍率は百倍のままか、それ以上でしょうね。

＞はあ……。お披ひ露ろ目めライブの倍率もやばそう？

＞↑というか、美柑学園は毎年瞬しゆん殺さつでしょ。

＞そっか[image: ]

＞あ。あと、今年の姫ひめ様は籤くじ引びきで決まりました。可か愛わいらしい人でしたが、去年の姫様と比べると、ちょっと馬ば鹿かそうかも……。

＞うそｗ　籤引きとか何があったのｗ

＞いいなあ、選ばれた子[image: ]

＞てか、ラッキーガールすぎでしょ!!
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　桜さくらの花びらと引き換かえに、ほんのりと生なま暖あたたかいような風が舞まい込こむ──アイドルルーム・生徒会室、講堂・ホールなどが配置されている南校こう舎しやと、一いつ般ぱん生徒の教室や、食堂が設置されている北校舎を繫つなぐ──長い渡わたり廊ろう下かでは、甘かん菜なが重い足取りで歩くたびに、ゆらめく髪の毛と共にティアラが煌きらめいていた。

「あの子が今年度の姫様だって、いいよね」

「でも、籤引きとはびっくりだったよね」

「ねー、もしかしたらあたしだったかもしれないのになー」

　そして、生徒の傍そばを通りすぎるたびに、必ずといっていいほど、そのような会話が繰くり返された。

　しかし現げん段だん階かいでの甘菜は、なんだか姫様に選ばれたことを、ティアラを貰もらった直後のようには、喜べないでいる。

〈──はぁ……。また鬱うつ陶とうしいのが来たな……〉

　あの瞬間から、柚様の言葉が耳を離はなれない。そう。あれは、聞き間違いなんかじゃなかった……。

「はあ……」

　言葉の意味を考えるほど、甘菜は暗い気持ちになっていく。だってそれはどのパターンを描いても、──柚様に気に入られなかった、という結論に導みちびかれていくのだ。

（やっぱり、前の姫様みたいに綺麗じゃなかったからかな……）

「はーあ……」

　また、一段と大きな溜ため息いきが漏もれる。姫様になれば、自動的に、柚様に愛されるものだと思っていた。姫様制せい度どとはそのようなものだと思っていた。でも違った……。姫様になったからといって、生徒会メンバーにちやほやされるわけではなかったのだ。

　でも昨日……、アイドル生徒会のメンバーは、今いま迄まで甘菜が認にん識しきしていたキャラとは、少し、というか、大だい分ぶ違うような気がした。

　嘉か保ぼ須す様は、なにか悲しい出来事があり、情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになっていただけだとしても、月す出だ里ち様に至いたっては、真ま面じ目めで優ゆう等とう生せいの塊かたまりのような人なのだろうと思っていたら、あれはもう間違いなく、変へん態たい眼鏡めがねだった。考えてみれば、昨日の質しつ問もんも妙みようだったし、今日も校門で、生徒達に朝の挨あい拶さつをしていたけれど、あれは絶対に、可愛い新入生をリサーチしていたのだ。

（だって、怪あやしげなメモを取っていた……）

　檸檬れもん乃の介すけ様も、ゲーム中に話しかけてしまったが故ゆえに、機き嫌げんを損そこねてしまったのかもしれないけれど、なんだか悲しくなってしまうくらいにいつものほんわかした笑顔は微み塵じんもなく、超絶クールな感じだった。

（ずっとゲームしてたし……）

　来夢様については、加入したばかりのメンバーなので、まだキャラを摑つかめていないけれど、あんなふうに微笑ほほえみかけてくれたのだから、頑がん張ばれば、仲良くなれそうな気もする。だけど生徒会室では、あんなふうに女の子の恰かつ好こうをしているというのだから、ちょっと変わっている子だということは間違いないだろう。

（すごくお洒しや落れだったけど……）

　──そして、柚様……。

（柚様も、いつもの王子様みたいな感じとは違うような気がした……）

　けれど考えてみれば、アイドル生徒だって、いつも機嫌よくいるなんて、到底無理な話だろうし、そんな幻げん想そうを抱いだいているほうが、悪いのかもしれない。

（……もしかしたら、鬱陶しいと思われたのも、私わたしの接せつし方が悪かったのかもしれないな……。そうだよね……。私、テンション上がって、浮うかれすぎていたし……。今日の放課後も質問の続きするって月出里様が言ってたから、チャンスがあったら、もうちょっと落ち着いて、話しかけてみよう……っ）

　そう思って、甘菜は丸まっていた背せ筋すじをしゃんと伸のばした。けれど教室に向かって歩いているうちに、また足取りは重くなっていく。

　──どうしても、最悪の場合を、考えてしまうのだ。

　このまま、柚様を含ふくめ、生徒会メンバーに気に入られなかったとしたら、姫様とは、名ばかりの存在。去年の姫様は、いま二年生の古こ庄しよう九く美みさんという生徒だったことを、甘菜は知っている。かなりの美人で、成せい績せきも抜ばつ群ぐんによくて、その上お嬢じよう様さまで、生徒からも「姫様」として崇あがめられていた。

（きっと、生徒会にも馴な染じんでいたんだろうな……。やっぱり、才さい色しよく兼けん備びじゃないと駄だ目めってこと……？）

「はあぁ……」

　考え事をするたびに、甘菜の口から漏れる暗あん雲うんとした溜め息は、どんどんと巨きよ大だい化かしていく。

「ねえ、聞いたよ。あんた、姫様に選ばれたんだって？　すごいじゃん！　どうして知らせてくれなかったの？」

　しかし、そんな事じ態たいになっていることなど露つゆほども知らない唐とう子こは、とぼとぼと歩いている甘菜の背中に飛びつくように声をかけた。

「あ………うん」

　その懐なつかしいような声に、甘菜は少しだけ振り向き、蚊かの鳴くような声で返事をした。

「どうしたの!?　顔青いよ？」

　唐子はぎょっとして言った。唐子の視し界かいに映うつる甘菜の顔色は、ティアラに生気を奪うばわれているのかと思うほど、真っ青だったからだ。

「うん、それがね、」

　幼少時代からいつも味方になってくれた唐子の「どうしたの」という、なによりも頼りになる言葉に、甘菜は思わず、うるっと目に涙なみだを浮かべ、昨日の生徒会室での出来事と重たい心の中身をぶちまけようとした。でもその瞬間、ティアラから電気信号が送られてくるかのように、甘菜の身体からだはびりびりとして、脳のう裏りに「秘ひ密みつ厳げん守しゆ」という言葉が浮かんだ──。

（そうだ……、生徒会のことは、絶対、喋しやべっちゃ駄目なんだ）

「なんか、昨日眠ねむれなくて……へへ」

　甘菜ははっとして口を噤つぐむと、わざとらしく目を擦こすりながらそう言って、苦々しい笑顔を作った。

（……あの甘菜が眠れない……？　よっぽど、緊きん張ちようしたのかな）

「そっか。でも、よかったね。柚様との結けつ婚こんに一歩近づいたじゃん」

　人間、あまりにも信じられない出来事が起こると、あの甘菜でも、こんなにも、しおらしくなるのだなと感心しながら、唐子はぽんぽんと甘菜の肩かたを優やさしく叩たたく。

「え？」

　しかし甘菜は、その言葉に、きょとんとした顔をした。

「えって、何よ。結婚するんでしょ？　柚様と」

　その反はん応のうを訝いぶかしく思いながらも、唐子は当然のような口ぶりで言い放はなった。中学時代、甘菜から「私、柚様と結婚するの」と、それは一種の洗せん脳のうかのように毎日言われ続けていたのだから、唐子の脳のう味み噌そには、甘菜の未来はもうそのように刷すり込まれてしまっている。

「………………」

　そして、唐子のその穢けがれのない瞳ひとみを見つめながら、甘菜は思わず黙だまり込んだ。

　美柑学園に合格してからというもの、柚様に毎日会えることで満足して──、それに加え、昨日からは姫様になったことで頭がいっぱいで、柚様と結婚するという目標をすっかり見失っていた……。

「……そう……そうだよね！　ありがとう唐子ちゃん！　私、柚様に会いに行ってくる！」

　魂たましいを取り戻もどしたかのように甘菜は唐子の両手を強く握にぎり締しめ、潤うるんだままの目を輝かがやかせ、激はげしく言った。

「あ……、うん、いってらっしゃい」

（なんだろう……あの子のテンションがわからない……）

　唐子は、不ふ審しんに思いながらも、小さく手を振ふった。
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　それから甘菜は、教室に荷物も置かぬうちに、駆かけ足になって、再ふたたび渡り廊下を通り、アイドルルームに向かった。追い風を受けたスカートの襞ひだは、生き物のように、ひらひらとなびいた。

　アイドルルームに辿たどり着くと、教室の周りには、百人を超こえる生徒が集まっていた。しかしそれは、珍めずらしいことではない。こんなのは、生徒会メンバーにとって、いつもの朝の光景だ。そして甘菜にとっても、それはもう見慣れた光景で、だって昨日までは、この中のただの一人の生徒だったのだ。

　でも今日からは、少し──、いや……、かなり、違った。

「ねえ、あの子、今年の姫様じゃない？」

「本当だ」

「ティアラ、いいなあ。あれ、すっごい高いんでしょ」

　それぞれのお気に入りの王子に手を振ってはしゃいでいた生徒達が、甘菜を──正せい確かくには、甘菜の髪についているティアラを目に入れるなり、ざわめきだす。

（うっ……。やっぱり、姫様になったら、もう来ちゃ駄目だったのかも……っ）

　その、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り混まじった、鋭するどい視線と、女子特有の、裏うらのあるような高い声色に圧あつ迫ぱくされていくように、甘菜の身体は少し縮ちぢこまった。

「ねえ姫様、ティアラ見せてよ」

「あ、あたしも見たいーっ」

　ざわめきはどんどんと大きくなっていき、あっという間に、生徒達に囲まれるような形になっていく。このままでは、大事なティアラが、髪から剝はがれ落ちてしまいそうだ。

（か、帰ろう……）

　さすがの甘菜も、身の危き機きを感じて、名残なごり惜おしくも、教室へ引き返そうとした。

　──が、そのとき、だった。生徒達の異い様ようなざわめきはアイドルルームにも届とどいていて、その中心にいる甘菜を見つけると、生徒会メンバーは一いつ斉せいにがたっと席を立った。

　そしてメンバーはそれぞれに、アイドルルームの扉とびらから廊下へ出ると、沸わき立つ生徒の波をかき分け（というか、なにもせずとも、道ができた）、甘菜の傍へ歩み寄った。

（……お、怒おこられる……!?）

　次し第だいに王子達に囲まれていき、甘菜の足は少し震ふるえる。

（やっぱり、姫様たるもの、もうアイドルルームには来てはいけなかったのかも……。それに、また柚様に、鬱陶しいと思われたらもう立ち直れないよっ！）

　そう思い、前が見えなくなるほどに深く頭を下げ、

「ご、」──ごめんなさいっ。と、言おうとしたそのとき、嘉保須様がそれを阻そ止しするかのように、甘菜の顔を持ち上げるように顎あごをクイッと摑み、

「やあ姫様、おはよう。今日も最高に可愛いね」

　いまにも唇くちびるが触ふれそうな距きよ離りで、にこりと笑い、そう言った。その嘉保須様の笑顔には、生徒会室の隅すみっこのほうで泣いていた面おも影かげは微塵もない。それでいて、やっぱり昨日は、情緒不安定なだけだったのだと確信してしまうほどに、堂々としていて、優ゆう雅がで艶つやっぽかった。

「………え？」

　しかし甘菜は、予想とは百八十度違う王子達の反応に、動どう揺ようを隠かくせない。

　一体、何が起こっているのかわからないまま、突とつ然ぜんの出来事に顔を赤らめていると、

「──本当に、可愛いね」

　嘉保須様は、甘菜だけに聞こえるように、耳打ちで言い、何事もなかったかのようにすっと離れると、誰にも触れさせぬように、華か麗れいに生徒達を避よけ、一いち目もく散さんにアイドルルームに戻って行った。

（………っ!?）

　思わず、頰ほおが赤くなる。嘉保須様のキザな台詞せりふはいつものことだ。けれどそれは確実に、甘菜だけに与あたえられた台詞だった。甘菜は、益ます々ます混こん乱らんしながらも、なんだか耳の奥おくがじんじんする感覚に固まってしまう。だって今迄生きてきた中で、そんな甘い言葉を囁ささやかれたことなどないのだ。

「姫様、おはよう」

　その、どう解かい釈しやくしていいのかわからない感覚に戸と惑まどっていると、次に、檸檬乃介様が甘菜に声をかけた。昨日のクールな態度とはまるで違う──というより、やはり昨日は、嘉保須様と同様に、不機嫌だっただけなのだと思わせるほど、にこにことしている。そしてそれは、演えん技ぎとも思えなかった。

「おはよう……ございます」

　甘菜は、依い然ぜんとして固まったままで、小さく返事をした。そろそろ、周囲の目が、痛いたい。

　けれど憧あこがれのアイドル生徒の前で、暴ぼう言げんを吐はく生徒など、当たり前だが誰だれもいなかった。

「姫様、おはようございます」

「姫様、おはよう」

　続いて、月出里様、来夢様が甘菜の前にやってきて、王子らしく深ふか々ぶかと挨拶をした。

　月出里様は、昨日のただの変態眼鏡のような言動が、全すべて甘菜の幻想だったかのように、生徒会長らしくきりりとしていて（いや、昨日も、違う意味できりりとはしていたけれど……）、美少女だった来夢様は、目を合わせるのが恥はずかしいくらいの、美少年になっている（というか、本来は男の子なのだけれど……）。

　それから最後に、爽さわやかで完かん璧ぺきな王子スマイルを浮かべた柚様が甘菜の前に立った。

　それだけでどきりとする甘菜のもとに、柚様は本物の王子様のようにすっと跪ひざまずくと、手を取り、何の躊ちゆう躇ちよもなく手の甲こうにチュッとキスをして「おはようございます、姫様」と、愛いとしげに目を細めながら言った。

　その瞬間、四方八方から「きゃゃああああああ」という、悲ひ鳴めいのような声が上がった。というかそれは、まぎれもない悲鳴だった。

　甘菜は、口を開こうとするも、返事をすることができない。だって甘菜の心しん臓ぞうは、どきどきしすぎていて、一言でも言葉を発すれば、その衝しよう撃げきで、潰つぶれてしまいそうだった。

「綺麗な手だったのでつい……。ではまた放課後……、生徒会室でお待ちしておりますね」

　柚様は、甘菜の小こ刻きざみに震える手から唇を離し、微笑んで言った。

　そうして甘菜に挨拶を終えた生徒会メンバーが、アイドルルームへ戻っていくと同時に、一時間目の開始を知らせる鐘かねが鳴る。

「何あれ！　姫様、羨うらやましすぎる！」

「本当に！　あたしがなりたかった！」

「来年は私が絶対になる！」

　その夢ゆめのような、というか甘菜以外にとっては悪あく夢むのような光景を目に焼き付けてしまった生徒達は、甘菜に鋭い視線を送りつつ、ぶつぶつと愚ぐ痴ちを言いながら、それぞれの教室に帰っていく。けれど甘菜は、なかなか歩き出すことができない。

　柚様の唇が触れた甘菜の手の甲が、まるで火傷やけどをしてしまったように熱い。

〈綺麗な手だったのでつい──……〉

　そんなのはきっと、他の生徒に向けたパフォーマンスに決まっているのに、心の中で、その柚様の声を思いだすだけで、どきどきして、心臓が潰れそうになる。

〈──はぁ……。また鬱陶しいのが来たな……〉

　けれど同時に、昨日の柚様の言葉が、脳裏を過よぎる──。

（だけど考えてみれば……会ったばっかりで、柚様や、生徒会メンバーに気に入られようなんて考えのほうが、甘いんだよね……。でも折せつ角かく、姫様に選ばれたんだもん……。私が頑張れば、きっといつかは、前の姫様みたいに、認みとめてもらえるよねっ……）

　甘菜はそう決意し、まだ熱く火ほ照てっている手の甲を見つめる。そして、さっきの出来事を思い返しながら、……やっぱり姫様って最高だな……と思った。
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　その日は、その夢のような出来事を思い返しているうちに、放課後になっていた。しかしあれから、柚様が姫様にキスをしたという尾お鰭ひれがついた情報が広まり、どこにいても、生徒達から凄すさまじい目力で睨にらまれ、大変だった。もうこの学園で、唐子以外の友達を作るのは無理だろう……。と、甘菜は今日、身に染しみて思った。

（……でも、きっとそれも姫様としての試し練れんなんだよね……。姫様だからって自うぬ惚ぼれてないで、今日はちゃんと、身を弁わきまえて話しかけようっ）

　甘菜は、肝きもに銘めいじるように、その目標を心の中で反はん芻すうしながら、昨日と同じく、身体ごとティアラをスキャンして、生徒会室へ入った。どきどきしながら、生徒会室を見渡す。けれど、生徒会室にいたのは、嘉保須様だけだった。拍ひよう子し抜ぬけする反面、なんだかほっとする。嘉保須様は、昨日とは違うリラックスした様子で、大きなソファに寝ね転ころがりながら小説を読んでいた。

「何、読んでいるんですか？」

　甘菜はゆっくりと近づいて、小さく話しかけた。なぜだろう。今日の嘉保須様には、妙に話しかけやすいような空気があったのだ。

「…………」

　嘉保須様は本から視線を外はずし、甘菜のことを眺ながめるように見つめた。

〈──本当に、可愛いね〉

　その、グリーンがかった瞳に映る自分を見ていると、甘菜ははっと、今朝のことを思いだして、かっと顔が赤くなった。

「あ、読書中でしたよね……っ。話しかけたりしてごめんなさい」

　そうしたら、なんだかきゅうに恥ずかしくなってきて、甘菜はくるりと背せを向けた。

（でも、アイドルのときの嘉保須様なら、可愛いなんてお世せ辞じで誰にでも言うもんね……。）

　舞い上がる気持ちを抑おさえるように、甘菜は心の中で思う。

「……僕と犬の100の約束」

　けれど暫しばらくして、嘉保須様は、呟つぶやくようにぼそりと答えた。

「あ……それって、ベストセラーになって、最近映えい画がになったやつ……ですよね？」

　微び妙みように間はあったものの、嘉保須様が返事をしてくれたことに嬉うれしくなりながら、甘菜は振り返り、最近『号ごう泣きゆうする準じゆん備びはいいですか？』というキャッチコピーで放映されている映画のＣＭを思いだしながら言った。

「うん」

　嘉保須様は穏おだやかに頷うなずいた。

「やっぱりそうですよねっ。そっかっ……私も、読んでみようかな……」

（姫様になったからには、柚様のことだけじゃなくて、メンバー皆みんなのこと、少しでも知ってたほうがいいよねっ）

　その思いで、甘菜は独り言のように呟いた。すると嘉保須様は、おもむろにソファから起き上がり、「はい」と、甘菜にその小説を差し出した。

「え？」

「もう百回くらい読んだから……、あげるよ」

「い……、いいのですか!?」

（てゆうか、百回も読んだんだ……！）

「うん、いいよ」

　驚おどろきと喜びで賑にぎわう甘菜の心を鎮しずめるように、嘉保須様はもう一度優しく頷く。そして、ふわあと大きな欠伸あくびをし、目を擦りながら、生徒会室の扉のほうへと向かっていった。

「あ、あの嘉保須様、何ど処こへ……」

　甘菜は無意識に、引き止めるように手を伸ばし、言った。なんだかもう少し、話していたかったのかもしれない。

「そろそろみんな来るから、屋上で昼寝してくるよ」

　けれど嘉保須様は小さくそう言い残すと、甘菜のほうを振り返らずに、生徒会室を出て行った。

（昼寝……、もう放課後だけど……）

　心の中で静かに突つっ込みを入れながらも、甘菜の顔には、少し笑みが浮かぶ。

（やっぱりアイドル生徒っていっても、普ふ段だんはみんな、普通の男の子なのかもしれないな……）

　そう思うと、なんだか少し、気が楽になったのだ。

　それから生徒会室には、嘉保須様と入れ違いのように、

「はー、またレア……。もういらないのに、これ」

　paperペーパー phoneフオンを手に、溜め息をつきながら、檸檬乃介様が入ってきた。鳴り響く音楽からして、檸檬乃介様は、またパズスタをしているようだ。

「はぁ……。あ、今日も来てたんだ」

　檸檬乃介様は、大きな溜め息をついたあと、甘菜を見つけると、平へい淡たんに呟いた。

「は、はいっ」

　その機嫌の悪そうな様子からして、絶対に無視されるとばかり思っていたのに、意外にも喋りかけてもらえたことが嬉しくて、甘菜は少しだけ声を上うわずらせて返事をした。

「はぁ……、またレア」

　しかしそれ以上会話を続けることはなく、檸檬乃介様は昨日と同じソファに腰こしかけると、再びpaper phoneに向かって独り言を呟きながら、怪け訝げんそうな面おも持もちで溜め息をついた。

「あの……、レアって悪いんですか？」

　甘菜は、ゲーム中に迷めい惑わくだろうか──と思いながらも、思い切って、話しかけた。

　ちなみに「パズスタ」において、「レア」のモンスターは雑ざ魚こで、マシなのが「スーパーレア」わりといい性能なのが「ハイパーレア」そして最高に強いモンスターが「ミラクルレア」となっている。

「したことないの？　パズスタ」

　すると檸檬乃介様は、甘菜の予想に反して、何やら好意的な感じで答えた。

（やっぱり昨日は、機嫌が悪かっただけなのかな……？）

「あ、はい……。ゲームとか、あんまり得意じゃなくて……」

　甘菜は少し、ほっとしながら言った。

「じゃあ、してみれば？」

「へ？」

「アプリ入れてあげるから、ペパホだして」

「えっ、あ、はいっ」

　思わぬ提てい案あんだったが、甘菜は迷まようことなく頷くと、スカートのポケットから急いでpaper phoneを取りだし、檸檬乃介様に差しだした。

　檸檬乃介様は、半なかば奪い取るように甘菜のpaper phoneを受け取ると、素す早ばやい手つきで「パズスタ」のアプリをインストールする。

「はい。できたよ。それで登録完かん了りようしたら、僕とfriendフレンドになれるから、やってみれば」

　そして、にこりと微笑みながら言い、甘菜の掌てのひらの中にpaper phoneを返へん還かんした。
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（檸檬乃介様と、friend……──それはすなわち、お友達に……!?）

「わあ……っ。ありがとうございます。帰ったら、さっそくやってみます！」

　friendという言葉に、甘菜ははしゃぎながらpaper phoneを受け取る。

「うん、是ぜ非ひ」

　檸檬乃介様は、再び微笑んで言った。檸檬乃介様は普段滅めつ多たに笑わない。けれどいま、檸檬乃介様の身体の中では、思わず笑みがこぼれてしまうほどに、ミニ檸檬乃介様が喜びの舞まいを踊おどっていた。

（これで、集まった……）

　そう、檸檬乃介様はずっと前からfriend、招しよう待たい特典のモンスターがほしかったのだ。friendを五人勧かん誘ゆうすると貰えるもので、あと一人だったのに、メンバー以外、他の生徒とはあまり接点がないので、なかなか集まらなかったのだ。

　けれどゲームに疎うとい甘菜にそんなことはわからない。

（今日は、嘉保須様から小説も頂いたし、檸檬乃介様とはfriendになれた……。なんか、姫様としての第一歩を踏ふみ出せたような気がする……っ）

　そんな嬉しさで、周囲に花びらが舞うほどに、甘菜が浮かれていると、

「あー……、髪が跳はねてなおらねぇ……」

　今度は柚様が、何やら不機嫌そうに生徒会室へ入ってきた。

　その瞬間、甘菜の心臓は、何かに摑まれたように、どくんと、大きく波打つ。そして今朝、柚様の唇が触れた手の甲が、じんわりと熱くなった。

「はぁ……」

　しかし柚様は、今朝の出来事などなかったことのように、甘菜の存そん在ざいを気にすることなく、生徒会室の大きな鏡に自分を映しては、溜め息をつく。

「もう放課後なんだから、髪なんて気にしなくていいんじゃないの？　それに、そんなに跳ねてないよ」

　今夜には欲しかったモンスターが手に入る喜びで、ご満まん悦えつな檸檬乃介様は、ソファに寝転がりゲームをしながら、柚様に向かって言う。メンバーのなかでも、柚様に強く言えるのは、檸檬乃介様くらいだ。別にお互い、特別に仲が良いと思っているわけではないが、二人は幼おさな馴な染じみで家が隣となり同士の為、檸檬乃介様は柚様の素す性じようを知り尽くしているのだった。

「馬鹿、どう見ても跳ねてるよ。それに明日、俺がブログ担当だし、朝は顔が決まんねえから今日のうちに写メ撮とっとかないと駄目だろう」

　鏡の中の檸檬乃介様に向かって、柚様は至し極ごく真面目な顔で言った。

「……自意識過剰……」

　その返答に、檸檬乃介様はふっと顔を背け、柚様に聞こえないように、ぼそりと呟く。

　一瞬、甘菜の脳裏にも、檸檬乃介様が放った言葉と同じ意味の単語が浮かんだが、昨日と同じように、やはり物凄い処理能力で搔かき消され、（柚様って……すごく真面目なんだな……♡）という認識に変換された。

「おい」

　すると柚様は、甘菜のほうをくるりと振り向き、じっと睨みながら声をかけた。

「は、はい！」

　甘菜は、びくりとしながらも反射的に返事をした。睨まれているのにもかかわらず、一年分の恋心の詰まった胸の中が熱くなる。だって考えてみれば、甘菜にとって柚様に声をかけられるのなんて、頰を抓つねって現実なのかと確かめたくなるほどに、非現実的なことだ。

「寝癖直し持ってる？」

　柚様は、緊張で微妙に震えている甘菜に向かい、今朝の王子スマイルとは違う、不機嫌な顔つきのまま訊いた。けれどそんな顔も、甘菜にとっては、ただの恰好いい生物でしかなかった。──でも、寝癖直しなどというものは、どう考えても持ってきていない。だいたいそんなものを持ち歩いている生徒なんて、ごく僅かだろう。

「え、えっと、持ってきてないです……」

　甘菜は、少し頭を下げると、鞄の中を探すこともなく、答えた。

「……使えねえな」

　柚様は、舌した打うちをするようにぼそりと呟く。

（うっ……）

　その柚様の言葉に、甘菜は胸を押さえ、まるで銃にでも撃うたれたかのように床ゆかに倒たおれ込み、寝癖直しを持ってきていないことを、激しく後悔した。だって万が一寝癖直しを持ってきていたなら、柚様の自分に対する好感度が少しくらい上がったかもわからないのだ。

「あとお前……、今朝のこと、勘違いしてねえよな？」

「え？」

「言っとくけど、あんなの、ただのパフォーマンスだからな」

「こらこら柚君、姫様にそんな口の利き方駄目ですよ」

　そんな混こん沌とんとした現場に、颯さつ爽そうと登場した月出里様は、悪あく態たいをつく柚様に向かって先せん輩ぱいらしく優しい口調で注意する。しかし同時に、これはチャンスと言わんばかりに、床に倒れ込んでいる甘菜の腰の付近を、持ち上げるように抱だいた。

「きゃあっ」

　甘菜はその、いきなりやってきたセクハラチックな指の感かん触しよくに、思わず悲鳴を上げる。

　月出里様は暫しばし、その感触を味わうように目を瞑つむったあと、満足そうに甘菜から離れた。

（なんか、月出里さんのほうが、全体的に駄目だと思う……）

　その光景を眺めながら、檸檬乃介様は冷静に思った。

「姫様たって、籤くじ引びきで選ばれただけだろ」

「柚が選んだんじゃん」

「そうだけどさ……。ったく、誰だよ、今年籤引きにしようって言ったやつ」

　檸檬乃介様の指摘に苛いら立だちながら、柚様は項うな垂だれるようにソファに寝転がる。寝癖を直すのは、一いつ旦たん諦あきらめたらしい。

「あ、ボクでーす☆」

　するとタイミングよく、生徒会室に入ってきた来夢様が、テヘッと可愛らしくウインクをして、手を上げた。今日も着替えてきたようで、来夢様は、袖そでに透すけ感のある薄うす手での黒のニットと、同じニット素材の黒のスカートをセットアップで着て、レトロな革かわのショートブーツを履はいている。

（一体どこで着替えているんだろう……？）

「そっか、来夢君って、美み果か学園長の弟だったね」

　そんな甘菜の疑問を他よ所そに、檸檬乃介様は思いだしたように言った。

（え、来夢様って学園長の弟なんだ……！　そっか……、てことは、学園長室に秘密の衣い装しよう室しつがあるのかも……！）

「はい！　それにボクは、この子が姫様になったらいいなーって思ってて」

　潑はつ剌らつとした口調で答えながら、来夢様は、何かを企たくらんでいるような意味深い視線を甘菜に配る。

「は？　なんでそれで、籤引きなんだよ。つうかお前ら、知り合いだったの？」

「違いますよ。ただ、受験のとき、隣の席だっただけです」

　来夢様は素直に言って、にっこりと笑う。

「ちょっとそれ、聞き捨ずてならないですね。つまり、来夢君は、私の姫様に一目ぼれしたってことでしょうか？」

　月出里様は、眼鏡をクイッと持ち上げ、独りよがりに訊たずねる。

「うーん、まあ、そんな所ですね」

　来夢様は意地悪な笑みを浮かべ、即そく答とうした。

「なっ！」

「えっ!?」

　その返答に、月出里様が怒いかりのような声を上げると同時に、甘菜も思わず声を上げた。

　だってそんなの、告白されたのと同じ……、ようなものだ。

「うそ、冗じよう談だんだよ」

　甘菜のうぶな反応に、来夢様は可お笑かしそうにクスクスと笑うと、

「姫様って、なんか可愛いね☆」

　あまりの恥ずかしさに俯うつむく甘菜の髪を、猫ねこをあやすみたいに柔やわらかく撫なでながら言った。

「…………」

　言葉がでない。甘菜は、自分の自意識過剰さを消し去りたい気持ちでいっぱいだ。それにしても、自分よりも可愛い男の子から可愛いと言われたって、なんだか、どうしていいかわからない。

「おい来夢、あんまり可愛いとかいうと、調子乗るからやめとけよ」

　そんな三人を見かねて、柚様は、鏡に向き合い、さきほど諦めたはずの、しつこく跳ねてくる一束の毛と再び格かく闘とうしながら、面白くなさそうに言った。

（ゆ……柚様……、やっぱり私のことが気に入らないんだ…………）

　その瞬間、甘菜は、柚様に嫌きらわれていることを確信した。

　そして同時に、柚様が、今迄思い描えがいていた、王子様のような柚様とは違うことも……。

　けれど、たとえどんなに柚様に嫌われていたとしても、妄もう想そうの中の柚様とは違っても、甘菜には柚様を嫌いになることなんて不可能だ……。

　だって、柚様を好きだと思うこの感情は、柚様を知ってしまったあの日から、柚様からのメッセージが書き込まれるたびに、idoltubeアイドルチユーブで歌い踊る柚様を見るたびに、目を瞑るたびに、どんどんと大きくなる一方で、それはまるで宇う宙ちゆうが広がっていくように、果てがない。それに、まだ柚様のことを何も知らなかったあの頃ころから、もう、甘菜の柚様を思う感情は、好き以外の言葉では表せなかったのだ。

（どうして寝癖直し、持ってこなかったんだろう……。）

　だから甘菜は、まだ馬鹿みたいに、馬鹿みたいなことを後悔していた。

「はぁ……」

「姫様。柚君は、本当に口が悪いから、あんまり気にしないでね」

　風船が膨ふくらみそうなほど大きな溜め息をつく甘菜に、きっと柚様の毒どく舌ぜつにやられて、相当落ち込んでいるのだと思い、来夢様は慰なぐさめるように言った。

「あ、はい……」

　甘菜はただ自じ己こ嫌けん悪おしているだけだったが、とりあえず頷いた。

「今迄ね、誰が姫様になっても、うまくいかなかったみたいだよ」

　すると来夢様は、他のメンバーに聞こえないように、甘菜の耳元にそっと唇を近づけると、内ない緒しよ話をするように、こそりとそう伝えた。

　そう──、今迄、美果がどんなに素晴らしいと思う姫様を選んでも、誰一人として、生徒会メンバーが気に入ることはなかったのだ（月出里様においては、単たん純じゆんにタイプの女の子がいなかっただけだったようだが……）。

　そして最終的には、どの姫様も心が折おれ、次第に生徒会室には来なくなった。

「え……？」

（今まで誰が姫様になってもうまくいかなかった……？）

　甘菜は少しだけ、目を見開く。だってそんなのは、初めて聞いた情報だった。

（ということは前回の姫様も、うまくいかなかったってこと……？　あんなに綺麗な人が……!?　ということは、私もこのままずっと、柚様と仲良くなれないってこと……!?）

　でもそれはどう考えても、あまりいい情報ではない。だって美柑学園において、歴代の姫様は、その全員が才色兼備な生徒だったのだ。それでも気に入られなかったとするなら、籤引きで選ばれた自分なんかが柚様に気に入ってもらうことなど、絶望的に不可能──。

（どうしよう……）

　甘菜の頭の中では、最悪な未来の妄想が広がりはじめる。

「姫様ってさ、柚君のこと好きなんでしょう？」

　そんな、青ざめる甘菜に向かって、来夢様は、続けて言った。

「……えっ!?　ど、どうして、ですか!?」

　甘菜は驚く。だって、自じ慢まんじゃないが、柚様を好きなことは、唐子にしか打ち明けたことはないのだ。それに第一、来夢様とは、受験日を除のぞけば、昨日出会ったばかりである。

「そんなの、誰にでもわかるよ」

　しかし、焦あせる甘菜に向かい、来夢様は平淡な口調で常識を唱となえるように言った。確かに、甘菜が柚様を好きだという感情は、わざわざ知らせなくたって、空気中に飛び回っていた。

（来夢様って、実はエスパーなのかな……？）

　けれど甘菜に、そのような自覚はなかった。

「ねえ、こっち来て」

　それから来夢様は狼狽うろたえる甘菜の手を取り、強ごう引いんに生徒会室の扉の外へ連れ出すと、

「ボク、応おう援えんしてあげようか？」

　少し真面目な表情になって言った。

「へ……？」

「ボクね、姫様なら、柚君のこと、ていうか……この生徒会のことを変えられるって思ってるんだ」

（変えられるって……、何……？）

「……それってどういう意味ですか……？」

　甘菜は言い、答えを求めるように、じっと来夢様を見つめた。

「意味なんてないよ、ただ、そう思うだけ」

　けれど来夢様は、その言葉の細部を教えることなく、ただにこりと微笑んだ。

　甘菜は、小さく首を傾かしげる。

（どういうこと……？）

「まあ、あまり気にしないでいいよ。とりあえず、これから期待してるね、姫様☆」

　戸惑う甘菜に、来夢様はそう言ってウインクをした。それは、神様に才能として与えられたような、完璧なウインクだった。
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　2036/04/14/09:09

　はじめまして、新メンバーの相模来夢です☆

　美柑学園の生徒会は、皆、素敵な先輩ばかりで、毎日とても楽しいです。

　本当にボク、アイドル生徒になってよかったな。

　それに、これからもっともっと、楽しくなる予感がするし……。

　それでは、お披露目ライブで会いましょう。これから三年間、よろしくね☆
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一年　相模来夢
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　──それから一カ月が過ぎた。

　あれからも甘菜は、学校に来る日は、放課後になると必ず生徒会室に通っている。

　それは、姫様になって三日目の朝、月出里様が直じき々じきに教室へやってきて（そのときの、教室の騒さわぎようは、凄まじかった……。）「姫様、初日に言えなかったのですが、姫様としての役割の一つは、毎日生徒会室に来ることです。なので、放課後は毎日、特別な用事がない限り、極力、生徒会室にお越こし下さい」と、きつく言いつけられたからだ。

　けれど正直、生徒会室に行っても、連日「生徒会としては、姫様の情報が必要ですので」という名目で、月出里様に妙な質問責せめにあうことくらいしか、用事はない。

「ゴホッゴホッ……」

　でも今日は、その月出里様さえも、一言も全まつたく話しかけてこない。というのも、月出里様は体調が悪いみたいで、今朝から時とき折おり咳せき込こんでいるのだ。

（月出里様、風か邪ぜひいたのかな……）

　いつもは余りにもしつこいので、少し鬱うつ陶とうしいときもあるけれど、やっぱり心配になる。

「……締しめ切り……」

　でも月出里様は今、毎月、生徒達の学内専用paperペーパー padパツトへ自動配信している電子新聞『柑かん橘きつ系けい通つう信しん』に載のせるためのコラム『生徒会長日和びより』を真しん剣けんに書いているので、安あん易いに話しかけることはできない。月出里様が呟いているように、何せ原げん稿こうは今日が締め切りなのだ。

　だからいつもは寝てばかりの嘉保須様も、ソファに寝転がりながらではあるが、珍しく起きていて、ノートパソコンに向かって、原稿を書いている。それは、柑橘系通信に載せるための小説『王子達の憂ゆう鬱うつ』（アイドルの成長物語である）を書いているのだ。もう第25話まで連載が続いていて、嘉保須様の小説は物凄いクオリティだと生徒達にも評判で、わざわざ他校の生徒も、美柑学園の生徒に頼んで購読しているくらいだった。

（『王子達の憂鬱』、今月はどうなるのかな……。先月は、コンサートの最さい中ちゆうにこけてしまったプライドの高い松まつ坂ざか洵じゆん様が「もうアイドル辞やめる！」って言いだして終わったんだよね。ああ、続きが凄く気になるよっ……）

　だが、それよりも気になるのが、最近、生徒達の間で流れている嘉保須様の噂うわさだ──。

　嘉保須様は、ステージ上では、どのアイドルにも負けないくらいのお色気フェロモン全開な台詞を振りまいているけれど、普段は、アイドルルームにいるときも、生徒達に対してあまり目を合わせなければ、絶対に指一本も触れさせないことから、ステージの上では無理をしているだけで、本当は女の子が苦手なのではないかという噂が流れているのだ。

（そうだとしたら……私を見て泣くのも、女の子が苦手……だからなのかな？　でもあのとき……耳元で可愛いって……言ってくれたのは、王子モードだった所せ為い……？）

　考えながら、甘菜は鏡の向こうを眺める。すると、柚様はいつも通り、paper phoneを片手に、一番映りのいい角度を研究していた。柚様は生徒会で広報を担当しているのもあり、日々『柑橘系通信』や『柑橘系王子からのメッセージ』に自撮りを載せる為に、決め顔の練習を欠かさないのだ。やはり、アイドル生徒会にとって、学内を平和に保つのにも、注目や志願者を集めるのも、何を置いても、恰好良さが一番に重要なのである。

　でもその決め顔があまりにも恰好よくて、甘菜は気がつけばいつも、それは無意識に、じっと柚様のことを見つめてしまっていた。だから必然的に、柚様と、一日に一回は必ず、というかそれ以上に目が合った。けれど柚様はいつも、（じろじろ見てくんな）と言わんばかりの、煩わずらわしそうな顔をして、すぐに、ふいっと顔を逸そらしてしまう。

（うう……）

　そのたびに甘菜は、激しく落ち込んだ。

　それにしても来夢様は、あのとき「協力してあげようか？」と言ってくれたのに、特別これといって何かをしてくれる様子はなく、時々は楽しく喋ってはくれるけれど、殆ほとんどのときは、メイクの研究や、ファッション雑誌ばかり見ている。

（一体あれは、なんだったんだろう……）

〈──ボクね、姫様なら、柚君のこと、ていうか……この生徒会のことを変えられるって思ってるんだ〉

　その意味もまだ、わからないままだ。

　そして檸檬乃介様は、friendになったというのにもかかわらず、あれ以来、なんの反応もない。それどころか、いつもアプリに夢中で、甘菜とは目が合うことすらなかった。

（たぶん、friendって、ゲームの中の話だったんだよね……）

「はぁ……」

　あのとき、舞い上がっていた自分が恥ずかしい。

（なんか、一カ月も経ったのに、月出里様以外とは全然喋れてないや……。だけど考えてみれば、どうしてアイドル生徒会に、姫様って、必要なんだろう……？）

　──雑ざつ用よう係に……とか？（でもそれなら、姫様、なんて言い方じゃなくてもいいよね）

　──生徒会を華はなやかにするため？（それも、アイドル生徒だけで充じゆう分ぶん、華やかだし……）

　考えてみても、生徒会にどうして姫様が必要かなんて、全然わからない。

（だって私、全然、必要となんてされてないんだもの……）

　甘菜は、小さな溜め息をつき、生徒会室を見渡す。鏡越しに視界に映る柚様を見つめながら、甘菜は、祈いのるように、もう少しだけ、柚様に、近づきたいと思った。
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（どど、どうしよう……っ）

　すると、その祈りが届いたかのように、翌日の放課後、甘菜は柚様と二人きりになった。

　今日は、明日配信の『柑橘系通信』の校正をしなければならないというのに、柚様以外のメンバーは揃って、「体調が悪い……」と咳込みながら帰ってしまったのだ。

（月出里様は今日は休みだし、柚様以外の皆は朝から体調悪そうだったし、やっぱり月出里様の風邪、うつったのかな……）

　というか、原因はそれしか考えられなかった。なので生徒会室はいつも以上に、というか、息をするのも憚はばかられるほどシーンと静まり返っている。

（でも、柚様と二人きりなんて……、夢みたい……っ）

　甘菜は、はじめての二人きりという状況に少し緊張しながら、ちらりと柚様のほうを見遣やる。すると、ぱっと、視線が重なった。瞬時に、何か、話しかけたい──そう思うが、柚様からは、肉にく眼がんで確かく認にんできるくらいの、凄まじい話しかけるなオーラが漂ただよっている。

（うう……。……折角、二人きりなのにな……）




　───「ゆ、柚様！」

　だけど一時間後、目の前に柚様がいるというのに話しかけられない辛つらさに耐たえられず、甘菜はしびれを切らしたように席をガタッと立ち上がると、半ば叫ぶように言った。

「なっ、なんだよっ、びっくりするからいきなり大声出すな」

　柚様は、あまりの唐突さに、ちょっとびびりながら言った。

「す、すみません……」

　自分でも思った以上に大声になってしまい、恥ずかしさで甘菜は少し顔を赤らめる。

「で、なんだよ」

「あ……、えっと…………」

（そういえば………何も………、考えていなかった）

「………何もねぇなら話しかけんな」

　何も言葉を発さない甘菜に、柚様は不機嫌になって言った。

「……、な、何もなくはないのですっ」

　甘菜は首を振り、目を泳がせながら言った。けれど、そのあとに続く言葉が何も浮かばない。

「………………」

　明らかに、今、何を言おうか考えている甘菜を、柚様は、苛いらついた様子で見つめる。

（どうしよう……、柚様、超苛ついてる……。でも、何も思いつかない……。柚様がなぜそんなに恰好いいのかということくらいしか思いつかない……。でも、このまま黙ってるわけにもいかないし……っ）

「えっと……あの……、ゆ、柚様って、なんでそんなに恰好いいんですかっ……！」

　その結果、甘菜はもう、どうにでもなれという気持ちで、訊いた。

「………………」

　すると柚様は、一瞬目を見開き、真顔になったあと、ゆっくりと顎あごに手を当てると、一層怖いような表情になり、黙り込んだ。

（うわああ、どうしよう……。柚様すごい怒ってるっ……）

　その柚様の険けわしい表情に、甘菜は怯おびえながら、机に俯うつぶせて頭を抱かかえた。

　しかし、柚はそのとき、真剣に考えていた。そう……。今まで、「恰好いいですね！」とは、何万回も言われてきたが、「なんでそんなに恰好いいんですか？」なんて、己おのれの恰好よさを問われたことなどなかったのだ。

「……………」

（そういえば、考えてみたこともなかった……。確かに、なんで俺ってこんなに恰好いいんだろう……）

　柚様は、鞄からすっとpaper phoneを持ち出し、鏡かがみアプリを起動すると、自分の顔をじっと見つめた。

（あれ……？）

　恐る恐る顔を上げた甘菜の視界には、柚様が物凄く深刻な表情でpaper phoneを眺めている姿が映った。

（はっ。……柚様……、もしかして考えてくれてるのかな……!?）

　甘菜は素直に感動した。だって柚様は、あんな不ぶ躾しつけな質問に、怒っていないどころか、真剣に考えてくれているのだ。甘菜は嬉しくなりながら、じっと鏡アプリを食い入るように見つめる柚様を、食い入るように見つめた。

「……………」

　けれどそれから、柚様が考えている間、生徒会室には破やぶることのできない沈ちん黙もくが訪おとずれた。




　──そして一時間後……、考えに考え抜いた末、柚様は、真面目な表情で口を開いた。

「たぶん………生まれつき」

「…………ですよね」

　甘菜は頷く。最初から質問なんてしなくても、それしかなかった。
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（あーあ。昨日は、柚様と折せつ角かく二人きりになれたのに、なんかうまく喋れなかったな……。でも柚様って、あんな質問にもちゃんと答えてくれて、やっぱりすごく真面目なんだな……。昨日はちょっとびっくりしたけど、そんなところも超恰好いいっ……。でも本当はもっと、喋りたかったけど……）

「はぁ……」

　その翌日の放課後、甘菜は、まだ風邪気味の為眠り続けている嘉保須様と、いつものようにゲームアプリに熱中している檸檬乃介様を見つめながら、小さく溜め息をつく。

　それにしても今日は、来夢様もまだ来ていなければ、月出里様も昨日に引き続き、風邪の為、学校を休んでいる。そして今日は柚様も、珍しく学校に来ていない。

　だから甘菜は、誰と話すこともなく、いつもの柚様観察もできず、カメラロールに保存してある無数の柚様の写真を見つめながらぼうっとしていた。

（柚様……学校には体調不良って連れん絡らくがあったみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶかな……。やっぱり、月出里様の風邪が時間差で……？　でも……だとしたら、なんで私、元気なんだろう……）

「パズスタ、どこまで進んだの？」

　ぼうっとしながら考えていると、突とつ如じよ、つむじの上のほうから檸檬乃介様の声が降ってきた。

「へっ。あっ、えっとっ……、まだ全然……クリアできてなくて」

　いきなり話しかけられ、甘菜は、少し驚きながらも慌てて返事をした。けれど、friendになったことなど、すっかり忘れられていると思っていたのでなんだか嬉しい。

「そう。じゃあ、見せてみて」

　檸檬乃介様は、掌を差しだして言った。

　甘菜を、friend招待をしてから一カ月──。

　水面下で、檸檬乃介様の甘菜に対する気持ちは、毎日少しずつ変化してきていた。というのも、甘菜から毎日、friend同士で送りあえるpresentプレゼントが送られてきたのだ……。

　甘菜側からすると、別にそれは、気に入られようとか、そういう魂こん胆たんではなかったが、折角friendになったのだからと思い、presentは一日に三回まで送ることができたので、登校中の電車内とお昼休み、それから眠る前には欠かさず送信するのが習しゆう慣かんになっていたのだ。

　そして、kannahimeからpresentが送られてくるたびに、檸檬乃介様は嫌でも甘菜の存在を思いだした。そうしているうちに、檸檬乃介様の心は、だんだんと甘菜に近づいていったのだ。だけどそんなのは、present攻撃に惑まどわされているようで悔くやしかったので、甘菜とパズモンの話をしたい思いはあったが、一カ月は話しかけるのを躊躇していたのだった。

「は、はいっ」

　けれど、そんな檸檬乃介様の心のうちを知らない甘菜は、ただ話しかけられたことが嬉しくて、弾はずんだように頷くと、柚様ばかりが映っているカメラロールを隠すようにして終了し、パズスタのアプリを起動させてから、檸檬乃介様にpaper phoneを渡した。

「……え……、ちょっとこれ…………」

　しかし、paper phoneを受け取った檸檬乃介様は、アシンメトリーな長い前髪の裏で、驚きよう愕がくしたように目を見開いた。だって、甘菜のモンスターboxを開くと、そこには、ミラクルレアのモンスターばかりが並んでいたのだ。

「あ、あり得ないんだけど………。何これ……、マジックストーン買ったの？」

　その、信じられない光景に、檸檬乃介様は息を吞み、訊いた。ちなみにマジックストーンとはガチャを引くために必要なアイテムである。

「マジックストーンって買えるんですか……？」

　甘菜は首を傾げた。マジックストーンが買えることなど、知らなかったのだ。

「噓うそ……でしょ。……課金なしで……っていうか課金しても、こんなのあり得ないよ……」

　その返答に、檸檬乃介様はちょっと青ざめるように驚愕したような顔をして、「あり得ない」という言葉を連れん呼こする。

「……はい……、やっぱり、ゲームの才能とかないですよね……」

　でも甘菜は、肝かん心じんのパズルゲームが下手すぎて、そのモンスターの威い力りよくを全く発はつ揮きできていなかった。なので、自分がガチャで引き当てたモンスターが強いなんて、微塵も思っていなかったのだ。というか、それどころか、以前、檸檬乃介様が、レアが悪いというような発言をしていたので、レアがつくものは、このゲームにおいては、全て悪いのだと思っていたくらいだった。

「……君……」

　檸檬乃介様は、その甘菜の勘違いぶりに、呆あきれたような声をだす。

「はい……」

　甘菜は、きっとあまりのお粗そ末まつな結果に呆れられ、お説教されるのだと思い身を竦すくめた。

「僕のガチャ、引いてみて。マジックストーン、五回分あるから、全部」

　しかし、予想に反し、檸檬乃介様は、自分のpaper phoneを甘菜に手渡した。

「え、でも……」

「いいから早く」

「あ、はい……」

（なんだろう……。私が引いても、いいモンスターなんて当たらないのに……。何かの練習なのかな……？）

　まだ勘違いしている甘菜は、不思議に思いながらも、ガチャを引いた。勿もち論ろん結果は、当たり前のように、五回分全て、ミラクルレアだ。

「……すみません、やっぱりミラクルレアしかでませんでした……。レアがつくのって悪いんですよね……？」

　ミラクルレアが悪いものだと思い込んでいる甘菜は、申し訳ない気持ちで、檸檬乃介様にpaper phoneを返した。

（すごい……。今度から全部この子に引いて貰おう……）

　その奇き跡せき的てきな現象に、檸檬乃介様は、密ひそかに目を輝かせる。

「あのさ……、君って……、相当馬鹿だよね。なんで美柑学園入れたの？」

　しかし、その理解力の無さには呆れてしまう。檸檬乃介様は、内心物凄く喜びながらも、それを隠すように、鋭い口調で言った。

「……え」

　ぎくりとする。受験の日を勘違いしていて準備不足のまま挑み、わからない問題は、鉛筆を転がしました──なんて、そんな馬鹿なこと、言えるわけがない。

「それはね、鉛筆を転がして入ったんだよ☆」

　しかし、またもやタイミングよく生徒会室に現れた来夢様が、清すが々すがしい口調で、甘菜の代わりに答えた。今日の来夢様は、いつものファッションとは異ことなり、森もりガールを思わせる、コットン素材の白いシャツに、柔らかそうなガーゼ生き地じのロングスカートという組み合わせだ。まるで森の妖よう精せいみたいだと甘菜は思った。

「鉛筆……？」

　檸檬乃介様は、首を傾げる。

（もしかして、見られてた……!?）

　というか、受験の際に隣の席だったのだから、見られているに決まっている。どうして今迄、気づかなかったのだろう──。甘菜は焦るが、しかしもう遅い。

「うん、わからない問題になると鉛筆転がして答え決めていたんだよ、この子」

　来夢様は、悪気なく、思いだし笑いをするように、クスクスと笑いながら言った。

（なるほど……。）

　と、檸檬乃介は思う。鉛筆を転がしてこの倍率百倍の美柑学園に合格した甘菜。姫様に籤引きで選ばれる甘菜。ミラクルレアしか当たらない甘菜。全ての点が線で繫がる。つまり甘菜は、天性のラッキーガールなのだ。

（うん……他のゲームのガチャもぜんぶ、この子に引いてもらおう……。）

　檸檬乃介様は心に決めた。

「ねえ、ここに座って。これも引いてみて」

　そして早速、甘菜を、もう自分専用になっている芥から子し色の革のソファに誘導すると、再びpaper phoneを託たくした。

「えっ、でも」

　戸惑う甘菜に向かい、檸檬乃介様は、何かを訴うつたえるように、ジーっと視線を送る。

　その視線に、甘菜は思わず頰を赤らめると、何かに負けたように、檸檬乃介様のpaper phoneを受け取り、檸檬乃介様が、現在はまっているアプリの全てのガチャを引いた。勿論、どのアプリでも、パズスタでいうミラクルレアが当たる。

　そのたびに、檸檬乃介様は超ご機嫌になり、

（この子……、凄くいい……。）

　そう思った。
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　次の日の放課後は、三日ぶりに生徒会メンバー全員が揃った。

「ゆ、柚様、もう、学校に来ても大丈夫なんですか？」

　甘菜は、二日間休んでいた月出里様を差し置いて、一目散に柚様に駆け寄り、声をかけた。月出里様は、そんな無む慈じ悲ひな甘菜に、何かを言いたげに手を伸ばす。風邪の名残で、声がでないのだった。

「あ、ああ」

　柚様は、まだ血色の悪いような顔で、ぶっきら棒ぼうに答えた。

「柚様も、風邪引いていたのですか……？」

「え、いや……、うん」

　その様子に、心配になりながら訊くと、柚様は罰ばつが悪そうに、目線を逸らして呟く。

　というのも、本当はあれからもずっと、甘菜にされた質問「なぜ自分がこんなにも恰好いいのか」を考えていたら、眠れなくなってしまい、頭ず痛つうもしてきて学校を休んだのだった。けれどやはり答えは、「生まれつき」以外には、何一つとして浮かばなかった。

　しかし、そんなことでとは、言えない。

「……やっぱりそうだったんですね……。でも一日で治ってよかったです……」

　甘菜は、心の底から言った。だって、柚様が学校に来ないだけで、なんだか淋さびしくて、世界からは色が減へってしまったみたいだったのだ。

「……あのさ、一つだけ訊いていい？」

　けれど、それから少し間があったあと、柚様はまだ体調が悪いような声色で、甘菜をちらりと見つめると、少し潤んだような瞳をして、ぽつりと言った。

「……は、はいっ」

（な、なんだろう……っ）

　その、いつになく切なげな表情の柚様に、甘菜は、胸をときめかせながら大きく頷いた。

「お前さは……、俺のどこが恰好いいと思う？」

　でも柚様は、心のどこかでときめきイベントを期待している甘菜に向かって、儚はかなげにそう訊いた。

「へ……っ」

　思ってもみなかったその質問に、甘菜の時は止まる。

　──もしかして……、あれからずっと、考えていたのだろうか……？

　そんな考えが、心の中に浮かぶ。

（いや……、いくら柚様でもそんなに暇じゃないよね……っ）

　けれど柚様の表情は、心配になるくらいに真剣だった。

　そう──、柚様は「生まれつき」なんて答えでは、釈しやく然ぜんとしなかったのだ。けれど、もう一人で考えるのには限界があった。だから、なにか具体的な答えが欲しかったのだ。

　だけど、どこがなんて訊かれても、そんなの、答えきれない……。だってそんなの、真剣に答え始めれば二日はかかる。でも、柚様は明らかに、真剣に訊ねてきている。

（私も、真剣に答えなくては……！）

「それは……す、全てです！」

　暫しばらくの沈黙のあと、甘菜は、柚様の目をじっと見つめ、凜り々りしい顔で言い切った。それは、言葉の通り、全ての答えを集約した結果だった。

「……………」

　でもそれは、漠ばく然ぜんとした葛かつ藤とうに包まれている柚様にとって、最低の答えだった。

　柚様は明らかに不機嫌になり黙り込むと、

「………くそつまんねえ答えだな」

　甘菜を睨み、言い放った。

（……！　私、間違えたっ……！）

　そして、全くどういうことかわからないけれど、返事の選せん択たく肢しを間違えたことだけは確かだった。ショックのあまり、甘菜は、その場に座り込む。
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（ていうか……、まずなにその質問……）

　先ほど、今日も甘菜にガチャを引いてもらおうと、無表情ながらも浮き浮きと生徒会室に入ってきていた檸檬乃介様は、その奇跡的に需じゆ要ようと供きよう給きゆうが混まじり合っているだけの、気持ち悪い会話を耳にして、話しかけることを少し躊躇ためらう。

「ねえ、落ち込んでるとこ悪いけど、これ引いて」

　しかし、いいモンスターがほしい欲よく望ぼうには勝てない。檸檬乃介は、へたりこんでいる甘菜の肩をぽんぽんと叩くと、paper phoneを突きつけた。

「あ……、檸檬乃介様」

　ゆっくりと振り向いた瞬間、顔の傍に突きつけられていたpaper phoneが頰に刺ささる。

「ほら、はやく」

　その状態で、檸檬乃介様は容よう赦しやなく言った。

「あ……はい」

（どうして私に引かせるんだろう……）

　疑問に思いながらも、甘菜は素直に、ガチャを引く。画面の中に飛びだしてくるのは、やっぱりミラクルレアだ。

「ねえ、さっきなんか変な質問されてたけど、柚となんかあったの？」

　引き当ててもらったばかりのミラクルレアのモンスターをチェックしながら、檸檬乃介様は訊く。幾いくら柚様が無自覚なナルシストといえど、唐突に、あんな質問をぶつけたりはしないだろう。

「あ……たぶん……、一昨日おととい、なんでそんな恰好いいのか訊いたら、柚様、すごく考えこんじゃって……それが原因だと思います……」

　甘菜は思いつめたような表情で、一昨日の出来事を回想しながら言った。

（……うん………、どっちもどっちだ。）

　さっきの気持ち悪い会話の発ほつ端たんが判明し、檸檬乃介は心の中で毒づきながらも、「そう……」とだけ小さく呟き、ゲームを再開しつつ、いつもの定位置へと戻っていった。

（──んっ……？）

　そして、それからすぐ、甘菜は、背後に、なにやらどす黒い気配を感じた。ぱっと振り返ると、そこには月出里様が立っていた。

「あっ、す、月出里様……。……あ……え、っと……風邪は大丈夫ですか？」

　甘菜は、あまりの距離の近さに戸惑いながらも、一応、笑顔を作り、訊いた。

　すると月出里様は、その甘菜の言葉に、ぱあっと花が舞うように頷くと、ジェスチャーで「大丈夫です」と示すように、得意げに眼鏡をクイッと持ち上げた。

（なんだろう……いつもと同じ動作なのに……喋らないと……結構恰好いい……）

　声のでない月出里様を真顔で見つめながら、甘菜は発見した。
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　それからまた一カ月が経った。

（はぁ……、柚様恰好いいなあ……。てゆうか、皆、恰好良すぎるよ……っ。）

　甘菜は姫様専用の椅子に座って、うっとりと、歌い踊る王子達を見つめていた。

　今年も、七夕の日には、例年通り、三年生の女子中学生限定で、来年度の入学志願者を増やすための、新メンバーお披ひ露ろ目めライブが行われる。だから近頃メンバーは、ライブの練習に、日々励んでいるのだ。

　なので今、とにかく生徒会室は、どこにいても、甘菜にとって神かみ席せきすぎた。だって、柚様が、目の前で何度も何度も、大好きな柑橘系王子の楽曲を歌って踊ってくれるのだ。甘菜は繰り返される練習を、何時間でも見つめていられた。

（それにしても来夢様、頑張ってるな……。はじめての、ライブだもんね。）

　特に、人一倍はりきっている来夢様を見つめていると、胸を打たれる。入学式でも、講堂で一曲『僕姫』を歌ったけれど、やっぱりちゃんとしたライブとは違う。お披露目ライブは、学内の立派なステージで歌うのだし、それになんといっても来夢様が主役──、気合の入り方が違うのだ。

（練習するときも、一人だけ、ピンクのひらっひらの衣装だしね……！）

　そしてその目立ちようは、他のメンバーがバックダンサーに見えるレベルだった。
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「ねえ、今年の姫様、馬鹿だけど可愛いよね。この前の姫様なんて、柚の所せ為いで、一カ月もしないうちに来なくなったのに、めげずに毎日来てるし」

　休きゆう憩けい中、甘菜には聞こえないように、ミネラルウォーターを飲みながら檸檬乃介様は、柚様に話しかける。friendになってから二カ月、檸檬乃介様は、毎日律りち儀ぎに送られてくるpresentと、沢山のミラクルレアなモンスターを引き当ててもらい、もうすっかり甘菜のことがお気に入りになっていた。

「可愛いかは兎とも角かく、馬鹿なのは同意するけど、前の姫様が来なくなったのは、俺の所為じゃねえよ」

　柚様は、練習で乱れた髪の毛を直しながら意見する。

「いや、絶対に柚の所為だと思うけど……」

　檸檬乃介様は、去年の今頃を思いだしながら言った。

　そう──前回の姫様も、甘菜同様、柚様に好意を持っているのは、どのメンバーから見ても明らかだった。けれど、どれほど姫様が懸けん命めいに柚様に話しかけても、柚様はいつも、気のない返事をすればいいほうで、その殆ほとんどの言葉を故意に無視していた。でもそれは、姫様のことが嫌いとか、気に入らないとか、本当は、そういうことではなかった。ただ、日中アイドルルームにいるときも、（アイドルルームは廊下から見えるよう設計されているので）常つねに生徒の目があるのに、放課後になって、漸ようやく気を抜いて自由になれると思っていた生徒会室にまでも、姫様という存在がいることに、耐えられなかったのだ。

　だってそんなのは、まるでずっと、監かん視しされているみたいじゃないか。

　でも、姫様になる生徒には、「アイドル生徒の秘密は絶対に守らなければならない」という決まりが科せられる。即すなわちそれは、そういうアイドル生徒の気持ちも考えて、姫様の前では、自由に、プライベートモードになれるように配慮されて作られたものだ。だから放課後、この生徒会室で、メンバーが、姫様に対してどんな態度をとろうが、それはアイドル生徒の自由なのである。

「俺は、姫様制度なんて、最初から興味ないんだよ」

　柚様はきっぱり言った。二年生になり、いつも誰かの目があることには、去年よりは慣れてきた。けれど未いまだ、姫様制度の必要性なんて、微塵も感じられない。なぜ櫻さくら川がわ首しゆ相しようが、そんな制度を設けたのかすら謎なぞだ。だって生徒会に姫様なんていなくても、アイドル活動には、なんら支し障しようがないのだ。

「ふうん……。でもあの子も、柚のことが好きみたいだけど」

　目を細め、甘菜のことを見つめながら、檸檬乃介は呟く。

「……俺のことが好きとか、ただ幻想に恋してるだけだろ」

「幻想？」

「そ……。みんな、アイドルのときの俺が好きなだけだよ」

　柚様は、溜め息まじりに言った。

「どういうこと？」

「本当の俺のことは、何も知らないってこと」

「それって……ナルシストで口が悪いとこ？」

　珍しく真面目に答える柚様に、檸檬乃介様は、少し首を傾げながら、真顔で訊いた。

「いや、そういうことじゃねえけど……ってお前、俺のことそんなふうに思ってたのかよ？」

　思わず、柚様は口元を歪ゆがめる。

「うん」

　檸檬乃介様は再び、悪気なく、真顔で頷いた。

「まあ別にお前に何と思われようと別にいいけど……って、また髪、跳はねてるし……。だから梅つ雨ゆって嫌いなんだよなぁ……」

　柚様は、鏡のなかの自分に話しかけるように、溜め息をつく。

　──そのとき、だった。甘菜は、はっとして、鞄の中から、なにやらごそごそとあるものを取りだすと、ダッシュで柚様のもとに向かい、

「あ、あの柚様！」

　少し興こう奮ふん気味に声をかけた。

「何だよ」

　柚様は目を細め、睨むように甘菜を見る。練習で疲れている上に、髪が跳ねている所為で、最高に機嫌が悪いのだ。

「こ、これ、寝癖直しです！　使って下さい！」

　しかし、そんなことに動じることなく、甘菜は、すごい勢いで、フルボトルの寝癖直しウォーターを、柚様に差し出した。

「……え……、あ……、ありがと……」

　柚様は、その、たかが寝癖直しを差し出されたとは思えぬような気迫に押されるように言った。

　檸檬乃介様は少し驚く。反射的に言ってしまっただけなのはわかるが、それでも柚様が、ステージの上以外で、女の子にありがとうなんて言ったのを、はじめて見たからだ。

「ねえねえ、もしかしてそれって、あれからずっと持ってきていたのっ？」

　すぐ傍で、その様子を見ていた来夢様が訊く。

「あ、はい……っ」

　甘菜は、達成感溢あふれる顔で頷いた。あの後悔から二カ月──、ようやく柚様の役に立てたのだという喜びでいっぱいだった。

「にゃんと！　姫様って健けな気げだね！」

　来夢様は、寝癖直しがずっと甘菜の鞄の中に入っていたことを想像し、つい、笑ってしまう。

「ほら、可愛いじゃん」

　笑顔になる甘菜を見つめながら、檸檬乃介様は、なんだか悔くやしそうに言い放つ。

「可愛い……、っていうか、ただの馬鹿だろ……」

　柚様は、受け取った寝癖直しを見つめながら、小さな声で呟いた。

「…………うっ」

　そして嘉保須様は、その様子を遠目に眺めていたが、またいきなり情緒不安定になったのか、雪な崩だれ込むようにソファに俯せになり、泣きはじめた。

　そう──嘉保須様は確かに、その原因は誰も知らないが、噂の通り、女性恐怖症である──。けれど甘菜を見て泣くのは、女の子が怖いからではない……。寧ろ、甘菜だけは怖くないのだ。なぜなら甘菜は、三年前にこの世を去ってしまった嘉保須様の愛犬、アンナ（ポメラニアン）に激げき似にだった。

　だから甘菜の柚様に対する献けん身しんぶりを目にすると、どうしても自分とアンナに姿を重ねてしまい、自然と涙が溢れ出てしまうのだった……。そして、その嘉保須様の様子に、メンバーが誰も突っ込まないのは、甘菜が来る前からも、嘉保須様は、いつもちょっとしたことでアンナのことを思いだして、よく泣いていたからである。

（嘉保須さんって、情緒不安定なのかな……）

　でもそのことをメンバーの中で唯一知らない来夢様は、毎日、甘菜と同じことを考えているが、嘉保須様は三年生なので、容易たやすく突っ込めないままだった。
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　それから二週間が経ち、いよいよ、七夕の日がやって来た。

　今日は、来夢様のお披露目ライブの為、通常の授業は昼までで終わり、夕方からは、女子中学生を招まねいて、学内の特とく設せつミニホールにてライブが行われる。掲けい示じ板ばんによると、チケットは今年も瞬殺だったようで、死にもの狂ぐるいでチケットを手に入れた女の子が、「彼氏ができるよりも嬉しいｗ」「楽しみすぎて死ぬ」などの書き込みをしていた。




「……皆、来て！」

　けれどそれは、本番の二時間前のことだった──。

　ステージで、来夢様と共に、マイクやアンプなど機材の設せつ営えいをしていた檸檬乃介様が、青ざめて生徒会室に戻ってくると、珍しく大声を上げた。

「どうした!?」

　その檸檬乃介様の様子からして、これは只ただ事ことではないと、手伝いに来ていた甘菜と、リハーサルの準備をしていたメンバーは一いつ斉せいに立ち上がった。

「い、一緒に……アンプ運んでいる途中で、ら、来夢君が、ステージから落ちて……っ」

　檸檬乃介様は、軽く声を震わせながら言った。

「何ですと……!?」

　その報告に、月出里様は血相を変え、猛もうダッシュで生徒会室から駆けていく。それに続いて、全員が急いでホールへ駆けつけると、そこには苦痛の表情で足首を抱えた来夢様の姿があった。

「ご、ごめんなさい……、ちょっと足首やっちゃったみたい……っ」

　来夢様は、痛みを堪こらえながらも笑顔を浮かべてメンバーにそう告げた。

「そんなのいいからはやく処しよ置ち室しつに！」

　素早く駆け寄り、柚様が指示をする。

「私が運びます！」

　その指示に、月出里様は迷うことなく挙手すると、来夢様をひょいとお姫様抱っこで持ち上げ、再び猛ダッシュで、処置室へと向かった。

　衣装を着替えている途中だった為、上半身が裸はだかのままの嘉保須様も、その後ろ姿を心配そうに見守る。

「来夢……あの足じゃ、ライブにでるのは無理そうだな……」

　ぽつりと柚様が言う。柚様も衣装を着替えている途中だった為、前が盛大に肌はだ蹴けている。

「どうしよう……僕の所為だ……。僕がちゃんと、来夢君の後ろ、確認してなかったから……」

　続けて、檸檬乃介様が言った。まだ声が少し、震えている。

「檸檬乃介の所為じゃないよ……こういうのは、誰の所為でもない」

　見かねて、柚様は言いながら檸檬乃介様の頭を慰めるようにぽんぽんと撫でた。

　けれど──今日のライブは、中学生に向けた来夢様のお披露目ライブ。

　来夢様以外のメンバーを目当てに見に来ている生徒はいるだろうが、主役の来夢様が出られないのでは、お披露目ライブとは呼べない……。

（来夢様……。）

　甘菜の目蓋まぶたには、今日の為に一生懸命練習していた来夢様の姿が、浮かんだ。
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　二十分後、月出里様から、来夢様の手当が終わったと報告を受け、生徒会室で待機していたメンバーと甘菜は、駆け足で処置室に向かった。

「心配かけてごめんね、軽い捻ねん挫ざみたい。ちょっと痛いけど、もう全然、大丈夫だから」

　笑顔で言いながら、来夢様は、捻挫した部分を上下に動かしてみせた。けれど、来夢様の右足首は、痛々しいほどに、包帯でぐるぐる巻きになっている。軽い──というのはたぶん噓だろう。

「うん……、でももう、来夢は無理すんな……。今日のお披露目ライブは、俺たちだけでやることになったから」

　そんな、明らかに無理をしている来夢様に向かって、柚様は優しい口調で言った。それは、悔しいけれど、来夢様の処置を待っている間に、皆で決めたことだった。

「え……！　そんなの、嫌です！　ボク、出られます！」

　けれど来夢様は、一瞬で色が変わるように悲しげな表情になると、首を大きく横に振った。

「嫌っていっても……、その足で出るのは無理ですよ。暫しばらくは安静にして下さい」

　反発する来夢様に対し、月出里様は、珍しく冷静に言い放つ。

「そうですよ……、今日は無理しないほうがいいと思います……」

　甘菜は、月出里様を少し見直しながら、その意見に同意した。

「で、でも……、今日、ボクに会うのを楽しみにしてくれている子が、沢山いるんですっ。それに新メンバーのお披露目ができなかったら……、他の学校と差がついちゃう……」

　来夢様は言った。確かに、新メンバーお披露目ライブによって、進路を決める生徒も大おお勢ぜいいるため、来夢様が出演できないのは、美柑学園にとってかなりの痛いた手でだ。

「だけど、しょうがないだろ……」

　険しい表情で、柚様は言った。だって、どう考えても、そんな包帯をぐるぐる巻きにした足で、五曲も踊ることなどできない。それに、万が一、ステージの上で患かん部ぶが痛みだして曲が中断にでもなれば、女の子たちを心配させるだけだ。

「…………嫌、です」

　しかし来夢様は、断固として、肯うなずかない。

　──「来夢様のために、寝ないでチケットとりました！」「いまから大好きな来夢様に会えるなんて思うだけで心臓が破は裂れつしそうです……」「来夢様、絶対、手を振ってくださいねっ！」──チケットを発売してから一カ月、毎日のように、『柑橘系王子からのメッセージ』に寄よせられる女の子達のコメントが、心を過よぎるのだ。

「だって……チケットをとってくれた子達……、ボクがステージにいなかったら……きっと、悲しみます……っ」

　言いながら、来夢様は、シーツの上に、涙をぽろぽろと落とす。

「来夢、泣くなよ……」

　少し困ったような顔で言うと、柚様はベッドのほうへ行き、来夢様の背中を摩さすった。

「……っ……だってっ、ボクに会えること、楽しみに待ってくれているのに………っ」

「……そうだけど……、歌うことはできても……、この足じゃ踊れないだろ……」

　柚様は、背中を摩りながら優しく言う。けれど来夢様の涙は、留とどまる気配がない。暫しばらく、処置室にはどうしようもない沈黙が流れ、来夢様の苦しそうな嗚お咽えつだけが響いた。

　悲しみが移るように、甘菜の目にも、涙が溜まっていく。

　だって、今日を楽しみにしている子達のために、あんなに一生懸命、練習していたのだ。でもあの足では、ステージに立つことはできない。だけどせめて、来夢様に歌ってほしい──。そう……、ステージの裏から、声を出すことは、可能だろう……。

「…………私、出ます。……来夢様の代わりに、踊ります」

　だから甘菜は、言った。

「…………………」

「…………………」

「…………………」

「……………は!?」

　その衝撃的な発言に、メンバーは暫しばし固まったあと、一斉に声を荒あららげた。いつもは無口な嘉保須様も、さすがにそれはどうかという顔で声を上げていた。

「おい……こんなときに何冗談言ってんだよ」

　柚様は少し呆れながら、顔を歪めて言う。

「冗談じゃありません……、本気です。来夢様に変装して、ステージに立ちます」

　しかし甘菜は、真剣に言った。

「本気って……、そんなの、できるわけないだろ」

「そうですよ、幾ら完璧な姫様といえども、来夢君の影かげ武む者しやなんて、それは無理ですよ」

　二人は冷静に言った。メンバーは普段、自分勝手に過ごしているが、やはり生徒会の活動に対しては、みんなとても真面目だ。

「無理じゃないです……。だって私、ずっと練習見ていたから……。それに、柑橘系王子の曲なら、なんでも、踊れます」

　甘菜は言った。確かに甘菜は、柑橘系王子の曲なら、勿もち論ろん歌詞は全部覚えているし、ダンスも一通り、踊ることができた。それは一年前、柚様を知った日から、少しでも柚様に近づきたい一心で、毎日idol tubeを見ながら、練習していたからだ。それに来夢様は、それほど身長が高くないから、遠目からなら、誤ご魔ま化かすことは可能だろう。

「いや……、でも無理だろ……そんなの」

　けれど、来夢様に変へん装そうして柑橘系王子と同じステージに立つなんて、そんなの無む謀ぼうすぎる。柚様は、甘菜の気迫に押されながらも小さく呟くように言った。そう思うのが当然だ。

「…………本当？」

　けれど当の来夢様は、潤んだ目をきらきらと輝かせて、まるで救きゆう世せい主しゆに祈るときのように、甘菜を見つめ、訊いた。

「はい」

　甘菜は力強く肯いた。

「っ…………ありがとうっ……」

　いつになく頼もしく、凜々しい表情の甘菜に、来夢様は、ようやく安あん堵どの表情になり、涙を零しながら言った。

「っておい……、何勝手に決めてんだよっ」

　少し慌てながら柚様は言った。だってそんな重要なこと、勝手に決められてはたまらない。それにまだ、甘菜が踊れるという保証もないのだ。最悪、ライブが失敗に終わってしまう可能性だって、否定できない。

「柚君、みんな……、お願い……。我わが儘ままだって、無謀だって、わかってる……。でもボク……、一生懸命チケットをとってくれた子達を悲しませたくないんだ……。だからお願い……、絶対にばれないようにメイクするからっ……だから、お願い」

　来夢様は、一人一人のメンバーの顔を順に見つめながら、懇こん願がんするように訴える。大事なライブに、来夢様の代わりに甘菜が踊るなんて、通常なら、あり得ない、の一言で終わってしまう提案だ。でも、そんなふうに涙ながらに頼まれて、誰が反対などできるだろう……。もうメンバーは、覚かく悟ごを決めるしかなかった。

「…………お前、本当にできるのかよ……？」

　少しの沈黙のあと、柚様は甘菜の目をちらりと見遣り、訊いた。

「……大丈夫です。私、柚様のこと……柑橘系王子のこと、ずっと見てきたからできます」

　言い切るように甘菜は答えた。けれど本当は、大丈夫なんて、微塵も思っていなかった。でもあれ以上、悲しんでいる来夢様を見ていることなんて、甘菜には耐えられなかった。

　それに、ダンスのセンスに関しては、少しくらい、自信がある。歌は来夢様がステージの裏から歌うのだから、口パクだけすればいい。

「よし……。確かに来夢君がいないとお披露目ライブとしては成立しない……。今回は、姫様を信じて、やってみましょう」

　月出里様はごくりと息を吞み、最終決断を下すように言った。

（どうしよう…………。なんか、すごいことになった）

　少なからず自分の不注意のせいで、甘菜を巻き込んでしまったことに、胸が痛む。檸檬乃介様は、不安げに唇をかみしめる甘菜を見つめた。

　そして、全てのやり取りの最中、嘉保須様の目からはずっと、ぽたぽたと、まるで小さな水すい晶しよう玉だまのような涙が垂れ落ちていた。
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　甘菜の化け粧しよう気のない顔に、来夢様が慣れた手つきで、色を乗せていく。

　これはきっと、来夢様の色だ。

「……甘菜、本当に、ありがとう」

　泣いたせいで、少し赤くなった目で、来夢様は言った。

「えっ？」

　甘菜は驚いた。だって、メンバーに呼び捨てにされたのなんて、はじめてだったのだ。

「あ、ごめん。つい呼び捨てにしちゃった……。でもなんか、ボクの中で、甘菜って、姫様って感じじゃなくて、甘菜って感じでさ……。そう呼んじゃ、ダメかな？」

「だ、駄目じゃないですっ。寧ろ、そう呼んでください……っ。私なんか、姫様って呼ばれるの、申し訳ないような感じがしてて……、私まだ、何も生徒会の役に立ててないから……」

「そんなことないよ。それに甘菜にはね、奇跡を起こす力があるんだよ。だから甘菜なら絶対、このアイドル生徒会をもっといいものにできるって、ボク思ってるよ。あ、それとボク達は同い年なんだから、敬けい語ごなんて使わずに、ボクのことも好きなように呼んでね☆」

　来夢様は、メイクを仕上げていきながら、にこりと笑う。

「……うん、ありがとう来夢君」

　甘菜も、口元だけで、にこりと微笑んで言った。

「……と、喋ってる間に……、メイク、完成したよっ。ほら、鏡を見てみて……。ボクに似て、最高に可愛くなった」

　その声に、甘菜は、閉じたままだった目を、ぱっちりと開けた。すると、鏡の中にいたのは──まだ、男装用のボブのウィッグをつけていないからだろうが、美少女のときの来夢様によく似た、今迄見たこともないような可愛い自分だった。
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「わ……すごい」

　甘菜は思わず、声を上げた。

「驚いた？　でもこの可愛さは、全部メイクのおかげじゃなくて、甘菜が元々、可愛いからだよ……。じゃあ仕上げにこのウィッグつけるね☆」

　思わずどきりとしてしまうようなことを平然と言いながら、来夢様は、甘菜の髪の毛を指で梳とかす。

「ステージの上で、仕草は、ボクの台詞に合わせて。大おお袈げ裟さなくらいがちょうどいいよ。口は適てき当とうに、歌っているときは歌詞の通りに動かせばいいから」

「はい」

　甘菜は、鏡の中の自分に見惚れながら返事をした。

「甘菜、ボクの為に、本当にありがとう。頑張ってね」

　そしてウィッグをつけ終わると、来夢様は、後ろからぎゅっと甘菜を抱きしめて言った。

「は、はい……」

　小さく返事をする。ほんのりとチークを乗せた頰が、更に桃もも色に染まった。
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　それから間もなく、ライブ開始の時刻がやって来た。メイクのあと、結局リハの時間は、二十分しか取れなかった。けれどもう、後戻りはできない。

「出ますよ！」

　という月出里様の号令と共に、全員、飛びだすようにステージへ出る。その瞬間、鼓こ膜まくが破れそうになるほどの、女の子達からの、キャーという大きな歓声が巻き起こった。

（すごい歓声……）

　いつもは、あの中にいるから、わからなかった。けれどステージに立つと、その凄さが、身に染みてわかる。ここに立っているだけで、ひしひしと、みんなの恋心が、伝わってくる──。

（みんな、柑橘系王子のことが、大好きなんだ……）

　けれど今は、そんな感情に浸ひたっている暇はない。

　女の子の反応からして、甘菜の変装は、ひとまず、ばれてはいない……。だけど、それもそのはずで、idol tubeに、来夢様が歌っている動画がＵＰされるのも、学園祭以降なので、中学生の女の子達は『柑橘系王子からのメッセージ』で配信される来夢様の写メしか見たことがないのだ。それに、来夢様の施してくれたメイクは、毎日研究しているだけあって、完璧に近かった。

「未来の姫達、こんにちはー！　梶かじ本もと檸檬乃介ですっ。今日はみんな、いっぱい楽しんでいってね！」

　甘菜の緊張がピークに高まるなか、メンバーの自己紹介が、順々に終わっていく。

　最後は、今日の主役である来夢様──に扮ふんした甘菜の番だ。どんどんと、自分──来夢様への注目が高まっていくのがわかる。

「では最後に紹介致します。今年度の新メンバー・相模来夢王子です！」

　そして、月出里様がそう合図を送ると、

「はじめまして！　新メンバーの相模来夢ですっ。未来の姫達、今日はよろしくね☆」

　タイミングよく、来夢様が、裏から声を出す。甘菜は、来夢様の声に合わせて、言われた通り、これでもかというくらいに大袈裟なジェスチャーをした。普段なら、かなり違和感がある動作だが、ステージに立つと本当にそれくらいで丁ちよう度どいいみたいだった。

　そして、自己紹介が終わると、いよいよ曲が始まる──。

　最初はお決まり、柑橘系王子のテーマソングである『Citrusシトラス☆Fruitフルーツ★Princeプリンス !』だ。

「一緒に踊ってね！」

　この楽曲は、いま嘉保須様が、投げキスと共にリクエストしたように、一緒に踊れるというのがテーマなので、振り付けも比較的簡単だ。それにもう、何万回も聞いている。だから甘菜は、『Citrus☆Fruit★Prince !』に関しては、余裕でクリアすることができた。

（すげぇ……できてるし……）

　にこにこと客席に手を振り続けながら、柚様は驚く。柚様の中で、甘菜は、物凄く運動音痴だという勝手なイメージがあったのだ。

　しかし次は、この日の為に作られた新曲──『君はvitaminビタミン』だ。

　アイドルらしいＰポＯツＰプな曲調で、振り付け自体は単純なものの、かなりフォーメーション移動が多い。毎日凝ぎよう視ししていたおかげで、振り付け自体は憶おぼえていたものの、あんな短時間のリハーサルだけで、メンバーも憶えるのに苦労した複ふく雑ざつなフォーメーション移動を、甘菜が完璧にこなせるとは思えない。だからステージに出る直前、柚様は、来夢様パートの移動を、殆ど無しにすることを決定した。つまり、移動するのは前の三人（柚様・檸檬乃介様・月出里様）だけで、嘉保須様と甘菜は、サビのときだけ、立ち位置を入れ替えるということになった。やってみないとわからないが、それでだいぶ、動きがついたように見えるだろうという見解だった。

『大丈夫。振り付け自体は簡単だし、できるよ』

　それでも甘菜が緊張していると、イヤホンには来夢様の声が入る。

（はい。）

　甘菜は目を瞑り、心のなかで返事をすると、どうにか成功することを祈った。

「それでは聴いて下さい。新曲で、『君はvitamin』」

　心臓が破裂しそうになるなか、柚様が爽やかにアナウンスをする。客席からは、まるで花が芽め吹ぶくように、色とりどりの歓声が沸き立つ。そして、会場には、イントロが流れ始める。それは、蜜柑の果実が弾けるような、エレクトロなメロディーだ。




　♪君はvitamin





　口こう内ない炎えん　目が霞かすむ　苛イラ々イラ　疲ひ労ろう　肌はだ荒あれ………

　君はボクの中にいるのが当たり前すぎて

　ボクは君を忘れていたんだ

　ねえ、でも　昨日の夜

　君がいないとダメだって気づいたんだ







　だから　君を摂せつ取しゆしよう







　君はvitamin

　君はvitamin

　君はまるでvitaminのようなんだ

　だって君がいないと、ボクの身体はボロボロ

　だから　君が　いますぐにほしくてたまらないんだ







　君はvitamin

　君はvitamin

　君はボクのvitaminなんだよ

　だって君がいないと、ボクの心はスカスカ

　ああ　もう　君のことしか考えられないよ

　だって君は　ボクだけのvitaminなんだ……






　イントロと同じような、エレクトロなメロディーと共に曲が終わる。

「キャー！　最高！」

　そして、客席からは一段と大きな歓声が上がった。それはつまり──、客席からみて、気づくような失敗も違和感もなかったということだ。

（できたんだっ…………踊れたんだっ……！）

　甘菜は、心の中で、ガッツポーズを決める。メンバーも、曲が終わっていくにつれて上じよう昇しようする高こう揚よう感かんの中で、それぞれ（やったな）というような優しい視線を甘菜に送った。

　それから五分ほどのＭＣが入り、残すは『ゆずしゃーべっと』『limeライム/rhymeライム』『蜜み柑かんとオレンジの恋と憂ゆう鬱うつ』の三曲だ。しかしその三曲に関して、リハーサルは、はっきり言って殆どできていない。

『ゆずしゃべーっと』は、あまり振り付けも移動もない、ほのぼのとしたラブソングで、『蜜柑とオレンジの恋と憂鬱』は、ライブではお馴染みの、爽やかなラストソングだ。二曲とも、魅みせることよりも、お手振りやサインボールを投げたりしながら歌う、サービス重視の曲だから、その二曲はどうにか形になるだろう。

　けれど問題は、四曲目の『lime/rhyme』だ──。『lime/rhyme』は、ラップ調の楽曲で、柑橘系王子の中でも、最も激しいダンスナンバーである。甘菜が、ミスしないで踊り切ることなど、不可能だろう。だけどメンバーは、甘菜が『君はvitamin』を踊り切れたことで、もう充分よくやった。そう思っていた。

　けれどもう……、甘菜に不安はなかった。

　なぜなら甘菜は、idol tubeで『lime/rhyme』を死ぬほど閲えつ覧らんしていたのだ。そう──『lime/rhyme』は、いちばん好きな楽曲。だって『lime/rhyme』を歌って踊る柚様は、この世の何よりも、どの生命体よりも恰好良かったのだ。なんなら、ラップ部分だって、馬鹿みたいに練習していたので、完璧に歌いこなすことが可能だっただろう。

　だから甘菜は、『lime/rhyme』を含め、残りの三曲を、見事、完璧にクリアしてみせた。

「今日は来てくれてありがとう！　来年、美柑学園で待ってるよ！」

　そして全てのセットリストが終わり、王子達は、それぞれ爽やかに手を振りながら、退場していく。

　甘菜も同じようにステージからはけると、途と端たんに、全身の力が抜けていった。同時に、炭たん酸さんが抜けていくように、ライブ中の記憶が弾けていく。

（どうにか……終わった……）

　くらくらして今にも倒れそうだ。もう甘菜のＨＰは、多分１しか残っていなかった。
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　それからメンバーと共に、最後の力を振り絞しぼって生徒会室に戻ると、甘菜は再び、魂が抜けていくように、放心状態に陥った。

「すっごいじゃん！『lime/rhyme』完璧だったね。もうあれだけは、奇跡でも起きない限り、絶対無理だと思ってた」

　汗あせだくで姫様の椅子に座り、疲れ切り、若じやつ干かん白目を剝むいている甘菜に、檸檬乃介様は弾んだ声を上げる。そのとき、甘菜の目には、ステージのときのような、檸檬乃介様のいつもの笑顔が見えたような気がした。

「いや、本当に、びっくりしましたよ！　というか……、驚愕しました！　嗚あ呼あ──姫様……、やはり貴女あなたは完璧だ！　さあ、いざ、私の胸の中へ……──」

　続けて月出里様が甘菜を褒ほめ称たたえ、光こう芒ぼうとした表情で手を広げると同時に、嘉保須様が、全力で飛びつくように、全身の力が抜けきっている甘菜の汗ばんだ身体をがしりと抱きしめる。

「えっえっ、嘉保須様!?」

　その物凄い力に、甘菜は生き返ったように、思わず声を上げた。しかし、そんな甘菜の声など聞こえぬように、嘉保須様は甘菜の肩に顔をうずめると、またもや泣きだしながら、震えるような声で「……おかえり……」と、呟いた。

（ど、どういう意味……!?）

「甘菜、本当にありがとう。ボク、感動しちゃった」

　そして、嘉保須様に強く抱きしめられたままの状態の甘菜の手を取って、来夢様は涙目になって言った。

「ううん……、来夢君の為だから……。それより私、ちゃんとできてたかな……？　なんか、ライブ終わったら、記憶飛んじゃって……」

「できてたもなにも……。甘菜がいちばんうまかったよっ！」

　来夢様は笑いながら言う。

「そ……それはないよっ……」

　言いながら、甘菜も嬉しくて笑った。

「皆、お疲れー」

　そして生徒会室には、最後までファンサービスを続けていた柚様が、遅れて戻ってきた。

　その瞬間、甘菜は咄とつ嗟さに、するりと嘉保須様の懐ふところから抜け出し、柚様の元に向かった。嘉保須様は、瞬時に、捨てられた子犬のような表情になっている。

「はぁ……」

　柚様は、誰よりも手を振りまくっていたので（お手ふりの要望がいちばん多いのだ）、すっかり疲れ切った様子だ。

　けれど、ソファで一息ついたあと、自ら、傍に寄って来た甘菜をちらりと見遣ると、いつもとは違う優しい声で、「お前、すごいな」と声をかけた。

　その瞬間、ぎゅっ、と、胸の中を何かに摑まれたみたいに、甘菜の心臓は、痛いくらいにどきり、とする。それは、誰に対するどきどきとも違う。好きな相手にだけ感じる、本当の、どきどきだ。

「あの……柚様……、私……、姫様として……、ちょっとくらい、生徒会の役に立てたでしょうか……？」

　そして甘菜はそのどきどきを胸に抱えながら、そっと柚様に近づき、訊いた。

「そうだな……。残念ながら、役立ったよ、物凄く」

　柚様は、意地悪く言いながらも、甘菜の目を見て、にこりと微笑んだ。

　それはそう──……、ちょうど一年前のあの日と同じように、優しい目だった。

「…………っ」

　甘菜の胸は躍おどる。──……そう、私はきっと、まだ、柚様のことを何も知らない。

　でも、何もかも知らなくても、好きという気持ちが、幾らでも湧き上がってくる。もう、柚様を好きという気持ちで心がいっぱいで、潰れそうなくらいに、湧き上がってくる。

「あの……、柚様」

「ん？」

「私、一年前から、ずっと言いたかったことがあるんです……」

　甘菜は、震える声で切り出した。

「なんだよ」

　柚様は、水分を補ほ給きゆうしながら答える。それはいつになく、優しい口調だ。

「私……、柚様が、好きです！」

　甘菜は、目を瞑り、告げた。

　──そう、目を瞑れば、そこにはいつでも幸せな世界が広がっているのだ。

「そうか…………」

　柚様は、タオルで垂たれてくる汗を拭ふきながら言った。

「…………って、はっ!?」

　けれどそれが告白だと理解すると、思わず、声を裏うら返がえした。

「ひ、姫様!?」

　やや遠くから、月出里様はショックの声を上げた。唯一、甘菜の気持ちに気が付いていなかったらしい。嘉保須様は捨てられた子犬状態のまま、固まりながら茫然としている。

「じゃ、じゃあ、そういうことなので……、明日からもよろしくお願いしますっ……」

　そして甘菜は、顔を真っ赤にして、ぺこりと頭を下げると、逃げ去るように、生徒会室を後にした。

（やっぱり甘菜って、面白い……）

　密かに思い、来夢様はクスクスと笑う。

「……あいつ、って、やっぱり馬鹿だよな……」

　動揺して呟く柚に、

「顔、赤いよ」

　小さく舌打ちをしてから、檸檬乃介様が不機嫌に突っ込んだ。
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　お披ひ露ろ目めライブが終わってからというもの、影かげ武む者しや作戦がうまくいったのも相あいまって、生徒会室の雰ふん囲い気きは終始和なごやかだ。あれから二週間が経ち、来らい夢む様の怪け我がも順調に回かい復ふくした。

「怪我が治って本当によかったです。夏休みが明けたら、学園祭がありますもんねっ」

　甘菜は弾はずんだ声で言う。近頃は、だんだん王子達と仲良くなっている感じがわかって、なんだか生徒会室にいるだけで、浮うき浮きとしてしまうのだった。

「うん、甘菜が毎日お見み舞まいに来てくれたおかげだよん」

　来夢様は短めのスカートをひらりとなびかせながら言って、にっこりと微笑ほほえむ。きらきらと輝かがやくその笑顔は、まさに美少女そのものだ。

（でも、男の子の服装のときは、すごく恰かつ好こういいし、不思議だな……）

「ねー甘菜、ガチャ引いてー」

　蝶ちようのように羽ばたく来夢様の長い睫まつ毛げの動きに見み惚とれている甘菜に、檸檬れもん乃の介すけ様が背はい後ごからふわりと覆おおいかぶさる。あのライブの日以来、檸檬乃介様も、来夢様に対たい抗こうするかのように、甘菜のことを突とつ然ぜん、名前で呼ぶようになった。

「あ……っ、はい」

　甘菜は、檸檬乃介様の綺き麗れいな顔が至し近きん距きよ離りにあることに緊きん張ちようしつつ、もう日課のようになっているガチャを引く。ミラクルレアが当たると同時に、生徒会室には、ふわぁと大きな欠伸あくびをしながら嘉か保ぼ須す様が屋上から戻って来た。

「嘉保須様おはようございます」

　ガチャを引き終わったあと、甘菜は子犬のように嘉保須様に駆かけ寄よっていく。姫ひめ様になったあの日から、どれだけ鬱うつ陶とうしがられたとしても、毎日一人一人に必ず挨あい拶さつをしようというのが、甘菜の中で決めたルールだった。

　嘉保須様はソファに腰かけ、目を細めてにこりと笑い「おはよう」と返事をする。最近、あの情緒不安定な感じは、めっきりなくなっている。

「あの私、本とか読むの遅おそくって……、昨日やっと嘉保須様に頂いた『僕ぼくと犬の100の約束』を読み終わったんです。それで……、うまく言えないんですけど……、もう本当に、すごく、すごく良かったです。泣きすぎて苦しくなりました」

　甘菜は、小説の内容を思いだしながら、つい、目に涙なみだを浮かべて言った。

　普段、あまり小説など読まないが、通称『僕犬』は、ＣＭで『号ごう泣きゆうする準じゆん備びはいいですか？』と流れている通りに号泣だった。ネタバレすると、九十九の約束を果たすも、百の百個目の約束を果たせないまま、主人公の僕が飼かっている犬が死んでしまうというストーリーなのだが、その約束は、「僕が死ぬまでずっとずっと傍そばにいること」だったから、そんなのは最初から叶かなうはずのない願いだったのだ。

「そう、よかった」

「はい、映えい画がも観みに行きたくなっちゃいました！」

「そうか……。じゃあ、今度一いつ緒しよに行くかい？」

　口に指を当て、考えるようなポーズを取ったあと、嘉保須様は軽やかに言った。

「はい！」

（って……、反はん射しや的てきに頷うなずいちゃったけど、それってデート……!?　嘉保須様と、私が、デート……!?）

　電線に止まっていた鳥が一いつ斉せいに羽ばたいていくように、瞬しゆん時じにして想像が膨ふくらんでいく。

（はあ……。どうして私って、こうも想そう像ぞう力りよく豊ゆたかなんだろう……）

　自分の脳のう味み噌その仕組みに呆あきれる。

　けれどそれからも懲こりずに想像の中で、甘菜が嘉保須様とのデートを続けていると、生徒会室には柚ゆず様が入って来た。でも甘菜は、妄もう想そうの最中で、柚様に気がつかない。

「………………」

（……なんかこいつ、俺おれのこと好きとか言っておきながら、いつも檸檬乃介とか、来夢とか、嘉保須さんと楽しそうに話しているよな……）

　柚様はその光景を無言で見つめながら思う。

（って……、そんなこと、どうでもいいのに何考えてんだ俺はッ）

　柚様は不本意な思考を巡めぐらせる自分に苛いらつきながら、小さく舌した打うちをする。

　けれどあの日、甘菜に好きと言われて以来、なんだか妙みように、意い識しきしてしまう。だって今いま迄まで、ライブ中や、ブログへのコメントなどで、「好き」だと言われたことは数えきれないくらいあったけれど、あんな直接的な告白なんてされたことは、生まれてはじめてだったのだ。

　それなのに甘菜は、あれから、別に返事を求めるわけでもなく、寧むしろあんな出来事などなかったかのように、今迄と変わりなく、毎日生徒会室で飄ひよう々ひようと過ごしている。それどころか、日々を重ねるたびに、自分以外のメンバーと、凄すごい勢いきおいで親しくなっている。

　自分のことを好きだと言ったのに、自分以外のメンバーと──……。

（意味、わかんねえ……）

　それだから、なんだか余計に苛いら立だって、どう接せつしていいのかもわからなくて、変に意識してしまうのだ。

「あ、柚様っ、おはようございます！」

　そんな悶もん々もんとしながら入り口付近で静止している柚様のもとへ、漸ようやく妄想を終えた甘菜が、その存在に気づき、駆け寄っていく。

「ああ」

　柚様は、ちょっと不ふ機き嫌げんに答える。

（なんだか柚様、最近機嫌悪いな……。やっぱり、怒おこってるのかな……。そうだよね……。あんなときに告白するなんて、いきなりすぎたよね……）

「なんか最近、怒って……ますか？」

　でも、このまま不機嫌でいられるのも淋さびしい。甘菜は見上げるように柚様をじっと見つめ、直球で訊きいた。あれから、柚様に対して、甘菜があの告白をなかったかのように振る舞っているのは、ただ単純に、返事を訊くのが怖こわいだけだった。だって、「俺はお前のことなんて好きじゃない」と言われるのは目に見えていた。それに、柚様のことが好きでたまらない感かん情じように変わりは一ミリもないが、近頃は王子達と楽しく話せるようになってきたのが嬉うれしくて、今は、柚様に自分の気持ちを伝えられただけで満足だったのだ。

「べ、別に、怒ってねえよ」

　柚様は多少大おお袈げ裟さに言った。甘菜が、自分を除のぞく他のメンバーとどんどん仲良くなっているのが、なんだか無む性しように気に入らないなんて、そんな感情がばれたら、恥はずかしすぎる。

（や、やっぱり怒ってる……）

「そ、それなら、よかったです」

（よく、ねえよっ）

　お互たがいの反はん応のうにもやもやしながら、二人は目を逸そらした。




「皆みなさん、御ご機き嫌げんよう」

　それから間もなく、その声が聞こえた瞬間だった。

　生徒会室の穏おだやかな雰囲気は一変して、メンバーは瞬時にアイドルモードとなり、各自、凭もたれていたソファからしゃきっと立ち上がった。

「お姉様！」

　その中でただ一人、来夢様が、その声の持ち主である美しい人物に、嬉しそうに駆け寄っていく。

（え、き、綺麗な人！　スタイルもいいし……。って、来夢君のお姉様ってことは、もしかして学園長……!?）

　けれど、甘菜からみた、おそらく美み果か学園長であろう人物は、どうみても、二十代前半だった。

（確たしか、三十代だったよね……？　信じられない……）

　あまりの衝しよう撃げきに茫ぼう然ぜんとしていると、

「はぁ……来夢、またそんな恰好して……」

　美果が、来夢様のスカート姿を見て溜ため息いきをついた。

「だってこのほうが可か愛わいいんですもん」

　でも来夢様の悪びれない口調に、（確かにそうだ……）と甘菜が思うと同時に、

「そりゃ、そうだけど……」

　美果も、その恰好にうっとりとして言った。

（って、認みとめるの!?）

　この姉し妹まい……いや姉きよう弟だいに関しては、もう突つっ込こみどころが多すぎる。きっと何も考えず、全すべてを受け入れていったほうがいいのかもしれない……。そう、甘菜が思い始めた頃、

「突とつ然ぜんですが、貴方あなたたち……夏休み中に一度、合宿をしなさい」

　美果がまた、盛せい大だいな突っ込みを入れたくなるような台詞せりふを、意い気き揚よう々ようと発した。

「合宿……ですか!?」

　来夢様が驚いたように訊く。

「そう、夏休みが終わったら学園祭でしょう。それに向けて、練習したほうがいいと思うの。なんだかこのあいだのお披露目ライブ、いつもと違うような気がしたのよねー……」

（……ばれてるっぽい……。）

　美果の鋭するどい指し摘てきに、全員冷や汗あせが滴したたる思いで、それぞれに目を逸らす。

「ま、今回だけは来夢の為ってことで特別に目を瞑つむっていてあげるけど……。とにかく夏休みは、合宿に行ってきなさい。一いつ泊ぱく二日で、千葉の別べつ荘そうを使うといいわ。あそこならビーチもあるし、夜はバーベキューなんていいんじゃないかしら？」

（一泊二日でビーチにバーベキューって……、それ合宿じゃなくて、ただのバカンスじゃん……）

　檸檬乃介様は、美果の提てい案あんに、にこやかな表情を崩くずさないまま、冷静に思う。

「…………うん！　名案ですね学園長」

　そして月出里様の頭の中ではもう、〝ビーチ＝水着〟という方ほう程てい式しきが生まれた瞬間から、あらゆる妄想が広がっていた。

「それじゃあ、八月の第二週の日曜日、朝八時に校門の前に集合しなさい。迎むかえを手配しておくから。あ、遅ち刻こくは厳げん禁きんよ」

　反論する暇ひまもなく、美果はそう言い残し、生徒会室から去っていった。

「了解しました！」

　生徒会メンバーは、一斉に返事をする。

　アイドル特待生は、学費無料に加えて、ＶビＩツＰプ待たい遇ぐうが基き本ほん。それは即すなわち、学園に雇やとわれているようなもので、学園長の意見には絶ぜつ対たいに逆さからえないのだった。

（なんか、決まっちゃった……。合宿か……。何着て行けばいいんだろう……。てゆうか水着とか……いるのかな？）

　クローゼットのなかの洋服や、簞たん笥すの奥おくのほうにしまってある水着を思いだしながら、甘菜は無意識に柚様を見つめる。自分の服ふく装そうを考えると同時に、脳味噌が勝手に、柚様の私し服ふく姿と、水着姿を想像していたのだった。すると、その情報が空気中に漏ろうえいしてしまったかのように、柚様も甘菜のほうを向いた。ぱっと目が合う。でも甘菜は、お世せ辞じにも、あまりよい想像をしていなかった為ため、恥ずかしくなって、すぐに逸らした。

（な、なんなんだよ……）

　なにやら不ふ審しんな甘菜に対し、柚様の心の中には、またもやもやした感情が渦うず巻まく。

（……てゆうかあそこ、寝しん室しつ、三つしかなかったような……）

　来夢様は、千葉の別荘のことを思いだしていた。小さい頃、泊とまったときに探たん検けんしたけれど、たしか、寝室は三部屋（で、ベッドは一部屋に二つ）しかなかったはずだ。

（まあ、ボクが甘菜と同じ部屋になればいいか……）

　でも来夢は、勝手にそう決めた。

「では……合宿には、各自、水着を確かく実じつに持参するように！」

　そんな感じで、それぞれ自分勝手に考え込んでいた為、しんと静まっていた生徒会室には、月出里様のはりきった声が、無む駄だに響ひびいた。
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　夏休みに入り、その日はやってきた。

　七時五十分現在、待ち合わせ場所の校門には、嘉保須様以外のメンバーが集まっている。

「嘉保須さんがぎりぎりなのはいつもとしても、あいつ遅おせえよ」

　いつもの制せい服ふくとは違ちがう、青いストライプのシャツにジーンズというラフな恰かつ好こうの柚様は、苛立ちながら言う。

「女の子だし、準備に時間かかるんじゃない？　もしかして、はやく甘菜に会いたいとか……？」

　最近、異い様ように、甘菜のことを気にしはじめている柚様に、檸檬乃介様が意地悪く言う。お披露目ライブのあと、甘菜が突然の告白をしてから、柚様がやや挙きよ動どう不ふ審しんになっていることを、檸檬乃介様だけは気づいていた。

「……な、わけねーだろ！」

　柚様は少し顔を赤らめ反論した。別に会いたいとかではない。けれど、一学期が終わり、この日が来るまでの二週間、気が付くと、甘菜のことを考えてしまっている自分がいたことは確かだった。でもそれも、自発的に考えようとしているわけではない。

　ただ、〈私……柚様が、好きです──〉、その声が、耳にこびりついて離はなれないだけだ。

（くそっ……）

「まあいいけど。てゆうかなんで柚、そんな荷物多いの……？」

　苛つく柚様に向かって、若干引きながら檸檬乃介は訊く。柚様の足元には、一泊二日とは思えぬ、膨ぼう大だいな量の荷物が置かれている。

「え、だってシャンプーとかトリートメントとか化け粧しよう水すいとか、自分のじゃないと嫌いやだし。それにバスタオルも二枚はないと不安だし。着替えは二日分いるし、ドライヤーも人数分あるかわかんないだろ」

　柚様は、至し極ごく真ま面じ目めな顔で答えた。

「…………そうだね」

　さすがにドライヤーは人数分ないと思う……。そう思いながら、檸檬乃介様は言った。

（……なんで甘菜、柚なんかが好きなんだろう……）

　荷物の確認をする柚様を見つめながら、檸檬乃介様は、心の中で溜め息をつく。檸檬乃介様は近頃、甘菜が柚様のことを思い続けていることが、途と轍てつもなく気に入らなかった。

「はぁ……」

（……僕、甘菜のこと、好きなのかな……？）




　檸檬乃介様が溜め息を零こぼしたその頃、甘菜は全速力で走っていた。檸檬乃介様の言う通り、何を着ていくべきなのか、迷まよいすぎて、家を出発するのがぎりぎりになってしまったのだ。そして、迷いに迷った結果、甘菜は花のモチーフが縫ぬいつけられた麦わら帽ぼう子しに、夏らしい革かわのサンダル、ひざ上丈たけのふんわりとした白いノースリーブのワンピースを着た。勿論、髪にはティアラもつけている。

「皆さん、おはようございます！」

　それから数分して到着した甘菜は、息を切らしながら言った。

「おはよー！　あー、制服じゃないの可か愛わいいー！」

　朝の八時とは思えぬハイテンションで、来夢様は無む邪じや気きに甘菜に飛びつく。

「あ、ありがとう……っ。でも来夢君のほうが、可愛いっ……っていうか可愛すぎるよ！」

　これはロリータファッションというのだろうか、来夢様の着ているワンピースには、此こ処こ彼かし処こに薄うすピンク色のレースが沢たく山さん施ほどこされていて、まるで異国のお姫様のように、兎とに角かくふりふりだった。でもそれは、不思議と下品ではなく、まるで来夢様のために作られた洋服かのように、よく似合っていた。

「そう？　ありがと。一回こういうの、着てみたかったんだ。全部お姉様のお古ふるだけどね」

「そ、そうなの!?」

（じゃあ、学園長もこれを着ていたってことか……）

　この服を着ている学園長を想像してみる。来夢様と同じく、それはただの美少女だった。

「っていうか、お前遅せーよ。遅刻厳禁って言ったろ」

　その女子同士（？）特有の褒めあいの儀ぎ式しきが終わると、痺しびれを切らした柚様は引き続き苛つきながら言う。アクセサリー代わりにつけてきた腕うで時計を見ると、八時二分をまわっていた。

「あっ、柚様……ごめんなさい……服を選んでいたら、家を出るのがぎりぎりになっちゃって……」

　甘菜は少し頭を下げて言った。

「…………っ！」

　でも顔を上げ、柚様が視界に入った瞬間、遅刻してしまった罪ざい悪あく感かんなど全て吹ふき飛んだ。

（あああああ、私服の柚様、死ぬほど恰好いいいいっっっ……!!）

　甘菜は、あまりの柚様の恰好良さに、泣きそうだった。これはもう、人類三位とかじゃない……。人類一位……、というか、全宇う宙ちゆうの中で一位だ。甘菜は真しん剣けんにそう思った。

「甘菜って全部顔に出るよね」

　その、いまにも蕩とろけそうに柚様を見つめる甘菜の表情を見て、檸檬乃介様は言った。しかし、そういう檸檬乃介様の顔にも、でかでかと不機嫌という文字が浮かび上がっている。

「そ、そんなことないです……！」

　甘菜が無駄な否ひ定ていをしていると、目の前には一台のリムジンが到とう着ちやくした。

「ってお迎えリムジンですか……!?」

「って嘉保須さんもう乗ってるし！　寝てるし！」

　その光景に、甘菜と柚様が同時に突っ込む。若干、ハモってしまった二人は、はっとして瞬発的に目を合わせたが、一秒もせずにぱっと逸らした。

「……ごめんね、電車とかで遠足気分味わいたかったんだけど、騒さわぎになるからってお姉様が用意してくれて……。あと嘉保須さんは、夏休みは昼夜逆ぎやく転てんしていて、たぶん起きられないからって、リムジンで寝ることに」

「………そうなんですか」

（なんか嘉保須様って、いちばん変わってるのかも……。でも、なんだか可愛いな）

　甘菜は、車の中ですやすやと寝息を立てる嘉保須様を見つめながら、ちょっと笑った。

「じゃあ乗りましょうか」

　来夢様が声をかけると、全員が慣れた様子で乗り込んでいく。甘菜の隣となりには、やや強ごう引いん気味に、月出里様が座った。

「姫様……、水着はどのようなタイプをご持参に……？」

　そして月出里様は、メモ帳を手に眼鏡めがねを光らせながら、甘菜の耳の傍で囁ささやくように訊いた。
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「…………」

　色々考えた結果、甘菜は無視した。





[image: ]






　それから一時間半、爆ばく睡すいしている嘉保須様を除いて、月出里様が持ってきたトランプで下らないマジックを披ひ露ろうしたり、来夢様が何だか妙な心理テストを出したりして盛り上がっているうちに、別荘に辿たどりついた。どの部屋からも海が見える、二階建ての、モダンな建物だ。来夢様に案内されながら中に入っていくと、そこは別荘だというのに、甘菜の家の何倍も広い、洗せん練れんされたお洒落な空間が広がっていた。

「すごい、素敵……」

「柚君じゃなくて、ボクのお嫁よめさんになったらいつでも来られるよ」

　感激する甘菜の横顔を見つめながら、来夢様はこっそりと耳打ちする。

「そっかっ……って、来夢君！」

　思わず頰ほおを赤く染そめ、甘菜は来夢様の背中を軽く叩たたいた。他人からみれば、二人は女の子同士でしかない為、さぞかし不思議な会話だと思われることだろう。

「では、早速ビーチへ参りましょう！」

　そしてリビングに荷物を置くと、一息つくこともなく、月出里様がはりきって叫さけんだ。眼鏡はやはり、月出里様の全ての感情を代だい弁べんするかのように光っている。

「えっ、練習はいいのですか？」

　頭にハテナマークを浮かべ、甘菜は訊いた。だってここへは、合宿をしに来たのだ。

「今日はビーチで練習するのです」

　月出里様は言い切った。でもそれはかなり無理のある返答だった。

　だけどもう、月出里様の胸むねの中は──甘菜の水着姿が見たい──ただその一心だった。

（ビーチで練習……ってなんだよ……）

　柚は心のなかで突っ込む。しかし、イケメン王子といえども全員男子であることに変わりはない。月出里様のように必死さはなくとも、心のどこかで甘菜の水着姿を見たいのは、皆、同じ気持ちだった。

「まあ、練習するかはともかく、折せつ角かく天気もいいし、まずはビーチに行きましょうか！」

　そして、その夢ゆめを叶えるように、来夢様が号ごう令れいをかける。

「是ぜ非ひそうしましょう」

　言こと葉ば尻じりに被かぶせるように、月出里様は即そく答とうした。

「まあ、そうだな……」

「……うん」

　柚様と檸檬乃介様も、多少の気まずさを感じながらも、顔を見合わせて頷いた。

（そっか……、折角海があるのに、ビーチ行かないのも勿もつ体たいないもんね……。ああ、でも水着になるの恥ずかしいな……。でも……待って……。ていうことは……、柚様の水着姿も見られるってことだよね……!!）

　甘菜のテンションは、月出里様ばりに、一気に上がる。

　……その頃──嘉保須様はまだ、リムジンの中で眠っていた。
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（うーん……。ちょっと、露ろ出しゆつ多すぎたかな……）

　着替えが終わった甘菜は、少し苦い顔になる。今回甘菜が持ってきたのは、白を基調にした小こ花ばな柄がらのビキニだった。それは、雑ざつ誌しに、今年の人気ナンバーワンと書かれていた水着だ。勿もち論ろん、今日の合宿の為に買ったのだが、もっと露出が少ないのにすればよかったと今になって思う。だけど三日前、デパートで可愛いと思って眺ながめていたら、店員さんに試着を薦すすめられ、渋しぶ々しぶ着てみたところ、「キャー！　凄くお似合い！　私、こんなに似合ってるお客様はじめてみました！　アイドルみたいに可愛いですよ！」なんて、あらゆる言葉で褒め倒されて、もう断れなくなってしまい、他の水着もあまり見ないうちに、勢いで買ってしまったのだ。

「はあ……、まあもう持ってきちゃったものはしょうがないよね」

　溜め息をつきながらも、甘菜は水着の上から水色のパーカーを羽は織おり、更こう衣い室しつを出た。




　ビーチに着くと、生徒会メンバーはもう全員水着に着替え、各自、寛くつろいでいた。

「あ、えっと……お待たせしましたっ……」

　その、やや恥ずかしげな甘菜の声に、メンバーは一斉に振り返る。

（……か、可愛い……！）

　そして、甘菜の水着姿を目に入れたメンバーは、一瞬、我われを忘れ、全員が見惚れるように思った。決してグラビアアイドルのような感じではないが、甘菜は案外、スタイルはいい方なのだった。

（こ、これは……。程よい大きさ……程よい形……、程よい白さ……、完かん璧ぺき……だ）

　月出里様はまたいつものように、甘菜の水着姿を上から下まで観察する。けれど感想は、さすがに声には出さなかった。

「月出里さん、鼻血出てますよ」

　一体、そのピチピチの競きよう泳えい水着の中のどこから取りだしてきたのだろう、怪あやしいメモ帳を取りだす月出里様に向かい、檸檬乃介様が冷たく言い放つ。

「こ、これは暑さの所せ為いですっ！」

　またもや無理のある言い訳をしながらも、月出里様は明らかに動どう揺ようして、砂浜に眼鏡を落とした。

「柚君！　甘菜、すっごく可愛いと思いませんか!?」

　眼鏡……眼鏡……と、砂浜に這はいつくばって眼鏡を探す月出里様を他よ所そに、来夢様は無邪気に微笑みながら、半ば押し付けるように、甘菜を柚様に見せつける。

「あ、ああ……」

　柚様は、水着姿を直視するのが恥ずかしいのか、若干視線を逸らしながら、ぶっきら棒ぼうに言う。そして甘菜も、その、あまりに輝かしい柚様の水着姿（というか上半身）を、こんなにも間近で直視することなどできない。何気ないオレンジの海パンも、柚様が着用しているだけで、百倍はお洒落に見えた。

「……………」

「……………」

　なので結局そのまま、二人は浜辺の上で固まってしまった。




　それから暫しばらくして、ビーチには、お金持ちそうな男の子達にナンパされている来夢様の姿があった。というのも、来夢様は当然のように女の子用の水着を着用していた。勿論、形はワンピース型で、腰にはパレオが巻かれているが、胸にはパッドが嵌はめられているのもあって、見た目は完全なる、浜はま辺べの美少女だったのだ。

（男の子に……、負けた……）

　来夢様の可愛さが引き立ちすぎて、見向きもされない甘菜は、少し複ふく雑ざつな気分だ。

　そして月出里様と柚様は、いったいどこで勝負の火がついたのか、真剣に、水泳対決や、ビーチバレーボール対決をしている。なので甘菜は、審しん判ぱんとして二人を見守っていた。

　けれどこんなイケメンの中に女子が一人とくれば、ビーチにいる女子からの視線が、物凄く痛いたい……。

「ねえあれ、柑橘系王子のメンバーじゃない……？」

「でも、姫様と一緒だね。合宿か何かかなあ……いいなあ」

　なかには柑橘系王子だと気づいている子もちらほらいて、声をかけたそうにしているが、ティアラを装着した甘菜がいるため、躊ちゆう躇ちよしている様子だ。

（あれ……？）

　そして甘菜はその視線の中に、一瞬、見覚えのある顔がいたような気がした。でも、振り返ると、もういない。

（……見間違いかな……？　でも、美み柑かん学がく園えんってお嬢様が多いから、この辺に別荘があるのかも……）

　けれど気になって、キョロキョロと辺りを捜していると、甘菜の目には、浜辺に座ってゲームをしている檸檬乃介様の姿が映うつった。サングラスと帽子を被り、周囲に気づかれないようにしているが、蛍けい光こう色の黄色い海パンを履いているので、すぐに居場所がわかる。

（あ……）

「檸檬乃介様は、泳がないんですか？」

　見かねて、今度はビーチフラッグ対決で白熱しはじめる二人を放ほう置ちして、甘菜は声をかけた。甘菜がいなくなった瞬間、柚様と月出里様には、女の子達が一斉に群むらがっている。

「泳げないし、ゲームしてたい」

　檸檬乃介様は甘菜のほうをちらりと見み遣やると、paperペーパー phoneフオンを触る指を止めずに、ぼそりと言った。檸檬乃介様は、またパズスタをしているようだった。

「海って、入るより、見ているほうが綺麗ですよね」

　甘菜はにこりと笑うと、檸檬乃介様の隣によいしょっと座り、海を眺ながめながら言った。

「うん……、そうだね」

　言いながら、檸檬乃介様も、アプリを一時停てい止しして、海を見つめる。

「そういえば、ずっと思っていたんですけど、檸檬乃介様と柚様って、なんだか仲がいいですよね」

　そんな、海を見つめる檸檬乃介様を見つめながら、甘菜は言った。同じ二年生ということもあるのだろうが、甘菜から見て、柚様といちばん仲がいいのは檸檬乃介様だった。

「まあ、別に仲良くはないけど、幼おさな馴な染じみだからお互いなんでも知ってる」

　檸檬乃介様も海を見つめたまま言った。

「そ、そうなんですか？」

　甘菜は驚おどろく。確かに同学年だが、幼馴染みだなんて情報は、どこのサイトにも載のっていなかったからだ。しかし、それもそのはずで、檸檬乃介様がこのことを誰だれかに話すのは初めてだった。

「うん……。柚を、アイドル生徒の受験に誘さそったのも僕だしね。僕はまあ、色々あるんだけど……、柚は、柚ほどアイドル生徒に向いている人いないと思ったから」

「……確かに」

　超絶イケメンで、真面目で、無自覚なナルシスト。この三大要よう素そが揃そろっているというのに、アイドル生徒にならずして何になるという感じだ。頷いて、甘菜はちょっと笑った。

（だけど、色々って、何だろう……？）

「でも……、誘わなかったらよかったかな」

　甘菜が考えていると、次の瞬間、檸檬乃介様は少し真面目な表情になり、海の青が深い部分を見つめながら言った。

「……え？　どうしてですか」

　甘菜は、元々丸い目を更さらに丸くして、首を傾げる。

「だって、甘菜を独ひとり占じめできたかも」

　すると檸檬乃介様は、そっと顔を近づけ、その海水で冷やされた甘菜の頰に、温かい掌てのひらを当て、言った。

「………え？」

　心しん臓ぞうが、どきりとする。だって今迄、そんな切せつなげな檸檬乃介様の表情なんて、見たことがなかったのだ。それに──（独り占めできたかも……って、それって……）

「なんてね……。もうゲームするから、柚と遊んでおいでよ」

　けれど檸檬乃介様は、それからすぐにいつもの表情に戻もどると、頰から手を離し、パズスタを再さい開かいした。

「う、うん……」

（檸檬乃介様って……もしかして、私のこと……って、そんなわけないよねっ……！）

　胸をときめかせながら、もう一度、振り返る。

「……………」

　甘菜は内心、少女漫まん画が的に、彼がまだ切なげにこちらを見つめている……という感じの展開を期待したが、檸檬乃介様は、物凄いスピードで、パズルを動かしていた。
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「皆、おかえり」

　それから、あっという間に夕方になり、それぞれに遊び疲つかれてビーチから別荘へ戻ると、ようやく起きだしてきていた嘉保須様が、バーベキューの用意と、それに加えて、まるでどこかの王族のパーティーのような豪ごう華か絢けん爛らんな料理を準備して待っていた。

「えっ!?　す、すごーい!!」

「てゆうかすごすぎるよ!!」

　大きな丸テーブルの上にずらりと置かれてある、宝ほう石せきのような前菜や、まるで魔ま法ほうのステッキから飛びだしてきたかのような料理の数々に、甘菜と来夢様は思わず声を上げた。

「そう？　することなかったから」

　あまりのクオリティに、呆あつ気けに取られているメンバーを、カウンター式のキッチンのなかで穏やかに見守りながら、嘉保須様は淡たん々たんと言った。

「そ、そうか……、そういえば嘉保須君は、料理がプロ級だったな。その上、ピアノもバイオリンもプロ級で、そういえば二年前に書いた小──」

　しかし、はっと、何かを思いだしたように月出里様が話し始めた瞬間──、嘉保須様はキッチンから素早く移い動どうすると、月出里様の口を塞ふさぎ、耳元で「ね？」と一言だけ囁き、圧あつ力りよくをかけるように、微笑んだ。

（ん……？　月出里様、何を言おうとしたんだろう……？　なんか、また変へん態たいチックなことかな……。だけど嘉保須様って、なんでもできるんだなあ……。）

「ねえ皆さん、遊び疲れてお腹なか空すいたでしょうし、着替えたら、もう夕食にしましょうか！」

　美お味いしそうな料理を目の前に益ます々ますお腹が空いてきたのだろう、来夢様が提案する。

「わーい！」

「いいでふね！」

　喜ぶ甘菜に続き、口を塞がれたままの月出里様が、はりきって言う。

　そんな月出里様に、嘉保須様は思わず「ふっ」と噴きだした。

（嘉保須様が笑った……！）

　そのレアさに、全員が感動すると同時に、メンバーも嘉保須様につられるように笑う。その光景に、なんだか嬉しくなって、甘菜も笑った。なんだろう。ここへ来てから、目に映るものの全てが特別に感じる。生徒会室にいるときとは違う。みんな普通の男の子みたいに無邪気で、みんなが超人気のアイドル生徒だってことを忘れてしまいそうになる。

（でもこんな、みんなの笑顔が見られるようになるなんて、本当に、夢みたい……）

　てゆうか、現実じゃ──、ないみたい。
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　その後、嘉保須様の作ってくれた料理は、どれも、信じられないレベルで美味しかった。

「うっ……」

（でも、美味しいからって食べすぎた……）

　口元に手をあて、少しふらつきながら、甘菜は、ビーチへ出た。

　夕食のあと、王子達が、リビングに備えられていた最新のカラオケで盛り上がっているなか（勿論、柑橘系王子の曲もリストに入っている）、いつもと同じようにソファに寝転がりながらパズスタをしていた檸檬乃介様に、「檸檬乃介様……、私もう眠くなってきたので、先に部屋に戻ります……」と告げ、抜けだして来たのだ。さすがに、食べ過ぎて苦しいなどとは、言えなかった。

（ああ……夜の海って、なんだかちょっとこわいな……。でも、涼すずしくて気持ちいい）

　甘菜は浜辺に座り、海を見つめる。ざあ……ざあ……と、寄せては返す、波の音が耳の中に響いて、心地いい。

（……柚様と二人きりで、見たかったな……なんて）

　月の光に照らされる海面を見つめながら、甘菜は思う。

「おい」

　そのとき、だった。ちょうどつむじの上のほうから、柚様の声が降ふってきたような気がした。

（ああ……ついに幻げん聴ちようが……）聴きこえるようになってしまった──と苦笑いしながらも、一応見上げてみると、そこには、本当に柚様が立っていた。

「……って……ゆ、柚様!?」

「部屋戻るんじゃなかったのかよ」

　慌あわてふためく甘菜を見下ろしながら、柚様は言う。

「あ……、ちょっと食べすぎちゃって……涼んでから戻ろうと思ったのです……」

　ここにきて噓うそをついても仕方ない。甘菜は素直に言った。

（確かにこいつ、誰よりも食ってたもんな……）

　柚様は、食事中の風景を回想しながら思った。

「えっと……、柚様は……？」

　柚様を見上げ、どきどきしながら甘菜は訊いた。夏の夜の海で柚様と二人きりなんていう、妄想の中みたいな状じよう況きように、鼓こ動どうが少しずつ速くなる。

「お、俺は寝る前に外の空気吸すいに来ただけだよ……っ」

　柚様はなぜか少し焦あせりながら言った。というのも、本当は、テラスから、甘菜が夜のビーチへ一人で出かけたのが見えて、心配になってついて来たのだった。

「そ、そうですかっ……。あ、じゃあ皆さんも、もう部屋に戻られたのですか……？」

「いや、まだなんじゃねえ……。最後に寿ことぶきメドレー歌ってから寝るって言ってから」

「えっ……それはちょっと聞きたかったかもです……。でも、当たり前ですけどみんな歌うまいから、カラオケも盛り上がりましたね。柚様もすっごく上手で、私、感動しちゃいました」

　メドレーということは『KO・TO・BU・KI』とか『Loveラブ andアンド sweetスウイート』とか『幸こう福ふく』とかを歌っているのだろうか……。甘菜は少しだけ、抜ぬけ出してきたことを後こう悔かいしながら言った。

「まあ、一応アイドル生徒だからなっ。美柑学園の試験は、歌も必ひつ須すだし……」

　柚様はちょっとだけ自慢げに言った。俄が然ぜん、褒められると伸びるタイプだ。

「へえっ。歌の試験もあるんですね！　なんだかすごいなあ……。あっ、そういえば柚様って、檸檬乃介様に誘われてアイドル生徒になったんですよね……？」

「ああ、まあそうだけど。ってなんで知ってんだよ？」

「今日、檸檬乃介様が教えてくれました」

「あいつ……、お前にはなんでも喋しやべるな……全まつたく」

　柚様は頭を抱かかえると、溜め息交まじりに言った。

「えへへ……。でも柚様は、きっと最初から、アイドル生徒になるつもりでしたよね？」

　勿論そうだろうと予想しながら甘菜は訊いた。

「別に、なろうと思ってたわけじゃないけど……、檸檬乃介が一人で心細そうだったから」

　しかし柚様から返ってきた答えは、なんだか意外なものだった。

「へえ……柚様って、優やさしいんですね……」

「べっ、別に優しくねえよっ。アイドル生徒になったら大学の推薦も貰いやすくなるしっ」

　その甘菜の言葉に、柚様は少し動揺しながら、無意味な反論をする。

「あははっ。でも、学費無料なのいいですよね。キャーキャー言われるのも楽しそうです」

　なんだか途と端たんに、柚様が可愛く思えてきて、甘菜はちょっと笑ってしまいながら言った。

「お前だって別に、なろうと思えば、男子校のアイドル生徒になれただろ」

　するとまた柚様の口からは、思ってもみない台詞が飛びだした。

「えっ？」

　思わず目が点になる。

「さっき、来夢と一緒に色々歌ってたの聴いてたけど、結けつ構こうなんでも歌えてただろ。それにダンスもできるし、まあ、可愛いほうだし」

　柚様は、冗じよう談だんではない口調で、言った。

「へっ……」

（え……いま、柚様、私のこと、可愛いほうって言った…………？　言ったよね!?　可愛いほうって、つまり、柚様から見て、可愛いって思われてるってことだよね……!?）

「わ、私って、可愛いほうですか……!?」

　甘菜は、顔を赤らめ、史上最高に嬉しくなりながら訊いた。

「まあ、たぶん」

　柚様は普通に頷いた。きっと、生まれつきの小悪魔とはこの人のことだと甘菜は心の中で感じる。

「じゃあ、あの……柚様の好きなタイプって、どんな子ですか……？」

　脳内で、いつものお花畑にワープしながら、甘菜は調子に乗って訊いた。

（好きなタイプ……？）

　すると柚様は、深しん刻こくな表情で考えはじめ───、二分の沈黙のあと、小さく息を吐くと、じっと真剣な眼まな差ざしで甘菜を見つめ、

「…………お前…………」

（っ……!?）

「…………って、いつも難むずかしい質しつ問もんしてくるよな」

　真面目な顔で言った。

「……そう、ですかね……」

　浮かれて、少しでも期待してしまった自分が馬ば鹿かだった……。甘菜は二分間のどきどきを返せと思いながら、溜め息をつくように言った。

「じゃあ俺、もう寝るから、お前も早く部屋帰れよ」

　それから少しして、柚様はくるりと後ろを振り返り、言った。

「あ、柚様っ」

　甘菜は無意識に呼び止めた。

「なんだよ」

「お……おやすみなさい……！」

　きっと、その言葉を言いたかったからだ。

「うん……、おやすみ」

　柚様は、輝く月の下、きっとまた無自覚に、小悪魔に微笑んで言った。
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（はぁ……柚様と二人きりのビーチ……たのし……かったな。それにおやすみって言えた！　なんか嬉しいな、おやすみ……なんて）

「ふふふ………。ってぇ……！　なんで私の部屋に来夢君がいるの!?」

　ビーチから戻り、指定された部屋の扉とびらを開けた甘菜は、来夢様が水玉模様のパジャマを着て、ベッドの上でころころしているのを見つけ、声を荒あららげた。

「え？　同じ部屋だからだけど？　寝室三部屋しかないし。言ってなかったっけ？」

　青ざめる甘菜に対し、来夢様は飄ひよう々ひようとした表情で言う。来夢様が勝手に割り振ったのは、嘉保須様と月出里様、柚様と檸檬乃介様、そして、甘菜と来夢様──という組み合わせの部屋割りであった。

「[image: ]………あ、その……来夢君は……、男の子だよね……？」

　そう──来夢様は、幾いくら美少女とはいえど、身体上、れっきとした男の子。

「そうだよ？」

　しかし来夢様は、何か問題でも？　と言わんばかりに、甘菜を見つめる。

「……でも……」

（いくら来夢君でも、男の子と一緒の部屋に寝るなんて……!!）

「大だい丈じよう夫ぶだよ、何もしないよ。って、もしかして何かしてほしいのかな……？」

　ふふふ、と不ふ敵てきな笑いを浮かべて言いながら、来夢様は、じゃれるように甘菜の手を引っ張ると、やや力強くべッドに押し倒した。

「や、……ち、違うよ……！」

　そのまま来夢様に覆い被さられ、思わず見つめあう形になり、甘菜はどきりとして、顔を逸らしながら、首をふるふると横に振った。

「じゃあ、可愛すぎるのもいい加減にしてね」

　不安すぎて涙目になる甘菜を、真面目な面おも持もちでじっと見つめたあと、来夢様はいつものようににこりと笑い、ぱっと手を離した。

「え、あ……はい」

（なっ、可愛すぎるって何……っ!?　そもそも来夢君のほうが可愛すぎるのに、意味わかんない……っ。でも来夢君……、結構、強い力だったな……）

「はぁ……」

　甘菜は大きな溜め息をつく。益々不安になってきたのだった。




　──それから……。その夜は、朝までどきどきして眠れなかった──……。

　と……、言いたかったけれど、前日あまり眠れていなかった甘菜は、見事なほどに爆睡していた。

（……寝すぎでしょ……）

　大丈夫だよ──とは言ったものの、あまりにも警けい戒かい心しんのない甘菜の寝顔に、来夢様は溜め息をつき、呆あきれる。

（チューしてもばれなかったりして……）

　意地悪く思いながら、顔をぎりぎりまで近づけてみる。けれど、甘菜が起きる気配は微み塵じんもない。でも次の瞬間、

「柚様……」

　夢の中にいる甘菜の口からは、吐と息いきのようにその名前が漏れた。

「……柚様、か……」

　来夢様は儚はかなげに呟く。

「そうだね……」

（……あのとき応おう援えんするって言っちゃったし、この調子じゃ、きっとファーストキスだろうから、可か哀わい相そうだし、今日はこれで勘かん弁べんしてやろう……）

「おやすみ、姫様」

　きっと、目覚めたくもないくらいに幸せな夢を見ているのだろう。微笑む甘菜の額ひたいに、チュッとキスを送り、来夢様も眠った。
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　翌朝、先ほど眠ったばかりの嘉保須様を除き、甘菜と王子達は広々としたダイニングで、朝食を摂とっている。食卓に乗っているモーニングは、まるでマリー・アントワネットにでもなってしまったのかと錯さつ覚かくしてしまうような、煌びやかで色とりどりな品揃えだ。そしてそれは、またもや夜中のうちに、「眠れなかったし、暇だったから作っといた」という理由で、嘉保須様が準備してくれていたものだった。そう書き置きがあったのだ。

「昨日、可愛かったな、甘菜」

　大好物のマカロンを口に頰ほお張ばり、甘菜の寝顔を思い浮かべながら、来夢様は言った。

「[image: ]っ!?」

　その危き険けんな発言に、甘菜は思わず、口に運んでいた途中のマカロンを落とした。

「来夢君、一つ確かく認にんしておきますけど、まさか姫様に何もしていないでしょうね？」

　ソーサーに置かれたコーヒーカップをガタガタと震ふるわせながら、月出里様が訊く。

（てゆうか月出里さん、すげぇ寝ね癖ぐせ……）

　そして柚様が心の中で突っ込んでいるように、月出里様の髪かみには、一体どんな恰好で眠ったのだろうと不思議になるくらいの壮大な寝癖がついていた。

「まあ、男女が同じ部屋で眠るわけだから、何もないとは言いきれないかな……って」

　来夢様はそのくるりと跳ねた寝癖の先を見つめながら、にやりと笑って言う。

「ぶっ」

　その瞬間、本能的によからぬ想像を巡らせてしまった柚様は、飲んでいたレモンティーを吹きだした。飛沫しぶきが少し、檸檬乃介様の顔にかかる。

「ちょっ……、柚、やめてよ汚きたない、何動揺してんの」

　怪け訝げんそうな顔で、顔に飛んできたレモンティーを拭ふきながら、檸檬乃介様は言う。しかし檸檬乃介様も、摑つかんだクロワッサンをお皿に落とすくらいには動揺していた。

「ど、動揺なんてしてねえよ」

　言いながら、明らかに動揺している柚様に、妙みような誤解をされたくない甘菜は、

「あ、あの柚様…………、私、何もされていませんから……たぶん」

　なぜか顔を赤らめながら、睡眠中のことは、どう頑張っても思いだせないが、言った。

「べっ、別に俺に報告しなくていいよ……。って、たぶん、ってなんだよ！」

　柚様も、なぜだかつられて赤くなる。しかし、甘菜の言葉にはまるで信しん憑ぴよう性せいがなかった為、ただ余計に苛ついただけだった。

「一昨日、あんまり寝てなかったので、昨日はいつ眠ったかも覚えてなくて……へへ」

　次し第だいに不機嫌になる柚様に向かって、甘菜は、へらへらと笑いながら言う。

（……こいつ、大丈夫かよ……）

「はぁ……」

　もう、その能のう天てん気きさには、苛いら々いらも吹き飛ぶ。呆れるように、柚様は溜め息をついた。

「大丈夫だよ甘菜……。痛いことは……、してないから」

　しかしそのあと、漸ようやく静まりかけたその空間に、再びにっこりと微笑みながら落とされた、爆ばく弾だんのような発言に、また全員が飲み物を噴きだすことになった。
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「で、今日は練習するのですか？」

　無駄にどきどきしながら朝食を食べ終えたあと、各自リビングでリラックスし始めるメンバーに向かって、甘菜は訊いた。

「え、もう帰るんでしょ？　充分楽しんだし」

　檸檬乃介様は、相変わらずpaper phoneでゲームをしながら言う。甘菜のラッキーガール効果もあって、パズスタにおいての檸檬乃介様の順位は、全国二位にまで上昇している。

（誰だよこの一位の、dekoponって奴やつ……）

　そして檸檬乃介様はいま、顔も知らない一位の奴に闘とう志しを燃もやしている。

「……えええ！　何しに来たんですか!?」

「うーん、バカンス……？」

　首を傾げて檸檬乃介様は言う。しかし確かにあのとき、美果の提示したものは、一言で表すと、ただのバカンスだったのだから、それは強あながち間違いではない。

「駄目ですよ！　ちゃんと練習しなきゃ……一応、合宿なんですから……」

　けれど甘菜は、珍しく真面目に言った。この自由奔ほん放ぽうな王子達の中にいると、必然的に、自分がしっかりしなければならないという思いが溢あふれてくる。

「じゃ、一通りだけやるか」

　すると柚様は、せめて二日目は合宿っぽくしようと奮ふん闘とうしている甘菜のことを見かねたように、ソファから腰を上げて言った。

「ゆ、柚様……！」

「い、言っとくけどお前の為にやるんじゃないからな！　学園祭も近いから、練習しとかなきゃ身体からだ鈍なまるだろっ」

　柚様から賛さん同どうを得るなんていう、はじめての出来事に感動しきっている甘菜に向かって、柚様は半ば照れ隠かくしのように、やや早口で言った。それに実際、練習は、甘菜の為にやるのではない。学園祭に向けて、そろそろ真剣に練習をしなければならない時期なのである。




　それから、昼過ぎになってようやく起きだしてきた嘉保須様を交えて、メンバーは夕方過ぎまで練習を行った。

　帰りのリムジンの中では、行きとは真逆で、嘉保須様が一人だけ起きていて、あとは皆、甘菜も含め、爆睡だった。けれど、途中ふっと、甘菜は微かすかに夢から醒さめた。うっすらと目を開けて、王子達の無防備な寝顔を見つめる

（あんまり合宿……っぽくはなかったけど、すごく楽しかったな……。柚様と、二人で話もできたし……。二学期も、皆に会えるのが、楽しみだな……）

　そうして、朧おぼろにそう思うと、浅あさい眠りに落ちていくように目を瞑つむった。

　目を瞑っていても、窓まどの外の景色が流れてゆくたびに、少しずつ夏が終わっていくような、そんな、気がした。
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【発はつ掘くつ】黒くろ中なか学園・ラブラックホールの新メンバー・黒くろ川かわ昴すばる様がやばい。

　◆画像有→　URL:http://www.kuronakagakuen........




＞ぎゃー！　めっちゃ、かわかっこいい！

＞やばい、ドストライク。私もう美柑学園諦あきらめて、黒中学園にしようかな……。調べたら、倍率もそんな高くないみたいだし。

＞↑しかし昴様人気で、跳はねあがる可能性大。

＞でも美柑学園よりは全然余よ裕ゆうで受かるでしょ？

＞そりゃそうだ[image: ]

＞とりあえず学園祭見に行こうかなー。歌い踊おどる昴様見たい！

＞あ、でも美柑学園と日にち被ってる。

＞うそ！　皆どっち行く？

＞私、昴様見に行こうかなー

＞柚様は？

＞柚様は、去年見たしにゃあ。

＞私も去年見たし、今年は昴様行こうかな。

＞ダークホース、現あらわる、ですな[image: ]
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「じゃあ最終確認ですが、今年の学園祭はテーマソングの『Citrusシトラス☆Fruitフルーツ★Princeプリンス !』と、新曲の『君はvitaminビタミン』、続いて『limeライム/rhymeライム』『れもんだもん』、ラストソングは『蜜み柑かんとオレンジの恋と憂ゆう鬱うつ』の曲順で決定しましたので、今日からは本番通りの曲順で練習します」

　張はりつめた雰囲気の生徒会室では、月出里様が、いつもの変態眼鏡らしさはない、生徒会長らしい緊張感のある声を発する。

　夏休みが終わり、美柑学園にも、国から指定される学園祭の日取りが、もう一週間後に迫ってきているのだ。アイドル生徒にとって、学園祭は一大イベント。なぜなら、その盛況ぶりで、人気学校ランキングが決まるといっても過言ではないのだ。なので、どこの学校も、学園祭には命をかけている。

「了りよう解かいです」

　王子達は声を揃えて言う。思わず見惚れてしまうほど、皆、真剣モードだ。
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「そういえば、今年の文化祭、黒中学園と日につ程ていが一緒なんですね」

　その日、通し練習が終わったあと、ふと甘菜はその情報を思いだして言った。最近、おにゃの子ちゃんねるでは、昴様派と柚様派が対立して、ちょっとしたお祭り騒さわぎになっている。

「黒中学園？」

　なにそれ美味しいの？　とでも言わんばかりに、来夢様がきょとんとした顔で首を傾げる。

「はい、ラブラックホールっていうアイドルグループがいる学園です」

「ふうん。ラブラックホールって聞いたことないけど、人気なの？」

「去年まではあんまりだったみたいですけど、今年は新メンバーの、黒川昴様が、超恰好いいって話題で、人気急上昇中なんです」

　甘菜は、おにゃの子ちゃんねるに載っていた昴様の顔を思い浮かべながら言った。

「へ～、そうなんだ～。詳くわしいね。甘菜も好きなの？」

「好きっていうよりは……、私、最初は黒中学園を受験しようと思っていたので、そのとき、調べてたんです」

「…………ふうん、なんかムカつくな」

　来夢様の質問に、甘菜が正直に答えると、鏡の前で髪の毛を整えていた柚様が不機嫌そうに呟く。

（はっ。も……もしかして柚様、私が柚様以外のことを調べてたのが気に入らなかったのかな……!?）

「あ……！　でも今は、もう柚様一ひと筋すじですから……！」

　その結果、甘菜はかなりの勘かん違ちがいを引き起こして言った。

「ちっ、違えよ。そういう意味じゃねえよ！　俺以外が人気なのがムカつくって言ってんだよ！」

　勝手にヤキモチを妬やいているような設せつ定ていにされた柚様は、思わずソファから立ち上がり、やや激はげしい口調で言った。

「す、すみませんっ……」

「まあでも、その昴君ってコがすごい人気なんだとしたら、今年はお客さん減へっちゃうかもしれないね」

　そんな二人のやり取りを薄うすら寒い目で見つめたあと、檸檬乃介様が神妙な面持ちで言う。笑い話などではなく、もしもそうなった場合、かなり深刻な事態だからだ。

「確かに……、それはそうかもしれません……」

　甘菜は、苦い思いで言った。でも、あの掲示板のやり取りを見ている限かぎり、柚様派と昴様派にわかれていたくらいだし、お客さんが減っても不思議ではない──。

「それは困りますね。何か手を打たないと」

　月出里様も顎あごに手を当てると、いつにもまして真剣な声色になる。やはりアイドル生徒会にとって、学園祭のお客さんが減るのは、大問題なのだ。

　なぜなら、お披露目ライブはほんの一握りの女の子しか来られないが、学園祭ライブは誰でも参戦することができる。そして、そのライブの模様は、idolアイドル tubeチユーブに沢山ＵＰアツプされる。（学園祭においては、誰でも勝手に動画を撮とってＵＰしてもいいのだ）ということは、沢山お客さんが来てくれたほうが、沢山の動画がＵＰされるということになる。

　志望校は、学園祭ライブを見て受験校を選ぶ生徒が大多数であり、当然地方の中学生などは、動画を見て志望校を決める。つまり受験者数＝人気学校ランキングは、学園祭ライブの集客にかかっているといっても過言ではないのだ。

「姫様はラブラックホールとやらに詳しいんですよね。何か、意見ありますか？」

　続けて、月出里様は訊いた。

「うーん……、詳しいってわけじゃないのですが、私は、もしも美柑学園と黒中学園が同じくらい気になっていたとしたら、見たことがないほうを見に行くと思います……。でも、柑橘系王子の、学園祭初公開の新曲とかがあるなら、絶対に美柑学園に行きたいです！」

　甘菜は少し考えてから、忌き憚たんのない意見を言った。以前なら何も考えず、「私はなにがあっても柑橘系王子を見に行くと思います！」なんて意見を発していたと思う。けれど、メンバーと過ごすにつれ、甘菜にも少しずつ姫様の自覚が芽生え、生徒会の一員として、真剣に物事を考えるようになってきた。

「それは……そうだと思うけど、でもあと一週間しかないのに、今から新曲を用意してもらうなんて無理だしな……」

　けれど柚様が、冷静に反論する。確かに今から新曲を発注して、憶おぼえて、振ふり付つけもして練習もするなんて、到とう底てい無理な話だ。

「そ、そうですよね……。でも、柑橘系王子のちょっと切ないバラードとか、聞いてみたいなって思っちゃって……」

　だから柚様の意見は正しい。でも、少しだけ残念に思いながら、甘菜は言った。

「……バラード、作ってみようかな……」

　するとそのとき、練習に疲れて、ソファで眠っていた嘉保須様が、ぼそりと呟いた。

「…………!?」

　甘菜を筆頭に、みんなが一斉に、嘉保須様のほうを振り返る。

「新曲……、ないと困るんでしょ……？」

　驚いたような表情のメンバーと甘菜に、嘉保須様は、余裕そうに微笑んだ。その微笑みは、まるでどこかの神様のようだった。

「は、はいっ……！」

　まだ現実味が湧わかないなか、甘菜は大きく頷いた。

（……そっか、嘉保須様って、ピアノの腕、プロ級なんだ……っ）

　そして、そのことを思いだして、ちょっと感動して、足が震えた。

「うん、嘉保須さんの曲ならいいかも……。ボクも聴きたーい！」

「それにバラードなら、ダンスもそんなになくていいしね。賛さん成せい」

　はしゃぐ来夢様に続いて、檸檬乃介様も、ゲームをする手を止めて言った。

「俺も、いいと思う」

「……じゃあ、三日後までに頼めるかい？　嘉保須君」

　柚様が頷いたあと、ややあって、月出里様が本格的に訊たずねた。

「うん。というか、明日までに作ってくるよ。暇だしね」

　嘉保須様は再び、神こう々ごうしい笑顔で言った。
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「キャー！　嘉保須様が！」

　翌朝、やけにクラスメイト達がはしゃぎはじめたと思ったら、嘉保須様が教室を覗のぞいていた──というか、何かを訴えるかのように甘菜を見つめていた。甘菜は一瞬、ぎょっとしたが、もしかして新曲の件かもしれないと思い、急いで廊ろう下かに出た。

「おはよう。曲ができたから、放課後、メンバーに披露してもいいか、まず聴いてみてくれるかい？」

「は、はいっ……！」

（わあっ、本当にできたんだ！　どんな曲かなあっ）

　甘菜は浮き浮きしながら、嘉保須様と生徒会室に向かった。生徒会室には、勿論、ピアノも完備されているのだ。

「じゃあ、歌うからここへ来て」

　生徒会室に着くと、嘉保須様は早速、甘菜を自分のすぐ隣に立たせ、ピアノの鍵けん盤ばんを弾はじいた。それは、なにもかもが透き通ってしまう魔法がかけられているかのような、音の連つらなり。甘菜は一瞬にして、その曲の世界のなかに吸い込まれるように耳を澄すませた。




　♪甘あま酸ずっぱいプリンス





　僕は　プリンス

　世界一　甘酸っぱい　プリンス







　あの時　まだ酸っぱかった僕に

　君が　砂さ糖とうを降りかけてくれた

　それは　甘い　甘い　魔法みたいな砂糖

　嗚あ呼あ　そうだよ

　君がいれば　僕はそれで良かった







　ねえ　君

　君は今どうしてる

　はやく僕の処ところへ帰っておいでよ

　そうじゃないとまた　僕は酸っぱくなってしまうよ

　はやく砂糖を降りかけて

　魔法みたいな　とびきり甘い砂糖







　いつまでも　いつまでも　待っているよ







　ねえ君　僕はいま

　世界一　甘酸っぱい　プリンス






「っうっ……。す、すごい……すごいいい曲ですねっ、嘉保須様……！」

　曲が終わると、甘菜の目からは、滴したたり落ちる雨あま粒つぶのように、涙なみだがぽろぽろと零こぼれていた。だってそれは、あまりにも素敵な曲だった──。というより、完全に神かみ曲きよくだった。

「そうかな……」

　嘉保須様は珍しく、少し照れくさそうに言った。

「はい、もう間違いなく神曲だと思います。私、『甘プリ』今迄の曲のなかで、一番好きかもしれません……」

　甘菜は、声を震わせながら感想を述べた。ライブで観る分には、甘菜的にはやっぱり『lime/rhyme』が最高だが、良いバラードというのは、アイドルの姿がなくても、そのメロディーを聴いているだけで感情を搔かき立てられてしまう。

　甘菜はぐすっと涙を拭ぬぐう。

　──瞬間、嘉保須様は、甘菜の手首を摑むと、やや強い力で自分に手た繰ぐり寄せ、その身体を、ぎゅっと抱きしめた。

「……っ!?　か、嘉保須様……!?」

　あまりの唐とう突とつな出来事に、思わず、声が上ずる。それにこんなふうに、男の子に強く抱きしめられるのなんて、生まれてはじめてだった。

「突然、こんなことしてごめんね？　君に言いたいことがあって……。まあ、もしかしたらもう知っているかもしれないけど……僕はね、女性が怖こわいんだ……。こうしてアイドル生徒になったのも、それを克こく服ふくする為だった。でも、ステージの上では気持ちを切り替えられても、やっぱり無理だって、諦めてた……。だけどね、あのとき、生徒会室ではじめて君を見たときから、こうして抱きしめたいと思ったくらい君のことだけは大丈夫だったんだ……」

　そして嘉保須様は、ぎゅっと腕のなかに甘菜を包み込んだまま、耳元で、そう囁くように告げた。

「なんで、ですか……？」

　どきどきしすぎて、うまく声がでない。甘菜は、きゅっと目を瞑り、小さく訊いた。

「……飼ってた…………、ポメラニアンに似てるんだ……」

　しかし、嘉保須様の口からは、思わぬ返答が寄せられた。

「…………え？」

　思わず、素すの声がでた。甘菜は、嘉保須様の腕のなかの、いい香りのする薔ば薇ら園えんのような場所から、一気に、ただの現実へと引き戻される。

（ポメ、ラニアン……？）

「アンナっていってね……、三年前にこの世からいなくなってしまったんだけど……、ちょうど君の髪みたいな毛の色で……ふわふわしてて、すごく健けな気げで、人ひと懐なつっこくて、僕のことが大好きで……、柚君に夢む中ちゆうな君を見ていると、僕とアンナを思いだしてね……。この曲も、アンナのことを思って書いたんだ。でも同時に……、僕は君のことを思いながらピアノを弾ひいてた……」

　嘉保須様は、茫然とする甘菜を抱きしめながら、途中から声を震わせて言った。

（……よく……わからない。けど……。だから、私の顔見るたび、泣いてたのか……）

　混乱しながらも、今まで嘉保須様が情緒不安定だった謎は解けた。

　でも、何と返事をしていいのか全くわからない。たぶん誰に訊いてもわからないだろう。

「……もしも僕が、君のこと好きになったら、困るかい？」

　それから暫しばらく、嘉保須様に抱きしめられたまま、甘菜が複雑な気持ちでいると、嘉保須様はいつになく真剣な表情で訊いた。

「えっ……？」

「……柚君より、僕のほうが、君を幸せにできると思うよ」

　思わぬ発言に固まる甘菜の髪の毛を梳かすように撫なでながら、嘉保須様は続けて、耳元で囁くように言った。

（………──っ!!）

　その言動に、化学反応でリトマス試験紙が染そまっていくように、甘菜の耳は、真っ赤になっていく。恥ずかしすぎて、言葉が出ない。甘菜は益ます々ます、固まってしまった。

「その反応も……、君は本当に、可愛いね。急がないから、質問の答え、考えておいてくれるかい？　……といっても、いつか必ず、僕のものにするんだけどね……」
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　嘉保須様は、クスッと笑い、再び耳元でそう告げる。

　そしてそっと甘菜の身体を解放し、生徒会室から去って行った。

「あ……」

　しかし、その扉の向こうには、柚様が立っていた。昨日はpaper phoneを充電し忘れて眠ってしまい、生徒会室に常備している予備バッテリーを取りに来たのだ。

「もしかして聴いていたかな？　……まあ、そういうことだから……、ごめんね」

　けれど少しも動じることなく、嘉保須様は、逆に動揺している柚様に向かって、にこりと笑って言った。

「……あ、はい」

　柚様は反射的に頷く。

（……って、なんか頷いちまったけど……、ごめんねって何だよ!!）

　でもその数秒後、全てに苛つきすぎて、柚様は、何年かぶりに地じ団だん駄だを踏ふんだ。





[image: ]






（いつか必ず、僕のものにするって……、どういうことなんだろう……）

　放課後、嘉保須様がメンバーに『甘プリ』を披露しているなか、甘菜の脳味噌の中では、まだ今朝の嘉保須様との出来事が、ぐるぐるとリフレインしている。

「わあ……っ。すっごいいい曲っ……！」

　甘菜が茫然としているあいだに、曲が終わる。来夢様は目を潤うるませながら感想を放った。

「うん。さすが嘉保須君。本当に素晴らしいです。これなら、ラブラックホールとやらにも負けないですね！」

　月出里様も、感かん嘆たんの声をあげる。

「振り付け、どうしますか？」

　柚様が訊く。今朝の一件で、嘉保須様にやや苛ついているのは事実だが、それとこれとは別で、学園祭のことは手を抜くわけにはいかないのだ。

「それは、生徒会長として私が考えましょう」

　すると、意外にも月出里様が挙手をした。

「え……月出里さんが……？」

　檸檬乃介様が、引き攣つった顔で言う。

「檸檬乃介君、何か問題でも？」

「いや……別に……ないですけど」

（なんか、自信満々すぎて怖い……。けど、面倒くさいし任せよ……）

　檸檬乃介様は、眼鏡を光らせ自信が漲みなぎっている月出里様に圧迫されるように、反対することを諦めた。それに、三年生にとっては最後の学園祭だ。嘉保須様が曲を作ったのだから、月出里様が振り付けをするのが、自然なのかもしれない。

「な、なんかっ、楽しみですね☆」

　来夢様も、月出里様の振り付けに一いち抹まつの不安を抱きながらも、弾んだ声を作る。

「でも、それもこれも、甘菜が提案してくれたおかげだよねっ！」

　そして、今朝から放心状態の甘菜に駆け寄ると、手を取り、にこりと笑って言った。

「えっ？　……あっ、私は何もしてないです……っ。嘉保須様が、素敵な曲を作ってきてくれたから……」

　甘菜はその来夢様の言葉に、夢から醒めたように意識を取り戻すと、少し顔を赤らめながら、嘉保須様を見つめ、言った。嘉保須様は、そんな甘菜を見つめ返し、優しく微笑む。

「…………じゃあ、練習するか」

　そんな、二人の何かわけあり気な様子を目の前にして、やや不機嫌に言い放つ柚様に、

「そうしようか」

　嘉保須様が穏やかに笑う。二人の間には、密ひそかに、小さな火花が散っていた。
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　翌日に本番を控えたその放課後、月出里様による前ぜん衛えい的てきな振り付けもつき、新曲『甘プリ』は完成した。

「じゃあ甘菜、また明日ねー」

「お先に失礼します」

　最後の通し練習が終わったあと、王子達は、いつものようにぐたぐだとはせず、早々と帰っていく。というのも、もう時刻は二十一時半を回っていたし、今日ばかりは、明日の為に、体調を崩くずすわけにはいかないのだ。でも柚様は、明日の告知を担当しているので、まだ真剣な顔で、paper padにメッセージを打ち込んでいる。

　甘菜は、できるだけ物音を立てないように、生徒会室の片付けをしていた。さっき、来夢様に「一緒に帰ろうよ」と誘われたけれど、柚様を一人残して帰るのは、心苦しすぎて無理だった。だから今、生徒会室には、甘菜と柚様の二人きりだ。

「わ、私、明日の衣い装しようを取りにいってきます」

　かといって、集中している柚様の邪じや魔まをしてはいけない。そう思って、甘菜は言った。どうせ明日の朝、衣装を取りにいって、生徒会室で着替えるのだから、今から用意しておいても問題はないはずだ。

「ああ」

　明日の告知のことで、集中している柚様は、半分上うわの空で返事をした。

（ん……衣装？　……あいつって、明日俺達がなんの衣装着るのか、わかってんのかな……。いや……、わかってないよな……絶対）

　数分後、何も考えずに返事をしたものの、よく考えてみれば、甘菜がどの衣装を着るか把握していないことに気づき、柚様はpaper padを置いて、いそいで衣装室に向かった。

　しかし、衣装室に辿りつくと、甘菜はまだ来ていない。

（迷ってんのかな……）

　衣装室は、南校舎の地下にある。なので、迷っている可能性も充分に考えられるが、もしかすると奥のほうにいるのかもしれないと思い、柚様は衣装室の奥に進んでいった。

（やっぱ、いないな……）

　でもそのとき、カチャッとドアの開く音がして、

「やっと着いた……」

　衣装もまだ運んでいないというのに、すっかり疲れた様子の甘菜が入ってきた。案の定じよう、迷っていたらしい。

（……はぁ……、疲れた。それにしても衣装室って、結構、広いんだな……）

　そして甘菜はそのまま、柚様がいることも知らずに、奥に進んでいく。

「えっと……衣装は……」

（あ……私……、明日、皆がどの衣装着るのか知らない……）

　──でもそれは……、甘菜が軽く絶望したそのときだった。

　突然、ガチャリ──と、自動で閉まるはずのないドアが、閉まるときの音がして、

「「えっ!?」」

　二人は、反射的にドアのほうを振り返った。

（ん!?）

　そのとき、なぜか耳に飛び込んできた、その柚様っぽい声に、甘菜はぱっと振り返る。するとそこには、幻想でもなんでもなく、柚様がいた。

「……柚様っ!?　どうしてここに!?」

「どうしてって……、お前が、明日何着るかも知らねえのに衣装取りにいったからだろ」

　突然のことに、驚きを隠せない甘菜に、柚様は呆れたような顔で言った。

（え……、っていうことは、柚様、わざわざ教えにきてくれたってこと……!?　ああっ、……柚様って、なんて優しいのっ……！）

「つうか、そんなことより、はやくドアが開くか確認してこい。何か今、嫌な音した」

　けれど今はときめいている場合ではないらしい。柚様は少し険けわしい表情になって言った。

「は、はいっ」

　慌てて頷き、甘菜は入り口のほうに戻り、ドアに手をかけた。けれどドアは開かない。

「えっと……、閉まってるみたいです」

「……やっぱりか……」

「で、でも、中から開けられますよね？」

「……無理。この部屋、防ぼう犯はんタイプだから、侵しん入にゆう者しやがいたら閉じ込めるようにできているから、外から鍵閉めたら、中からは開かない」

「……それって……あの……どういうことでしょうか？」

「……閉じ込められたってことだよ」

　柚様は溜め息交じりに言った。

「えええっ!!　閉じ込められたって……、だ、誰にですか!?」

「そんなの知らねえよっ！　まあでも……、お前が入った瞬間を狙ねらってロックされた感じだったし、もしかしたら、お前のことをよく思ってない奴かもな……」

　柚様は、先ほどの状況を冷静に思いだしながら言った。

「……私のことを、よく思っていない人……？」

　胸に手を当てて、考えてみる。けれど、全然思い当たらない……。だって甘菜は、美柑学園に入学してからというもの、唐とう子こと生徒会メンバー、美果や先生達くらいしか、大した関かかわりがないのだ。でも、甘菜という存在にではなく、姫様という存在になら、嫉しつ妬としている生徒は沢山いることだろう。

「……まあ、俺と一緒だとは思ってなかっただろうけどな」

　柚様は言う。確かに、姫様に嫉妬している相手が犯人だとするなら、わざわざ柚様と二人きりにはさせないだろう。

「そ、そうですよね……。なんだか、巻き込んでしまってごめんなさい……」

「別に……お前の所為じゃないだろ」

「はい……。だけど……、明日柚様、大切な学園祭ライブなのに……。それまでに開かなかったらどうしよう……」

　なんだか途端に不安になってきて、甘菜はちょっとだけ泣きだしそうになりながら言った。それにこんな大事なときに、自分の不注意のせいで、柚様に迷めい惑わくをかけてしまったことが不ふ甲が斐いない。衣装を取りに行くのなんて、明日でも充分間に合ったのだ。

「まあ、それは心配いらないよ。どうせ衣装は必要だから、最悪、明日の朝には開くだろうから……」

　少し涙目になっている甘菜を見かねて、柚様は珍しく優しい口調で言った。

「……そっか、そうですよねっ。……あっ、でも、中から開かなくても、誰かに連絡を取れば、いますぐ開けてもらえるんじゃないですかね……？」

　柚様のその言葉に、少し落ち着きを取り戻した甘菜は、はっとひらめいて言った。

「あっ、それもそうだな」

　柚様もはっとして、すぐにポケットからpaper phoneを取りだす。

「……駄だ目めだ、バッテリー切れてる……。お前は？」

　けれど今日は、学園祭の告知で、一日中paper phoneを駆く使ししていた為、バッテリーが切れていた。予備バッテリーも、生徒会室に置いたままだ。

「あ……えっと、私は……、あ……。ペパホ、生徒会室です……」

　甘菜も、スカートのポケットを探さぐる。でも、paper phoneは、鞄かばんの中に入れっぱなしだ。

「はぁ……。ここ、見回り来ないし……、最悪、朝になるまで待つしかないかもな……」

　その結果に、さすがに柚様も、大きな溜め息をついた。衣装室には、更衣室とメイクルーム、シャワーやお手洗いが完備されているので、幸い、水回りの心配はないが、さすがに地べたでは、ゆっくり眠ることなどできないだろう。即すなわちそれは、明日のライブに万全の体調で臨のぞむことは期待できないということだ。

　けれど、そんな現実的な思考を巡らせる柚様とは対照的に──、

（どうしよう……、朝まで柚様と二人きり……。……それって、それって……、絶対ときめきイベント発生するよね……!?）

　甘菜の頭の中では、こんな時ですら、お花畑な妄想が膨らんでいた。

「そ……そんなの、私は嬉しいですけど……、どう考えても、柚様は困りますよね……!?」

　甘菜は、お花畑状態と罪悪感が混在した、よくわからないテンションになり言う。

「まあ、そりゃ困るけど……、閉じ込められちゃったものは、しょうがねえだろ」

（てゆうかこいつ、こんな状況なのに嬉しいのかよ……。わかんねえ……）

　冷静に言いながら、柚様は諦めたように、その場に座り込んだ。

「柚様って、意外と……、冷静なんですね」

「騒いでも、体力消しよう耗もうするだけだからな……、……って、どういう意味だよ」

「え、えへへ……」

　眉を顰ひそめる柚様に、自分の発言を誤ご魔ま化かすように苦笑しながら、甘菜もその場に座った。

「……あ、そういえば昨日、唐子ちゃ……じゃなくて、友達に聞いたんですけど、美柑学園では、学園祭が近づくと、楽しみにしていた学園祭の前日に死んでしまった無念な生徒の霊れいが出るって話があるみたいなんですけど……、柚様知ってますか？」

　そしてふっと、昨日、唐子から聞いた話を思いだして、甘菜は言った。甘菜は特に霊などを信じるタイプではないのだが、なんでもそれは美柑学園の七不思議の一つらしいのだ。

「は、はぁっ!?　し、知らねえよ!!　そ、そんな馬鹿みたいな話信じてんじゃねえよッ」

　すると柚様は、ちょっと怒るみたいに言った。

「そっ、そうですよねっ。ごめんなさい」

（……柚様……、もしかして怖いのかな……？）

　内心甘菜は思う。それは的中していて、柚は昔から、霊的な話が大の苦手だった。

　──それから少しの間、衣装室には、沈黙が流れた。

　本当にこのまま、朝まで過ごすのだろうか……。不安になりながらも、甘菜は心の片かた隅すみで、美柑学園に入学してからのことを考えていた。あの日、柚様に姫様に選んでもらわなかったら、こんなに柚様の近くで、柚様の横顔を見つめることもなかった。喋ることも、こんなふうに二人きりになることも、なかった。そう思うと、あの日からのことが、全て奇き跡せきみたいに思えた。

「なんか、喋れよ」

　沈黙を破るように、柚様がぼそりと呟く。甘菜の所為で、あれから頭の中が、少女の霊のイメージでいっぱいで、柚様は、それをどうにかして消し去りたいのだった。

「なんか……とは」

「なんかはなんかだろっ。なんでもいいよ」

「じゃあ……えっと……、私、あの日、姫様に選んでもらえて、本当によかったです……。柚様と、こんなふうに喋れるようになるなんて、今でも、夢みたいですっ」

　戸惑いながらも、甘菜は、沈黙の間に、考えていたことを、そのまま伝えた。

「なんだそりゃ……。でもお前……、俺以外のメンバーとのほうがよく喋ってるだろ。……この間も、嘉保須さんから告られてたし」

「……え！　見てたんですか!?」

「見、見てたんじゃねえよ！　見えたんだよ！」

「……そ、そうですか……」

「……あれ、どうするつもりだよ」

　動揺しまくる甘菜に対し、柚様は小さく訊いた。本当は、あれからずっと気になっていたのだ。

「……どうも、しないです……」

「なんで、だよ」

「私は……、柚様じゃないと、駄目だから……」

　少し俯うつむき、甘菜は言った。だってこんな恥ずかしい台詞、柚様の目を見て言うことなんて、できないに決まっている。

「……ふうん……」

　柚様も少し、目を伏ふせる。それからまた、ほんの少しの沈黙が流れ、

「お前さ……」

「はい」

「……あのとき、俺のこと、好きって言っただろ……」

「はい……」

「あれ……どうなったんだよ」

　柚様は言った。

「……え？」

「だからっ……、俺はどうすればいいかって訊いてんだよっ」

「……えっと……それは、あの……どういう意味ですか……？」

「ああもうっ。本当に理解力ないよなお前……」

「すみませんっ……」

　しょげる甘菜を見下ろすように、柚様はふっと立ち上がる。そして甘菜の正面にしゃがむと、無言のまま、意味深に甘菜をじっと見つめた。

「柚……様……？」

　なんだろう──。どくん、どくん、と、心臓がいまにも飛びだしそうになって、その、透き通った湖のような目のなかに、本当に、吸い込まれてしまいそうになる。

「……返事、してやろうか……？」

　そして柚様は、甘菜の逃げ場をなくすかのように壁かべに手をつくと、真面目な顔で言った。

「えっ………？」

　思考が停止すると同時に、何を答える時間もなく、柚様の、非ひの打ち所がないほどの整った顔が近づいてくる。でもそれはあまりにも綺麗すぎて、直視できなくて、甘菜は思わず、柚様から視線を外し、ドアのほうを向いた。

　そのとき、だった──。甘菜の目には、一部が磨すりガラスになっているドアの向こうに、はっきりとした人影が映った。

「きゃ、きゃぁぁ──!!」

　でも、こんな時間、こんな地下の衣装室なんかに、誰かが来るわけがない。即ちそれは、確実にお化けだ。あの学園祭に行けなかった無念な生徒の霊だ──瞬間的にそう確信し、甘菜は無意識のうちに叫んでいた。

「なっ、なんだよいきなり！」

「ド、ドアの向こうに、れ、霊が……っ！」

　柚様は、顔を近づけたことを拒きよ否ひされたのだと思ったが、どうやら違うようで、甘菜は、ドアの向こうを指さして、本気で震えながら涙目になっている。

「れ、霊なんか、いるわけねえだろ！」

　その演技ではなさそうな甘菜の様子に、柚様も、びびらずにはいられない。

　そうして、次の瞬間、ガチャ……、と、ドアが開くと、

「キャァァァァ───ッッ!!」

「ウワァアァァァッ──ッ!!」

　もう脳内で、成じよう仏ぶつできないでいる生徒の霊のイメージが出来上がっている二人は、反射的にお互いの身体に抱き付きながら、同時に奇声を上げた。

「………何……してんの」

　けれどそれは、霊ではなく、唐子だった。
















「……え……？　って……、と、唐子ちゃん……!?　なんでこんな時間に学校いるの!?」

　甘菜は、目を丸くして驚おののきながら言った。

「……ああ、あたし、明日のライブで、柑橘系王子のコピーもやるんだけど、そのとき、もう使わない衣装借りる約束したの忘れてて……、今日のうちに借りてって言われたの思い出して取りに来たんだけど……。甘菜達は、こんな所で抱き合って何してんの……？」

「え……？」

　その言葉に、柚様と甘菜はぱっと顔を見合わせる。そして二人は漸く、自分たちが物凄く密着しあっていることに気づくと、同時に顔を赤らめ、ばっと、光の速さで離れた。

「ち、抱き合ってなんかねえよ……！　こ、こいつが勝手に」

「あ、や、ごごごごめんなさい……！」

「……いや……、まあ、いいんだけど……、で、本当、何してたの？」

　そんな慌てふためく二人をやや引き気味で見つめながら、唐子は冷静に訊いた。

「あ……えっと、閉じ込められてた………」

　きょとんとして、甘菜は答えた。柚様と二人きりという状況に緊張しすぎていて、忘れていたけれど、そういえば閉じ込められていたのだ。

「そ、………そうなんだ」

　唐子は、ただいちゃついていたとしか思えない二人を見下ろしながら、顔を引き攣らせて言った。

　学校の外に出ると、辺りはもうすっかり暗くなっていた。空には、ぴかぴかと星が瞬またたいている。paper phoneで時刻を確認すると、ちょうど二十三時を指していた。ということは、衣装室に閉じ込められていたのは、結局一時間程度だったということだ。

「まあ……とりあえず、早く出られてよかったな」

　星の瞬きを見つめながら、柚様は安あん堵どしたように呟く。

「は、はい……迷惑かけてすみませんでした」

　甘菜も同じように、澄んだ夜空を見上げながら、ほっと胸を撫で下ろした。

「別にお前のせいじゃないだろ」

「はい……でも……」

「はぁ……じゃあお相子。俺もあのとき、鬱陶しいなんて言って悪かったな……」

　柚様は少し気恥ずかしそうに、甘菜を見遣る。

「え？」

　思わぬ言葉に、甘菜は目を見開く。

「今はもう……、お前のこと、鬱陶しいなんて思ってないから……」

　そして、柚様は続けて言った。振り返ってみれば、それは……甘菜がずっと欲しかった言葉かもしれなかった。

「……ほん、とう……ですか？」

「本当じゃなかったら、こんなこと言わないだろ」

　思わず涙声になる甘菜に、柚様は優しい視線を送る。

　なんでだろう──。柚様に見つめられると、幾いくらでも、何回でも、心は、どきりとする。甘菜は眠気も吹っ飛ぶくらいに、嬉しくなりながら、潤うるむ瞳で、柚様を見つめた。

「ほら、友達戻ってきたぞ。車、もう一台手配しといたから、すぐ来ると思うし、早く帰って寝ろよ」
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　それから、柚様が手配してくれた送そう迎げい車しやで唐子と一緒に帰り、明日の準備を整え、二時頃になって、甘菜は漸くベッドに入った。けれど、なかなか眠りに就つくことができない。

〈──……返事、してやろうか……？〉

　だって、その台詞が、頭から離れない。

（柚様……、なんて返事してくれるつもりだったんだろう……？　でも柚様、あのときたぶん……キスしようとした……よね……？　それってもしかして……、ＯＫだったって、ことなのかな……!?　それに私があのときもしも叫ばなかったら、本当にキスされてた……？　てゆうか……、絶対にされてたよね……!?）

「うわああぁっ……！」

　柚様の綺麗な顔が浮かぶと同時に、叫んでも叫び足りないほどの後悔が渦うず巻まく。

　そしてその、ときめきと後悔のセットの波がエンドレスで押し寄せてきて、その夜、甘菜は結局、一睡もできなかった。
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　いよいよ学園祭当日──、柑橘系王子のライブがもうすぐ幕まくを開ける。柚様が懸けん命めいに告知したおかげで、ネットでは「嘉保須様作曲で月出里様振り付けの新曲をやるらしい」という情報で盛り上がり、会場となる校庭には、ものすごい数の女の子達が集結している。

「シトラス！　フルーツ！　プリンス！　オー！」

　開演直前、ステージ裏で、柑橘系王子達は円えん陣じんを組み、代々受け継がれている掛け声で、気合いを入れる。

「じゃ、行ってくるね☆」

「行ってきます！」

　メンバーはそれぞれに甘菜に声をかけて、ステージへと飛び立っていく。

「行ってくる」

　最後、見守る甘菜の頭をぽんぽんと叩いて、柚様も言った。やっぱり、誰に言われるよりも、柚様に言われる言葉が、一番、胸をときめかせる──。

　それから、甘菜も急いで、ステージ裏から会場へ移動した。姫様には、一番前の席で観る権利が与えられているのだ。

　空から無数の流れ星が降ってくるかのようなきらきらとした歓声と共に、柑橘系王子のステージがはじまる。この間は、来夢様の代わりにステージに立っていたから、見られなかった。だからこれが、姫様になってから初めて目にするライブで、メンバーにとっても、入学式以来の、五人でのライブだ。益々進化した五人の『Citrus☆Fruit★Prince !』が、会場を一つにする。月出里様、嘉保須様、檸檬乃介様、柚様、来夢君……。甘菜の目には、一人一人が、特別な光を放っているように映った。

（すごい……）

　その光の輝きに、思わず、涙が込み上げてくる。それは惑まどうことなく、今迄みたどんなステージよりも、圧倒的なステージ──。

『Citrus☆Fruit★Prince !』を歌い終わり、続いて『君はvitamin』を披露すると、嘉保須様がステージ端のピアノの席に移動する。

「それでは聴いて下さい。この日の為に、僕達が作った新曲──『甘酸っぱいプリンス』」

　嘉保須様がアナウンスをすると、新曲『甘酸っぱいプリンス』の音色が、会場に響き渡る。嘉保須様が丁てい寧ねいに奏かなでるピアノの音が、会場に色とりどりの雨を降らせる。

　甘菜は、王子達一人一人を見つめる。するとふと、柚様と視線が重なった。それは柚様がずっと甘菜を見つめていたからだ。

（柚様……？）

　その柚様の眼差しに甘菜はどきりとする。それはなんだか、何かを伝えてくるような視線だった。その視線を浴びたからだろうか──、曲が終わりに近づいていくにつれて、甘菜の心臓は、おかしくなったみたいに動き始める。

（それに、なんか、ふわふわしてきた……。あの振り付けの所為かな……）

『甘酸っぱいプリンス』の最後の音色が弾かれ、演奏している嘉保須様を除く全員で、月出里様考案のペガサスのようなラストポーズを決めた瞬間──、それはまるで突然、催さい眠みん術じゆつにでもかかってしまったかのように、甘菜は意識を失い、ばたりとその場に倒れた。

「……ひ、姫様……！」

　──そう。目を瞑ると、いつだって幸せな世界に行ける。

　甘菜は、ちっとも怖くない暗くら闇やみのなかで、王子達の叫び声を、聞いたような気がした。
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　♪Citrusシトラス☆Fruitフルーツ★Princeプリンス!





　Citrus☆　Fruit★　Prince!

　僕ぼくらが君の王子様　Yeah!







　気が付けば　君のこと毎日考えていた

　教室で　ふと目があって

　照てれくさくて　逸そらすたびに

　なんでだろう　不ふ思し議ぎなくらい　君を　好きになってた







　でも「どこが好き？」かなんて

　訊きかれたってわからないし　答えられないよ

　だってもう　そんなの言わなくても

　僕は　君の全部が　好きなんだ







　だから　ね

　僕の傍そばに　ずっといてよ

　僕の身が　干ひからびるまで

　君の「大好き」で潤うるおして

　ずっと　ずっと──







　Citrus☆Fruit★Prince!

　僕らが君の王子様　Yeah!






　……甘かん菜なは夢ゆめを見ていた。それは、冷たいような、熱いような、酸すっぱいような、甘あまいような……、一体、どんな色のなかにいるのかすらわからない夢。けれどそれは確たしかに夢で、その夢の中では、何百万回聴きいたのだろう、柑かん橘きつ系けい王おう子じのテーマ曲『Citrus☆　Fruit★Prince !』がエンドレスに流れていた。

　それに、なんだかずっといい匂においがしていた……。柚ゆずの香り……、だろうか──。

（ん……？　柚の……香り？）

　柚、という言葉の響ひびきにはっとする。と同時に、甘菜は、浮ふ遊ゆうする、そのいつも傍にあるような柚の香りと共に、目が醒さめた。するとそこは、なにやら豪ごう華かな、味わったこともないような、まるでマシュマロみたいにふかふかなベッドの上だった。

　そして……、なんだか右手に感かん触しよくがあることに違い和わ感かんを憶おぼえ、ふっと横を見み遣やると、ベッドのすぐ傍では、柚様が、椅い子すに座ったまま、甘菜の手を握にぎりながら眠ねむっていた。

「……？　ゆ、柚様!?」

　甘菜はその燦さん爛らんたる光景に、一瞬フリーズしたあと、我われに返って大声を上げた。

「ん……あ、ああ……ごめん、寝ねてた……」

　その甘菜の声に、柚様はゆっくりと目を開くと、まだ少し、寝ぼけながら言った。

「あの……、ここは……？」

　手は依い然ぜんとして握られたままで、甘菜は、はじめて感じる柚様の指の感触に、少し赤面しながら訊いた。

「ああ……、そっか……、お前、知らないんだな。ここは、アイドルルーム奥おくの仮か眠みん室しつ。校庭から、生徒会室よりこっちのほうが近かったから……」

　柚様は、どんな夢を見ていたのだろう。それとも、夢なんて見ていなかったのか。まだ完全に眠りから醒めない様子の柚様は、目を擦こすりながら説明した。と、同時に、心配でつい握ってしまっていた甘菜の手を、まだ摑つかんでいることにはっと気づくと、素す早ばやく手を離はなし、まるで何事もなかったかのように、無言で顔を背そむけた（ちなみに、アイドルルームは、生徒会の許きよ可かがあれば、姫ひめ様だけは入室することができる）。

「……そ、そうなんですか……」

　恥はずかしさが伝わってくるようで、甘菜も反はん射しや的てきに顔を背そむけると、平然を装よそおって言った。けれど、まだくっきりと残っている柚様の指の感触に、心は動どう揺ようしたままだ。

　だがそれよりも、甘菜は、ここがアイドルルームの中だということに、驚おどろきを隠かくせない。だってここは、生徒会室よりも豪華な、学校の中にいるとは思えないような、まるで、どこか外国のホテルの一室を再さい現げんしたような部屋なのだ。

（アイドル生徒って、本当にすごいな……）

「それと私わたし……、『甘あまプリ』が終わってからの記き憶おくがないのですが……一体、どうやってここまで来たのでしょうか……」

　甘菜は、きらめくシャンデリアを眺ながめながら、小声で訊きいた。

「は？　覚えてねえのかよ」

　すると、ようやく意い識しきがはっきりしてきた柚様は、ちょっと怒おこるみたいに答えた。

「……はい、すみません……」

「曲が終わった瞬しゆん間かんに倒たおれたんだよ。……ったく、心配かけやがって」

「……心配……ですか？」

　その言葉に、甘菜はどきりとしながら、柚様に熱い視線を送った。勿もち論ろん、目の中は輝かがやいている。

「当たり前だろ」

　柚様は、ちらりと甘菜を見遣ると、真まっ直すぐな目をして言った。

「じゃあ……えっと、もしかして、柚様がここまで運んで下さったんですか？」

　その華はなやかな瞳ひとみに、どきりと揺ゆらめく心を隠すように、甘菜は訊いた。

「いや、ごめん。それは月す出だ里ちさんが、血けつ相そう変えて、凄すごい勢いきおいで運んでいった……。でも、『甘プリ』のあと、すぐに『limeライム/rhymeライム』だったから、お前を置いて、すぐ戻ってきたけど……」

「……そ、そうだったんですか……、迷めい惑わくかけちゃって、ごめんなさい……」

　柚様がしてくれた状じよう況きよう説明の光景が、ありありと目に浮うかぶ。少しだけ顔を歪ゆがめながら、甘菜は言った。

「でもなんか、月出里さんが凄すぎて、お客さん、パフォーマンスだと勘かん違ちがいしたみたいで、凄く盛もり上がったから……、結果的には、まあ……、よかったんだけど……」

　柚様は少し遠い目をして言う。その光景も映えい像ぞうを見ているかのように容よう易いに想像できた。

「へえ……それはよかった……です」

（いや……よかったのかな？）

　ちょっと狼狽うろたえながらも、甘菜は言った。

「まあそれで、ライブ終わってからは、校門で呼び込みしたり、ツーショット撮影会とか、模も擬ぎ店てんの手伝い回りもあるから、仮眠室ここには、休きゆう憩けいのときに交代で」

「そっか……。今日は生徒会にとっていちばん大切な日ですもんね……。私……そんなときに……」

「気にするな。昨日あんなこともあったし……、お前、毎日準じゆん備び遅おそくまで手伝ってくれてたし、疲れが溜まってたんだろ」

　学園祭の真っ最中であるということを思いだし、途と端たんに、罪悪感に苛さいなまれる甘菜を慰なぐさめるように、柚様はそう言って微笑ほほえんだ。

（……柚様、優やさしい……。でも、柚様のこと考えてて眠れなかっただけなんて、もう絶対言えないな……）

「つうか、みんな呼よんでくる。お前のこと、すげえ心配してたから」

　更さらなる罪悪感に、少し視線を逸らす甘菜に、柚様は椅い子すから立ち上がり言った。

「あっ、私が行きます！　みんな、忙しいのに悪いですから」

　仮眠室から出て行こうとする柚様に、甘菜はベッドから上半身を起こし言った。

「馬ば鹿か、何言ってんだよ。また倒れられたらそれこそ迷惑。無理せず寝てろ」

　けれどそれを制せいすように、柚様はちらりと甘菜を振ふり返って、少し強い口調で言うと、駆かけ出すように、仮眠室から出て行った。

（……か、恰かつ好こういい……）

　甘菜は思わず項うな垂だれた。
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「甘菜、大丈夫？」

　それからすぐに、仮眠室には、檸檬れもん乃の介すけ様と月出里様が駆け付けた。

（あれ、柚様がいない……？）

「ごめんね、全員で来たかったんだけど、嘉か保ぼ須すさんと来らい夢む君は、どうしても抜けられないみたい。あと柚も、ここ来る途中で、すごい数の女の子たちに捕つかまっちゃって……」

　甘菜が不思議に思っていると、檸檬乃介様が申し訳なさそうに言った。しかし無理もない。今日の生徒会メンバーの一日は、はっきり言って、分ふん刻きざみのスケジュールなのだ。

「いえっ、本当、こんな大事なときに……私、ごめんなさい……」

「ううん、お蔭かげでライブも盛り上がったし、気にしないで」

「檸檬乃介くん……」

　優しく微笑んでくれる檸檬乃介様に、思わず、涙が零れそうになる。

（……最初は、こんなに仲良くなれるなんて、思ってなかったな……）

　なんだか、ふっと、いちばん初めに言葉を交かわしたときのことを、思い出したからだ。

「あっ、そういえば、ライブ中だったのに、月出里様がここまで運んで下さったんですよね？　ありがとうございます。私、重くなかったですか……？」

「いいえ、僕は生徒会長として当然のことをしたまでです。それに姫様の身体からだは、綿わたあめのように軽かったですよ」

　月出里様は、言いながら、いつものように眼鏡めがねを持ち上げ、穏おだやかに甘菜を見つめた。

（……綿あめ……？　でも、なんだかんだいって、月出里様って、すごく頼たよりになるよね……。変へん態たいっぽいけど、やっぱり、王子様なんだな……）

「……そ、そうですか……。本当にありがとうございます」

　頭の上に小さいハテナマークを浮かべながらも、甘菜はにっこりと笑い、頭を下げた。

「あっ、檸檬乃介様も、月出里様も、係があるんですよね？　私は、もうちょっとしたら、今日はもう家に帰ろうと思うので、気にせずにもう行って下さい。忙いそがしいなか、お見み舞まいに来てくれて、すごく嬉うれしかったです」

　続けて、甘菜は言った。これ以上、忙しい王子達の時間を、自分に割さかせるわけにはいかない。

「ううん、甘菜の元気そうな顔、見られてよかったよ。でも……そうだね。今日は、学校中騒さわがしいし、早めに帰って、休んだほうがいいね。僕達も今日はすることがいっぱいだから、ずっと甘菜の傍にもいてあげられないし……」

　気を使う甘菜の姿に、檸檬乃介様は少し悔くやしげに言った。本当なら、こんなときくらい、ずっと甘菜の傍にいてあげたかったのだ。

「いえ、……学園祭の真っ最中なのに、迷惑かけちゃって、私、ほんと、姫様失しつ格かくですよね……ごめんなさい」

「いいえ、全然迷惑なんかじゃないですよ。それに、姫様がいるから、僕達は、頑張ることができるんです。だから、そんなこと言わないで下さい」

　落ち込む甘菜に、月出里様は、穏やかだが真面目な表情で言った。

（私が……いるから……）

　月出里様の言葉に心が温かくなる。たとえお世せ辞じだとしても、充じゆう分ぶんに嬉うれしかった。

「……じゃあ、寂しいけど、行かなきゃ。また明日、生徒会室でね」

「では姫様、失礼致します」

　それから間もなく、檸檬乃介様は、甘菜の頭をぽんぽんと撫で、月出里様は、執しつ事じのようにお辞じ儀ぎをすると、それぞれの持ち場に戻っていった。

（……檸檬乃介様……、月出里様……。みんな優しいな……。私も、もっと、姫様として、しっかりしなくちゃ……）

　二人の、本物の王子様のような後ろ姿を見つめながら、甘菜はその思いを胸に刻んだ。
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　それから少しして、甘菜は仮眠室からアイドルルームへと出た。荷物を取りに、一いつ旦たん、生徒会室に戻らなくてはならない。

（でも、アイドルルームの中にいるなんて、なんか、姫様として認みとめられたみたいで嬉しいな……）

　廊下から眺めることしかできなかったその教室の中を、少し立ち止まって見み渡わたしてみる。でも、生徒達や、学園祭に来ているのだろう女の子たちの視線があることに気づき、別に違反をしているわけではないが、甘菜は早々とアイドルルームから退たい室しつした。

　けれどそれは、甘菜が生徒会室に向かって歩きだしたそのときだった。甘菜の前を通り過ぎた誰だれかが、ぽとりとpaperペーパー phoneフオンを落とした。でも人が多すぎて誰が落としたのかわからない。

「あの、誰か、ぺパホ落としましたよ」

　甘菜は、辺りを見回しながら、やや大きな声で言った。

「……あ、ありがとう、私、だわ」

　すると、paper phoneを受け取りにやってきたのは、見るからに育ちの良さを感じさせる美び貌ぼうを備えた、美柑学園の制服に包まれた生徒だった。その瞬間、甘菜ははっとする。

　だって、その生徒は、紛まぎれもない、前回の姫様の古こ庄しよう九く美みさんで、

（そうだ……、あのときビーチにいたお嬢じよう様さまっぽい人……、古庄さんだ……！）

　そして同時に、合宿のときに見た美柑学園の生徒らしき人が、古庄さんだということに気がついたからだ。

「あら、そのティアラ……、あなた、今年度の姫様じゃない。姫様に拾ひろってもらっちゃって、悪いわね」

「い、いえっ……」

（てゆうか、前回の姫様、めちゃくちゃ綺麗なんですけどっ……）

　甘菜は、少し頰を染めて言った。遠目からでも、古庄さんが美しいということは知っていたけれど、こうして間近で見ると、その美貌に圧あつ倒とうされてしまう。これぞ、まさに姫様という感じだ。

「そういえばあなた……、さっきのライブで倒れていたみたいだけど、体調はもう大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

　古庄さんは、甘菜を見つめながら、上品に小首を傾げて訊いた。

「あ、はいっ……」

　答えながら、甘菜はどきりとする。それと同時に、審しん査さの下に選ばれた姫様と、籤くじ引びきで選ばれた自分とでは格が違う──、そう思い知らされるような気がした。

　───今まで誰が姫様になってもうまくいかなかったみたいだよ。

　でもふっと、頭の中に、あのときの来夢様の言葉が蘇よみがえる。

（どうして柚様……、こんな綺麗で、頭もいい人、気に入らなかったんだろう……）

　甘菜が、心底不ふ思し議ぎに思っているなか、

「そう……、よかったわ。じゃあ、また」

　古庄さんはにこりと微笑み、華麗にくるりと背せを向けて、その場から去って行った。
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「……って、全然、よくないのよ……！」

　しかし古庄は、今にも吐はきそうなくらい苛いらだっていた。叫びながら、誰もいない教室で、バンッと机つくえを叩きつける。そしてそれは、甘菜の机だった。

（本当にあり得ないわ……。今迄、アイドルルームに入れた姫様なんていなかった……。それに……夏休みも、王子達と別荘なんかで楽しく過ごしていた……。私のときは、合宿なんてなかった……。それに、柚様とろくに話すこともできなかったのに……！　私より全然可愛くないあの子が、なんで気に入られているの……？　全然ッ意味がわからない……。でも、これ以上、柚様と……王子達と仲良くするなんて、絶ぜつ対たい、許ゆるさないわ……）

「絶対……」

　低く呟くと、古庄は机の上に座り、甘菜に拾ってもらったpaper phoneの画面を見て、にやりと微笑んだ。
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　そして、「おにゃの子ちゃんねる」にそのスレッドが立ったのは、その夜のことだった。

【悲報】美み柑かん学がく園えんのアイドル生徒会「柑橘系男子」の実態（画像有り。）




【檸檬乃介様】ただのゲームオタク。

【柚様】ただのナルシスト。自じ撮どりは、気に入るまで何枚も撮とり直す。口も悪い。

【嘉保須様】女性恐きよう怖ふ症しようで、急に泣き出す。キザ王子とは程遠い、ただの情じよう緒ちよ不安定野郎。

【月出里様】常つねに可愛い女の子の情報を集めている。ただの変態眼鏡。
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画像クリックで拡大表示☆






＞何これ、本物？　合成？　何情報？

＞合成では無さそう。

＞てか、これ、どこ？

＞生徒会室だと思う。アイドルルームはこんなんじゃないし。（美柑学園に在ざい籍せきしてます）

＞うん、生徒会室ですね。前、柑橘系通信に載のってたし。

＞ほえー。さすが、美柑学園の生徒会室は豪華だね。

＞でも、美柑学園の生徒会室って、すごく厳げん重じゆうで、姫様しか入れないんじゃなかったっけ……？　とゆうことは、あの写真、姫様じゃないと撮れないってことになるけど……。

＞↑ってことは、このスレ立てたのも、姫様ってこと？

＞そうなりますね。

＞まじか[image: ]　姫様退学決定だな[image: ]

＞今の姫様だよね？

＞うん。前回の姫様は、こんなスレ見たこともないと思う。それに、全校生徒から人気あったし。今いま更さら、こんなスレ立てる意味もないですし。おすし。

＞確かに、前の姫様は絶対に違うと思う。凄く綺麗で、王子達とも仲良さそうだったしね。

＞まあ……、今年の姫様は可愛いっちゃ可愛いけど、馬鹿っぽいもんなｗ

＞私、同じクラスだけど、あの子いつもぺパホ触さわってるし、スレとか超チェックしてそうな感じするわ[image: ]

＞ああ、わかる。なんか、今の姫様、全体的に、品がないよね。まあ、所しよ詮せん籤引きで選ばれた運だけの姫様だったってことで。

＞でも噂うわさでは、放課後は毎日、生徒会室に通っているみたいだけど？

＞それでも仲良くなれなかったんじゃない？　実際、王子達とも、そんなに喋しやべってるとこ見たことないし、王子達に気に入られなかった腹はらいせと予想。

＞まあ、前回の姫様に比べて、レベルがね……。王子達もがっかりしたんじゃないｗ

＞↑きっとそうだね。

＞てか、変態眼鏡ｗｗｗｗｗ

＞ワロタ

＞でもさ、柚様がナルシストって……、あの容よう姿しなら私でもナルシストになると思う。

＞自撮り、気に入るまで撮り直してるとか、なんか可愛いよねｗｗ

＞口悪い柚様、見たい。

＞檸檬乃介様のプレイしてるゲームって、たぶんパズスタだよね？

＞うん、そうだと思う。私もはまってるから、なんか嬉しい。

＞檸檬乃介様、friendになって下さい[image: ]

＞でも嘉保須様ってやっぱり女性恐怖症なんだね。なんでだろう。

＞↑でも正直、情緒不安定なの萌もえるよねｗ

＞まあ、はっきり言って、あんま悲報じゃなかったね。

＞うん……ごめんね姫様……、嫌がらせのつもりだったんだろうけど……、なんか全体的に好感度アップしたわ。

＞↑眼鏡の変態は除のぞいてな[image: ]





[image: ]






（なん……だろう……？　なんだかすごく……視線が痛いたい）

　翌日、すっかり全ぜん快かいした甘菜が登校すると、学校中が、なんだか異い様ような雰囲気に包まれていた。それに、絶対に思い違いなどではなく、誰かとすれ違うたびに、肌はだを突き抜けてきそうなくらいの、冷たい視線が飛んで来る。

「ねえ、昨日見た？」

「あの写真流したの、絶対姫様だよね」

「退学じゃない？」

（写真流した……？　退学……？）

　そして、その視線に折おり重なるように、あまりよい噂話とは思えない妙みようなひそひそ声も同時に耳に流れた。

（なんだろう……）

　物凄く嫌な予感を巡めぐらせながらも、甘菜は教室に入る。するとその瞬間──、クラスメイト全員が、まるで獲え物ものを見つけた猛もう獣じゆうのような目で、甘菜を振り返った。

（な、何……!?）

　その地獄のような光景に、甘菜は思わず、後ずさりして、一旦教室から出た。

「ちょっと甘菜、あんたこれどうしたの」

　そしたら、ちょうどそのとき登校してきた唐とう子こが、甘菜を見つけ駆け寄よると、少し不ふ穏おんそうな表情で、確認しろと言わんばかりに、paper phoneを渡した。

　甘菜は、恐る恐る受け取り、視線を落とす。唐子のpaper phoneの画面には、「おにゃの子ちゃんねる」のページが表示されている。【悲報】柑橘系王子の実態──そのスレッドのタイトルに、益々嫌な予感が高まる。ごくりと息を吞のみ、甘菜は、ゆっくりと画面をスクロールしていった。

「……なに、これ……」

　目を、疑うたがった。だって、知らない間に、そのスレは甘菜が立てたことになっていたのだ。

（てゆうか、なんでこんな写真が……!?）

「昨日の夜、クラスの子から回ってきてさ……。あんた、このサイト結けつ構こうチェックしてたけど……、さすがにこんな馬鹿なことしないわよね？」

　眉を顰ひそめ、唐子が訊く。確かに「おにゃの子ちゃんねる」のスレッドは、たまにチェックしている。けれど昨日は、家に帰ってから、ずっと寝ていたのだ。絶対に、書き込んだりしていない。

「うん、私こんなの、書いてな」

　けれど、ぎゅっとpaper phoneを握にぎり締しめ、言葉を返そうとしたそのとき、学校中のスピーカーから、校内放送を知らせる音楽が鳴った。

「一年Ｃ組　佐さ藤とう甘菜さん、お話がございますので、至し急きゆう、学園長室へお越こし下さい」

　──それは、美み果か学園長からの呼び出しだった。
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　不安な気持ちが立ちこめるなか、甘菜は学園長室に向かった。

「一年Ｃ組の佐藤甘菜です。失礼します」

「どうぞ、お入り下さい」

　その声のあと、自動で扉とびらが開くと、正面には険けわしい顔をした美果学園長が立っていた。

「早速ですが、昨日のこの書き込みは、一体、どういうことかしら……？」

　美果は、paper padで、例のページを表示すると、甘菜に提てい示じした。

「これは、私が書いたんじゃありません」

　甘菜は、美果学園長のいつもと違う真剣な声色に少し怯ひるみながらも、きっぱりと言い切った。

「そうね……、私もそう思いたいわ。でも、貴女あなた以外、生徒会室には入れないはずよね？」

「そう……ですけど、でも絶対に私じゃありません」

「じゃあ……、その証しよう拠こは……ある？」

「証拠……？」

「そう、貴女がやってないって証拠よ。そうじゃないと……、私は、貴女の味方をしてあげられない状況なの」

「なんで……ですか？　私がこんな書き込みするわけないじゃないですか！」

「そうね。今までの貴女と王子達の関係を見ている限り、その言葉を信じてあげたいわ。でもね……、書き込みＩＤが、あなたのＩＤと一いつ致ちしたの」

　いきなり降りかかってきた疑ぎ惑わくに、困こん惑わくして涙ぐむ甘菜をじっと見つめながら、美果は言った。書き込みＩＤとは、どこのサイトの掲示板（ＳＮＳ）においても、絶対に入力しなければならないものだ。入力しても、表向きには匿とく名めいで表示されるが、何か問題があった場合、ネットポリスに問い合わせると、誰が書き込んだのか、すぐに判はん明めいするようになっている。これはインターネットによる犯はん罪ざいが増加した為、十五年前から導入されているシステムだ。

「え……？」

　でも、その言葉に、甘菜は愕がく然ぜんとした。だって、書き込みＩＤが一致するなんて、あり得ない。なぜなら、どこのサイトでも、書き込みＩＤを入力するのには、国民コードに加え、指し紋もん認にん証しようが絶対に必要なのだ──。そして、その二つが一致して初めて、書き込みをすることができる。

「書き込みＩＤを入力するには、指紋認証が必要なこと、知っているわね……？」

「それは知ってますっ……、でもっ……」

「でも……、何かしら」

　絶対に、私じゃない──。そう言おうとするが、声が出ない。なぜなら、甘菜には絶対的な証拠がないのだ。昨日はずっと寝ていたということも、問題のスレに晒さらされている写真のデータが、カメラロールにないことも、それらは、書き込みＩＤに比べれば、なんの証拠にもならない。

「……証拠がないようなら、貴女にはまず一週間の停てい学がくを命じます」

　甘菜が口を噤つぐんでいると、美果学園長は言った。

（停学……）

　息がつまりそうになる。それは、思ってもみなかった事態だった。

「その間に、貴女のこれからのことを決めさせてもらいます。勿論、他に犯人が見つかった場合は、停学のペナルティは帳ちよう消けし。きちんと納得してもらえるようなお詫わびをするわ。……でも、どちらにせよ、こんな事件が起きてしまったからには、生徒会は辞めてもらわなくちゃならないの。だからそのティアラは置いていきなさい」

「…………それって……どういうことですか」

　淡たん々たんと話す美果の言葉に、震えそうになる身体を制し、甘菜は、どうにか正気を保ちながら言った。本当は、気を抜いたら、いまにも泣き崩れてしまいそうだった。

「……残念だけれど、こんな情報が広まってしまった以上、どんな結果になっても、貴女に姫様を続けてもらうことはできないわ」

　甘菜の目を見つめながら、美果は、敢かん然ぜんと言った。その瞬間、甘菜の瞳からは、涙の粒が、ぽたりと落ちた。

（……姫様じゃ、なくなる……）

　そして世界から、全すべてのきらきらしたものが失われていくような、そんな気がした。
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　それから、三日が経たった。

〈──……ティアラは置いていきなさい〉

〈──……貴女に姫様を続けてもらうことはできないわ〉

　何をしていても、その美果学園長の冷れい酷こくな言葉が、繰り返し、思いだされる。

「はぁ……」

　ベッドに横たわり、ぼうっと、idolアイドルtubeチユーブに、次々とＵＰされる先日の柑橘系王子の学園祭ライブの動画を繰り返し眺めながら、身体から零れてくるのは溜め息ばかりだ。

　あの日、悔しくも、ティアラは返へん還かんした。というか、あの状況で、断固として持ち帰ることなんてできなかった。そんなことをしたら、それこそ、即退学決定だろう。

（私……、このまま退学になっちゃうのかな……）

　枕をぎゅっと抱きしめながら、甘菜の目には涙が浮かぶ。学園祭の日も、あんなにハードなスケジュールのなかで、お見舞いに来てくれたのに、まだ、何のお礼も言えていない。それにきっと、あの書き込みのことも、誤解されたままだろう……。そして、退学になれば、もう今迄みたいに、生徒会メンバーと話すこともできなくなる。

（何もかも、最悪だ……。どうしてこんなことになっちゃったんだろう……）

「はぁ……」

　もう何百回目になるのだろう溜め息をつきながら、枕元に放置していたpaper phoneを手繰り寄せ、甘菜はパズスタを開いた。いつの間にかマジックストーンが大量に溜まっていたので、暇つぶしに、連続してガチャを回してみる。

（ミラクルレアばっかり……）

　でも、全然嬉しくない。檸檬乃介様だったら、きっと、物凄く喜んでくれるのに──。

「…っう……」

　生徒会室での思い出が蘇よみがえってくると、また、涙がこみ上げてくる。

（……もう、閉じよう……こんな悲しいアプリ……）

　甘菜は、パジャマの袖で涙を拭い、アプリをクローズしようとした。でも、そのとき、甘菜はふっと、画面の上部に「一件のメッセージが届いてるモン！」という表示が、流れているのに気が付いた。

（？　なんだろう……。メンテナンスのお知らせとかかな……）

　その表示を、珍しく思いながらも、甘菜は、何気なく、メッセージを開いてみた。




　FriendのLemonnosukeさんからだよ！

　甘菜がいなくて、淋さびしいよ。

　ミラクルレアも当たんないし。はやく生徒会室に戻ってきてね。




　その瞬間、甘菜の瞳からは、ぶわりと涙が溢れた。だってそれは……、紛まぎれもない、檸檬乃介様からのメッセージだったのだ。

（檸檬乃介様、きっとあの書き込み見たはずなのに……私のこと疑ってないんだっ……）

　そして、メッセージから読み解けるその事実に、甘菜は、嬉しさを嚙かみしめるように、目を瞑る。──本当は内心、もう生徒会メンバーに、嫌きらわれてしまっていると思っていた……。だって、あんなに酷い内容の書き込みだったのだ……。まだ、他のメンバーがどう思っているのかはわからないけれど、少なくとも、檸檬乃介様は、私のことを、疑っていない……。それどころか、淋しいと思ってくれているなんて──、それは現在の甘菜にとって、何よりも幸せな情報だった。

（でも……、なんて返事をすればいいのか、わからないよ……）

　だってもう、ティアラがなくては、生徒会室には行けない。

（きっとみんなまだ、私が姫様じゃなくなったこと、知らないんだ……）
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「甘菜がいないと、つまんないね」

　みんなには内ない緒しよで、メッセージを送ったあと、檸檬乃介様はぽつりと呟く。

　甘菜がいなくなってからというもの、ゲームをする気も起こらない。それに、暇ひまつぶしにガチャを回してみても、当たるのは、何かの陰いん謀ぼうのように「レア」ばかりだ。

「……つまらないというよりは、もう学校に来る意味を失いました」

　月出里様も、もう既にぴかぴかの眼鏡を、何度も拭ふきながら溜め息をつく。

（…………いや、それは駄目だろ）

　月出里様の発言に、心の中で冷静に突っ込みながらも、

「でも、書き込みＩＤが一致したって言ってもさ、あいつがあんな投とう稿こうするなんて、信じられねえよ……。しかもあいつ、あの日体調悪かったし……。それに、なんかあの写真、違和感あるんだよな……」

　柚様も、苛だちを隠せない様子だ。

「違和感って、例えばどういうのですか？」

「うーん……、髪かみがなんか微び妙みように、違う気がする……」

　最近、少しでも甘菜のいない淋しさを紛まぎらわそうと、甘菜風のウィッグを装そう着ちやくしている来夢様の質問に、柚様は真しん剣けんに答える。

「いや……そんなの毎日違うから」

　檸檬乃介様は、冷静に言った。

「でもなんで、ボクの写真だけなかったんでしょうか」

　来夢様が首を傾かしげる。

「確かにな……。まあでも、わかんねえけど、さすがに女じよ装そうはまずいと思ったんじゃねえ？」

「でも月出里さんなんて、変態眼鏡って書かれていましたよ？　そっちのほうがヤバくないですか？」

　柚様の推すい測そくに無む邪じや気きに言い返したあと、来夢様は、はっとして戦せん慄りつした。

　恐こわ々ごわと、背後を振り返る。月出里様は、姫様の椅子に座りながら、背景に、黒く渦巻いたもやもやとした空気を纏まとい、無表情で眼鏡を拭き続けている（ちなみに甘菜がいなくなってからの放課後は、ずっとこの状態だ）。

　──そう……、言わずもがな、この書き込み事件に関して、ただ一人、被害を被こうむったのは月出里様だった。女の子の画像を検けん索さくする姿に、大たい概がいのライトな層そうのファンはドン引きした。だが心配はご無用。なぜなら同時に、月出里様には、月出里様なら何でも萌えるというディープなファン層が多いということも判明したからだ。それにネット内では逆にネタにされて、人気が急上昇している。一番コラージュ画像が作られたのも、月出里様の画像だった。

「……あの、一つ質問なのですが……、みなさんから見ても……、私って、変態眼鏡という認にん識しきなのでしょうか……？」

　そして、それから暫しばらくの沈ちん黙もくのあと、月出里様は、眼鏡を拭きながら、全員に向かい、呟くように訊いた。

「………………」

　返事に困ったメンバーは、色々考えた結果、無視した。──が、

「うん。そうだと思うよ」

　ちょうど目を覚ました嘉保須様が、軽やかに答えた。
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「ねえ、甘菜、明日から学校来るんだよね？」

　日曜日、豪ごう邸ていといっていいだろうその自じ宅たくで、夕食後のティータイムの時間、来夢様は、自分の髪と同じ色のフランボワーズ味のマカロンを食べながら、美果に訊たずねた。

「そうね」

　仕入れたばかりのイギリス王室御ご用よう達たしの紅こう茶ちやを一口啜すすり、美果は小さく頷く。

「一応訊くけど……、甘菜、退学になんて、ならないよね？」

「ええ、本来ならそうなってもおかしくないのだけれど……、今回の書き込みで、結果的に、知名度が上がって、志望者も増えているみたいなの。だから、退学にはしないわ」

「そう、よかった。じゃあまた明日から、放課後は生徒会室にくるんだね」

　来夢様は、弾はずんだ声で言い、もう一つ、マカロンを口に入れる。

「……それは……、残念だけれど、生徒会は辞めてもらったのよ……。だから明後日あさつてには、新しい姫様を決めることになるわ」

　でもそのあと、ティーカップを置き、美果は言った。カチャリと、食器同士が触ふれ合うときの嫌な音がした。

「生徒会を辞めてもらった……？　何それ。聞いてないよ。どういうこと？　それに新しい姫様って……、それって、甘菜が姫様じゃなくなるってことだよね……？」

　そんな情報、初耳だった。天使から悪あく魔まに変わるように、来夢様の表情が、一変する。

「そう……なるわね」

　美果は少し、気まずそうに俯うつむいた。

「なんで……？　意味わかんないよ。甘菜が犯人とか言ってるのも、ＩＤが一致しただけだろ？　今まで甘菜のこと見てきたなら、甘菜がやってないことくらいわかると思うけど」

　来夢様は、いつもの女の子っぽい口調とは違う、少し切れたように低い声色で言った。

「来夢……怒らないで。私だって、心の底では、百パーセントあの子がやったとは思っていないわ。でも、あの情報が学園にとって結果的によいものだったとしても、こんなにも情報が行き渡ってしまった以上、あの子が姫様を続けるのは難むずかしいの……。わかるでしょ？」

　最高に不ふ愉ゆ快かいになる来夢様を宥なだめるように、美果は優しく言った。甘菜がやったとは思っていない。それは本心だった。けれど学園長としては規き律りつを守らないわけにはいかない。

「悪いけど、全然わからないね。おやすみ」

　けれど来夢様は、食べかけのマカロンを床ゆかに投げつけると、美果にとって、もう思いだしたくもない、あの猛もう烈れつな反はん抗こう期きのときのように、美果を睨にらみつけて言い放ち、自室に戻って行った。
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　その翌日、停学が解けた甘菜は、一週間ぶりに美柑学園の門を潜くぐった。昨夜、美果学園長から、正式に、退学にはならないという通つう達たつがあり、そのときは、心底ほっとしたけれど、でも冷静に考えれみれば、もう、王子達と前みたいに喋ることができないなら、美柑学園にいても、つらく、切ないだけのような気がしてきた。

（人間とは欲よく深い生き物なのね……。）

　半なかば、演技をするように思いながら、甘菜は深呼吸をして、教室に入る。その瞬しゆん間かん、甘菜の身体には、一週間前と変わらない、冷たい視線が突き刺さった。

（ああ……やっぱり、退学になったほうがよかったのかも……。）

「甘菜、おはよ」

　その威い圧あつ感かんに、甘菜がめげそうになっていると、それから少し遅おくれて登校してきた唐子が、いつもと変わらずに声をかけた。

「あ……、おはよ」

　甘菜は少し怯えながら言った。だって、もしも唐子にまであの事件のことを疑われていたら、もうこの学園で生きていく術すべはない。

「甘菜、姫様のこと……、残念だったね。でもあたしは、いくらあんたが馬鹿でも、あんな書き込みはしないって、わかってるから。てゆうかあんたが、姫様の権けん利りを失うようなこと、するわけないし」

　でも唐子は、その不安を排はい除じよしてくれるように、いつもの淡々とした口調でそう言った。

「と、唐子ちゃん……っ」

　その優しさに、思わず涙を浮かべながら、甘菜は唐子に抱きついた。本当は、校門を潜った瞬間から、心細くてしょうがなかったのだ。

「よしよし。でもどうせ停学の最中も、柑橘系王子の動画見て、過ごしてたんでしょ？」

「えっ……み、見てないよっ……！　そんな、学園祭のときの動画なんて……！」

（いや……。学園祭の動画とは、言ってないんだけど……）

「てゆうかさ、一つ思ったんだけど、甘菜、学園祭の前の夜、閉じ込められてたとか、言ってたじゃん。あれが冗じよう談だんじゃないなら、真犯人、あんたを閉じ込めた人じゃないの？」

「へっ……？」

　その唐子の推測に、甘菜は目を丸くした。そう……。甘菜は、あの日、閉じ込められたことなんてすっかり忘れていた……。それどころか逆に、素す敵てきな思い出にすらなっていた。

「忘れてた……。そうかもしれないね……」

（っていうか……、姫様じゃなくなったのがショックすぎて、真犯人とか、そんなの考えたことなかった……!!）

「忘れてたの!?　あんたって本当に抜けてるね……。で、思い当たる人物とかいないの？」

　呆あきれながら唐子は言う。

（思い当たる人物……）

　そのときふっと、なぜだろう、甘菜の頭の片かた隅すみには、前回の姫様の顔が浮かんだ。けれど……掲示板にも意見があった通り、あんなにも綺麗で優しそうな人が、あんな下げ劣れつな書き込みをするとは思えないし、その必要性も感じられない。（だいたいおにゃの子ちゃんねるなど、見なさそうだ）だけど、生徒会室には姫様しか入れない──。自分じゃないとしたら、あの写真を撮るのは、前回の姫様じゃないと、難しい……。

（でも……まさか……）

「誰かいるの？」

　真剣に考え込む甘菜を、見下ろすように、唐子が訊く。

「あ……いや、わかんない」

　けれど甘菜は、そう答えた。どんなに可能性が高くても、誰かを疑うような真ま似ねはしたくない。だって、安易に疑われるのは、気持ちのいいことではないから。

「そっか……。まあ、今はちょっと事じ件けんのことは忘れて、気晴らしに、柚様の顔でも見てくれば？　そしたらなんか、思いつくかもだし」

　少し元気を失った甘菜の顔色を察知して、唐子は言った。

「うん、そうだね……、そうしてくるよ」
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（……とは言ったものの、柚様に会う勇気なんて、ないよ……。）

　パズモンのメッセージのおかげで、檸檬乃介様から、事件のことを疑われていないことはわかったけれど、柚様や他のメンバーが、あの書き込みのことをどう思っているのかはまだわからない。もしかしたら、嫌われているかもしれないと思うと、顔を合わす勇気なんて、甘菜にはなかった。

「はぁ……」

　溜め息をつき、甘菜は学校の中を歩く。

（でも、なんかもう、教室に戻るのもやだな……）

　このまま、一時間目もサボタージュしてしまおうか……。そう考えていると、甘菜の視界には、遠くのほうから、すらりとしたスタイルのいい男の子が歩いてくるのが映った。

（男の子……？）

　そう。ここは基本、女子高である。だから、男の子ということは、それは必然的に生徒会メンバーの誰かだということだ。

（……柚……様っ……！）

　そしてそれは、紛れもなく、柚様だった。

（どど、どうしよう……っ）

　どう考えても、今はうまく話せる自信なんてない……。考えた末、甘菜はくるりと振り返ると、柚様なんて見ていないというふりをして足早に歩き出そうとした。けれど柚様は、その後ろ姿を見つけると、ほぼ全速力で追いかけ、少し息切れをしながら、甘菜の腕をがしりと摑つかみ、

「おい、なんで無視するんだよ」

　少し怒ったような声で言った。

　でも甘菜は、後ろを振り向くことができない。だって、少しでも目を合わせたら、泣いてしまいそうだったから。

「お前、もしかして……、あの書き込みのこと気にしてるのか？」

「…………」

「はぁ……やっぱりな。あんな書き込み……、みんなお前じゃないってわかってるよ」

　涙を堪えたまま、甘菜が何も言えないでいると、柚様は心を読むようにそう伝える。

（……みんな、わかってる──）

　その柚様の言葉に、胸の中を圧あつ迫ぱくしていたものが、まるで風船のように小さく萎しぼんでいく。そして甘菜はゆっくりと、後ろを振り返った。一週間ぶりに目に映る本物の柚様の顔は、やっぱり死ぬほど恰好よくて、もうそれだけで、心がいっぱいになる。でも涙が出そうで、声が出せない。だから甘菜は、心の中の感情を目で伝えるように、ただ柚様を見つめた。

「……お前、ティアラ、どうしたんだよ」

　すると柚様は、視界に映るその甘菜の髪に、ティアラがないことに気がついた。

　甘菜は、はっとして、思わず俯く。

（ティアラがないこと忘れてた……っ。どうしよう……っ、何て言おう……）

「あ、柚様だっ！」

「柚様おはようございまーす！」

　するとそのとき、柚様の存在に気がついた二人の生徒が、廊ろう下かの向こうから走ってきた。

「あぁ、おはよう」

　柚様は、少し動どう揺ようしながらも、急いで王子スマイルを作った。

「キャーッ。今日も超恰好いいですね！」

「朝から柚様と喋れるなんて嬉しすぎですっ」

「……ああ、ありがとう、僕も嬉しいよ」

　柚様のその返事は、完全に棒読みだったが、女の子達は手を取り合ってぴょんぴょんと飛び跳はねながらはしゃいでいる。同じ学園に通っていても、一いつ般ぱん生徒達は、柚様と直接喋れる機会なんて、滅めつ多たにないのだ。

「あれ……、でも柚様……、この子、もう姫様じゃなくなったのに、どうして一緒にいるんですか？」

「え……？」

　しかし一人の女の子が、俯く甘菜の顔を覗のぞき込むようにそう言った瞬間、柚様の表情は、不自然な王子スマイルのまま、強こわ張ばった。

（……姫様じゃ、なくなった……？）

「明日、新しい姫様、決めるんですよね!?　次は私を選んで下さいねっ！」

「駄目、私だよっ！」

　でも、そんなことはお構かまいなしに、女の子達は、柚様を取り合うように、続けて言った。

「……あ、ああ……」

　柚様は、殆ほとんど上の空で返事をした。次々と、信じがたい情報が飛び込んできて、わけが、わからなくなってくる。

（新しい……姫様……）

　そして、甘菜の心しん臓ぞうには、何か鋭するどいもので刺さされたような、いまにも倒れそうになるくらいの痛みが走っていた。

　──そう。甘菜が姫様ではなくなったのだから、法ほう律りつ上、新しい姫様が誕たん生じようするのは当然のことだ……。

（だけど、そんなの、耐えられない……っ）

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめると、涙が一粒、床に落ちる。甘菜は全ての現実から逃げだすように、放心状態の柚様と、はしゃぐ女の子たちの間をすり抜け、その場から駆け出した。
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（あいつが姫様じゃなくなった……？　っていうか、新しい姫様ってなんだよ……。しかもあいつ、何も喋らなかったし……、マジでわけわかんねえ……っ）

　初めて耳に入れた情報に心を搔かき乱されながら柚様がアイドルルームに戻ると、

「あっ、柚、どこ行ってたの？　大変なことになったんだよ……。さっき来夢君から聞いたんだけど、甘菜が、姫様じゃなくなるって……」

　檸檬乃介様は、がたりと席を立ち、いつにもなく、深刻な表情で言った。

「あ、ああ、俺もさっき、知った……」

「え、来夢君に会ったの？」

「いや……、廊下で、あいつにばったり会って……、でも一言も喋らずに、どっか行っちまったけど……」

　柚様は、そのときの何かを訴うつたえるような、甘菜の切なげな顔を思い浮かべながら答えた。

「そっか……、甘菜、今日、学校来てるんだね……」

　檸檬乃介様は、小さく言ったあと、はっとして、制服のポケットからpaper phoneを取り出した。アプリを通して、自分が甘菜に送ったメッセージを確かめてみる。〈──はやく生徒会室に戻ってきてね〉あれからずっと、メッセージの返事がないことを不自然に思っていた。でもそれはきっと、姫様じゃなくなったことを、言えなかったからだ……。そう気づいて、檸檬乃介様は、額を押さえ、小さく溜め息をついた。

「あとさ、新しい姫様決めるって……、マジかよ？」

「うん……、明日、また籤引きで決めるって……。僕……甘菜じゃないと、嫌だよ」

「それには、激しく同感です」

　柚様の問いかけに、檸檬乃介様も月出里様も、悲しげに答える。

「そっか……やっぱり噂じゃないんだな……。学園長に、俺達は、事件に関かん与よするなって言われてたけど……、こうなったらもう、明日までに真犯人見つけるしかねえよな……」

　柚様は、大きく溜め息をついたあと、決意するように言った。

　どの学園においても、アイドル生徒の人気が落ちれば、学園が支持を得るのは不可能だ。なにか問題でも起こせば、学校ランキングが急降下することも珍しくない。だから、これ以上問題を大きくしない為にも、アイドルは事件に関与するべきではないと、事件が起きた日に、学園長からの厳しい通達があったのだ。

「そうですね」

　けれどこうなった以上、もう、黙っていることはできない。月出里様も、力強く頷いた。

「……あのさ……、消去法で考えて……、甘菜君じゃないなら、前回の姫様の古庄君なんじゃないかな……」

　しかしそのとき、屋根から雨粒が滴り落ちるように、嘉保須様が、ぽつりと発言した。

　一瞬、時が止まる。でも、冷静に考えてみれば、甘菜ではないなら、前回の姫様と考えるのが、いちばん自然である。

「……確かにそうかも……。あの子が、あんな書き込みするなんて想像はできないけど……、でも去年、毎日柚にハイパー冷たくされてたから、動機としては充分かもね……」

　去年の、前回の姫様に対する柚様の態度を思い返しながら檸檬乃介様は言う。

「……俺に冷たくされたから……？」

　柚様は、自分に問いかけるように小さく呟いた。

「……まあ兎とに角かく、話を聞かないことには始まりませんから、私が古庄さんを呼びだしてきます」

「今日は休みだよ」

「え、嘉保須君、なぜ知っているのですか？」

「ん？　問い詰めようと思って、さっき教室に覗きに行ったけど、休みだって言われたんだ」

　嘉保須様は、月出里様に向かって微笑みながら、さらりと答えた。

（嘉保須さん、こええ……）

　そのとき、柚様は色んな意味で、恐怖を感じた。

「嘉保須さん……、怒ってるんですね……」

　檸檬乃介様も、恐れながら言う。

「怒ってはないよ。許せないだけだよね」

　嘉保須様はまた、にこりと微笑む。……嘉保須さんのことは絶対に敵に回さない。檸檬乃介様はそう、心に決めた。

「じゃあ、古庄さんについては、明日の朝一に、生徒会室に呼び出すとして、今日は色々作戦を練りましょう」

「そうだね。連れ出してでも、話聞かなきゃ。新しい姫様が決まっちゃったらもう、手遅れになる……何もかも」

　月出里様に続き、檸檬乃介様も、深刻な声色で言った。

「…………」

　そして柚様は、それからずっと、何かを考えるように、指の先を見つめていた。
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　結局、甘菜はあれから、授業も受けず、王子達とは絶対に顔を合わせないようにして、早々に家に帰った。

〈新しい姫様を決める──〉

　その情報が入ってきた瞬間から、もう、どんな声も、どんな音も、耳には入ってこない。甘菜はもう何も考えたくない一心で、その夜は、早々に眠りに就いた。でも、眠りの中までも、悪夢は襲おそってくる──。

　夢の中で、甘菜はいつもみたいに生徒会室にいて、笑っている。月出里様に質問責めにされて……檸檬乃介様のガチャを引いて……来夢様にメイクをしてもらって……嘉保須様のピアノを聴いて…………。だけど……、いつの間にか、そこにいるのは自分ではなかった……。優しく微笑む柚様の隣に立っているのは──新しい、姫様だった。
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　そして、甘菜が眠っているその頃──「おにゃの子ちゃんねる」では、また、新たな書き込みが投稿されていた。




【秘宝】柑橘系王子の実態　citrus fruit 23個目




＞あの……。豚ぶつた切ぎりして申し訳ないんだけど、さっき月出里様のコラ画像作っているときに気づいたのですが、月出里様のメガネのとこ、小さく、八はつ朔さく様が映りこんでない……？

＞え……？　てことは、これ投稿したの、今の姫様じゃないってことにならない？

＞今の姫様と八朔さん、時期被ってないもんね……。そういえば、来夢様の情報だけなかったし……。

＞あと……、皆さん髪形が全く同じなのですごくわかりにくいのですが、よく見たら全員、去年の写真じゃないですか？　というのも、柚様の髪がほんの少しだけ跳ねてるのです。
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＞本当だ。柚様の髪……、跳ねてる！　なぜそんなに気にしているのかわからないけど、今年に入ってから、絶対跳ねないようにしてるものね。（可愛いけどｗ）

＞じゃあ、晒さらしたのって誰？

＞消去法でいくと、前回の姫様ってことになるけど。

＞来夢様がいなくて、八朔様がいるってことは、その可能性が高いよね。

＞私、今年、美柑学園の文化祭行ったけど、演出だったのかもしれないけど、姫様がライブの途中で倒れて、月出里様がすごい勢いで運んでいって、他の王子達もすごく心配そうに見守ってたよ。仲悪かったら、あんなことしないんじゃないかなーって、思ってた。

＞あ、私もそれ見た。なんか感動したよね！

＞でも、前回の姫様が真犯人だとして、どうやって書き込みＩＤゲットしたのかな？　いまの姫様のものと一致したんでしょ？

＞どうにかして、指紋コピーしたんじゃない？

いちばん簡単な方法として思いつくのは、コピーモードにしたペパホ落として拾ってもらうとかｗ!?（でも、こんなのすぐばれるよね）

＞でも、前回の姫様、こんなサイト、見なさそうだけど……。

＞そうかな？　前回の姫様ってさ、なんかその妹が、柚様の情報書き込んでなかった？

あ……、なんかそんな気がするｗ　なんか私のお姉ちゃんは姫様候補らしいです。とかいうのだよね？

＞思いだした。もしかしたらそれも、自演だったりしてね。

＞まあ……人って、見かけによらないもんな……。By Sudachi fan
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　翌日、昨日きのうあれから作戦を練った通り、メンバーは朝早くから、生徒会室に集つどった。本当は、古庄さんを問い詰めたあと、学園長に甘菜を姫様に戻してもらうように、直じか談だん判ぱんをしに行こうと思っていたのだ。けれどもう、その必要はなかった。

「……去年の写真とは気がつきませんでした。どうして気づかなかったんでしょう」

　姫様専用の椅子に座りながら、月出里様は頭を抱えている。

　なぜかというと、今年度に入ってからは、甘菜に夢中で、生徒会室では、あのような行為（可愛い女の子を検索する）はしていなかったのだから、甘菜があの写真を撮れるはずがなかったのだ。だけどあまりにも画像を検索している自分が自然体すぎて、気がつかなかったのだった（迂う闊かつだった……）。

「まあ、みんな髪形、一緒だからね」

　檸檬乃介様は、激しく落ち込む月出里様を励はげますように言った。

「一緒じゃねえよ！　だから俺は言ってたじゃねえか、髪が違うって！」

　けれど柚様は、その言葉に過か剰じように反応する。そう、柚様はちゃんと〈髪に違和感がある〉と、発言していたのだ。

「あ……そんなこと言ってたね。それはごめん」

「……いや、うん……」

　でももう、過ぎたことだ。檸檬乃介様に真面目に謝あやまられ、柚様はなんだか、恥ずかしいような、もどかしいような気持ちになりながらも、もうそれ以上反論するのはやめた。

　その瞬間、扉が開くと、生徒会室には、美果学園長が現れた。王子達は、ぱっと気持ちを切り替えるように生徒会モードに意識を改めると、素早く横一列に並ぶ。

「皆様、おはようございます。貴方達のところにも、もう情報が回っていると思うけれど、あの書き込みをしたのは、本人に確認したところ、前回の姫様である古庄九美さんで間違いなかったわ。問題の書き込みＩＤは、paper phoneを拾ってもらうふりをして、指紋をコピーしたものを３Ｄプリンターで印刷して使ったそうよ……、すごいわね。なのでこれから、疑惑をかけてしまった佐藤甘菜さんには、学園の責任として、できるかぎりのお詫びをさせて頂きます。それから……、あまり気乗りはしないのだけれど、古庄さんが、どうしても貴方達に謝りたいっていうから、連れてきたわ……。さあ、入りなさい」

「……生徒会の皆様、ごめんなさい……、本当に……ごめんなさいっ……」

　美香学園長の指示から少しして、生徒会室に入室した古庄さんは、声を震わせながら言葉を発する。

「古庄さん、ごめんじゃ、わからないよ……どうしてこんなこと、したの？」

　今にも泣きだしそうになっている古庄さんの傍に寄り、来夢様は、静かに訊いた。

「……ごめんなさいっ。私、……私は去年、美柑学園に合格して、全校生徒の中から姫様に選ばれて……すごく嬉しかったんです……。でも生徒会に入って、想像していた場所とは違って、戸惑いました……。だけど私なりに頑張って、皆様と仲良くなろうとしました。でも私は、今の姫様みたいに皆様と仲良くなれなかった……。だから……、今の姫様が、私と違って、皆様に大切にされているのが羨うらやましくて……。私となにが違うんだろうって思ったら……、どうしても、納得がいかなかった……。だから……、これ以上あの子が姫様で居続けるのが、許せなかったんです……。本当に、ごめんなさい……」

　来夢様の問いかけにそう答えると、古庄さんは、制服の上にぽとぽとと涙を流しながら深く頭を下げた。

「…………君は……謝らなくていい。頭を上げて」

　でも、それから少しの沈黙あと、柚様は古庄さんの傍へ歩いていき、正面に立つと、穏やかな声色でそう言った。

「え…………？」

　その柚の声に、古庄さんは、ゆっくりと顔を上げる。

「謝るのは……、俺のほうだから」

　そして、そっと目があった瞬間、柚様は、優しい顔で微笑み、言った。

「俺……昨日から考えてたんだ。俺は去年……、君がどんな気持ちで、俺に話しかけてきてくれているのかも考えずに、自分のことばかりで、君に少しも優しくできなかった……。姫様制度なんて、上辺だけ取り繕つくろえばいいと思ってたんだ……。だから……、俺がもっと、君に優しくできていたら、こんなことにはならなかったんだと思う……。本当に、ごめん」

　その柚様の思いがけない言葉に、古庄さんは全身の力が抜けてしまったように、その場に座り込む。

「……柚……」そんな柚の姿に感動を覚えながら、

「……うん、そうだね。柚の言う通りかもしれない……。僕達も今迄は、姫様制度なんて、形だけでいいと思ってた……。結局自分のことしか考えてなかったんだ……。だから、こうなったのは、僕らのせいでも、あるかもね……」

　檸檬乃介様も言った。

「そうですね、私達、王子失格、ですね」

　月出里様もそれに同意したようで、古庄さんに向かって、優しく頷く。続いて嘉保須様も、古庄さんに優しい視線を送った。蹲うずくまる古庄さんの目からは、次々と、涙が零れていく。

「……だから美果学園長、古庄さんにペナルティは与えないで下さい。美柑学園・アイドル生徒会は、これから先、僕達がいつか卒業して、誰が姫様になったとしても、もうこんなことは二度と起こらないようにします。だから、お願いします」

　そんな、大きな成長を垣かい間ま見せるような柚様の勇ゆう敢かんな姿に、美香学園長は、少し嬉しそうに小さく溜め息をつくと、

「……そうね、わかったわ……。でも、この事件のこと、美柑学園の生徒には、貴方たち、生徒会からちゃんと説明しなさい。それが条じよう件けんよ」

　いつもの爽そう快かいな口調に戻り、そう告げた。それに学校内では、今度は掌てのひらを返したように、古庄さんの悪口が始まってしまい、収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまっているのだ。

「わかりました」

　美果学園長の目を見つめ、柚様は凜り々りしい口調で言った。

「……あと、もう一つ、言い忘れたことがあったわ」

　そして……、まだ涙の止まらない古庄さんを連れて生徒会室から去る寸前、

「次の姫様は、貴方たちで決めなさい」

　美果学園長は、柚様の手元にティアラを投げ、そう言ってウインクを飛ばした。それはやっぱり、来夢様と同じく、神様から授さずけられたような完璧なウインクだった。
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　その放課後、新しい姫様を決める為、講こう堂どうには全校生徒が集まっている。今回は、姫様になりたい生徒だけではなく、全員が絶対に参加するようにという放送があったのだ。

「犯人、前回の姫様だったらしいね」

「てゆうか、今の姫様、王子達と仲いいものね。学園祭のときも、超感動したし！」

「わたしも、絶対違うと思ってた」

「なんか、噂では、今の姫様が王子達と仲いいから嫉しつ妬としたらしいよ」

「えーこわー」

　そして甘菜の周囲では、昨日とは百八十度違う会話が、其そ処こかしこで囁ささやかれている。

「犯人、古庄さんだったなんて、そりゃあんたのほうが疑われるよね」

　その声に反応するように、甘菜の後ろに並んでいる唐子は、ちょっと笑いながら言う。

「なっ、唐子ちゃん酷いっ」

　甘菜は少し膨れる。だけど確かに、あの綺麗な古庄さんが犯人だったなんて事実がわかった今でも信じられない……。唐子の言う通り、自分が疑われた理由も、悲しいけれど、わかるような気がした。

「でも、疑惑が晴れて嬉しいでしょ？」

「……うーん。なんか、わかんない。私も……自分が古庄さんと同じ立場だったら、凄く辛かったと思うし……。これから、新しい姫様が決まるなんて、信じたくないもん……」

　甘菜は少し俯いて、自分の爪つま先さきを眺めながら答えた。やっぱり誰でも、自分のときよりも、王子達に大切にされている姫様なんて、許せないし、見たくないのが本音だ──。

　それに甘菜も今日、新しい姫様が決まるのだと思うと、本当は学校を休もうかと思ったくらいに憂ゆう鬱うつだった。もしも最初から、全員参加だなんて知っていたら、迷まよわずに休んだだろう。

「そっか……。でもなんか甘菜、姫様になって、ちょっと成長したよね」

　そんな甘菜を見遣り、唐子は感心したように微笑んだ。

「そう……かな？」

　唐子に褒められることなんて滅多にないので、少し嬉しくなる。

「そうだよ。まあ、あたし以外の人間にはわからないだろうけどね」

（……それって、凄く低いレベルで成長したってこと……!?）

　その返しに、複雑な気分になる甘菜を他よ所そに、

「そういえばさ、古庄さんって、退学にも停学にもならないみたいだよ。なんでかなあ」

　唐子は不思議そうに首を傾げる。

　その瞬間、壇だん上じようには、生徒達の「キャー」という黄色い声と共に、柚様が現れた。なぜか、他の王子達の姿は見えない。

（今日は、柚様だけでやるのかな……？）

「姫、今日も一日、お疲れさまでした。そして沢たく山さんの愛をありがとう、夏なつ木き柚です」

　マイクを手に、柚様は、いつもの通り爽やかに、王子様らしく挨拶をする。それは、どこから眺めても、甘菜が好きになった柚様の姿だ。だけど今は、なぜだろう……、甘菜の心は、生徒会室での飾らない柚様が恋こいしかった。それに……、こんなに近くから見ているというのに、柚様が、物凄く遠く感じる──。

（結局、生徒会室には、戻れなかったな……）

　そんな、近くて遠い柚様の姿を見つめながら、甘菜は、溜め息交じりに思う。

「今日はこれから、発表の通り、新しい姫様を決めたいと思います。だけどその前に……、もうみんな、知っていると思うけど、書き込み事件のことを説明させて下さい」

　すると柚様は、次の瞬間、誰もが予想していなかった言葉を発した。生徒達からは、どよめきが起こる。

　けれど柚様は気に留めず、続けて話した。

「今回、こんなことが起こってしまったのは、……誰の所為でもなく、僕の所為です。僕は……、掲示板に書き込まれていた通り、本当は口も悪くて、自意識過剰で……、全然王子様なんかじゃないんだ……。それに、前までの僕は、自分のことしか考えてなくて……、姫様制度なんてものも、厄やつ介かいなものだと思ってた……。だから僕は、姫様に、全然優しくすることができなかった。だけどそれは、姫様のことが気に入らないとか、そういうのじゃなくて……、アイドル生徒になってから、ずっと誰かに見られているような気がして、苦しかったんだ……。でも結果的に、そんな僕のアイドル生徒会の一員としての自覚のなさが原因で……僕は二人の大切な姫様を傷つけてしまった……。だから今回のことが起こったのは……、全部、僕の責任です」

（……柚、様……）

　その、偽いつわりのない柚様の言葉に、甘菜の目には思わず涙が浮かぶ。ふと周りを見渡すと、生徒達も、目を潤ませながら柚様の話に聞き入っていた。

「でも……、あんな、普段の僕達の姿を知っても、姫達は変わらずに応援してくれて、僕達のことを、好きでいてくれた……。本当に嬉しかった。だから僕達も、その姫達のあたたかい気持ちを大切にして、これまで以上に、この美柑学園を、素晴らしい学園にしていかなければと思っています。本当に、こんな僕を好きでいてくれて本当に、ありがとう」

　そう言い終わり、柚様が深く頭を下げると、生徒達からは、大きな拍はく手しゆが起こった。甘菜も、拍手をしながら、その柚様の真しん摯しな姿に涙を零さずにはいられない。

「……皆、ありがとう……。僕は幸せ者ですね。それでは、もうあまり時間も無くなってきましたが、今から新しい姫様を決めたいと思います。でも今回は、籤引きではなく……、僕が……決めます」

　そして、拍手が鳴りやんだあと、柚様は、真っ直ぐ正面を見て言った。

（え……？）

　その力強い言葉に、甘菜の胸は騒ぐ。

「そう……、僕が本当にこんなふうに思えるようになったのは、姫様のおかげだと思う……。姫様は、本当に馬鹿だけど……でも一生懸命で、いつだって僕達のことを考えて、絶対無理だろってことも、奇跡みたいにクリアして、僕達に感動を与えてくれた。そうしたら……なんでだろうな。いつのまにか……姫様がいてくれるだけで、頑張れる自分がいた。そう……。どうしてアイドル生徒会に、姫様が必要なのかわかったんだ……。だから、うまく言えないけど……、僕達には姫様が必要で……。これからも僕達のことを支えてほしい。姫様じゃなきゃ駄目なんです……」

　そう言い終えると、柚様は、演台にマイクを置き、颯さつ爽そうと壇上から降りていった。

　そして、迷わず甘菜のもとに跪ひざまずくと、掌の上に乗せたティアラを差しだし、

「だからまた……、僕の姫様になってくれますか？」

　甘菜の目をじっと見つめ、心の底から、そう言った。

　その瞬間、ぱあっと、全ての色が戻ってきたみたいに世界が明るくなって、甘菜の身体は震えた。言葉にできない感情が溢れだして、柚様がくれた思い出の全部が、目の前に広がっていく。

「ほら、何か言えよ……。答えは一つしかない……、だろ？」

　涙ぐみ、なかなか言葉を発することができない甘菜に、柚様はいつものように言って、微笑みかける。

「……はいっ……」

　甘菜は、ゆっくりと柚様の目を見つめ返すと、そう、力強く頷いた。

　目の中に溜まっていた涙が溢れ、柚様は、その涙を拭いとるように指で掬すくう。

　そして、そっと甘菜の髪にティアラを乗せると、

「では……、行きましょうか──姫様」

　そのまま甘菜の手を取り、講堂の外に駆け出した──。
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　──なんだかまるで、夢の中にいるみたいだ。

「……柚様っ。私……、本当に、もう一度、姫様になってもいいんですか？」

　柚様に手を引かれながら、甘菜は、ここが夢の中ではないことを確認するかのように、そう訊いた。

「ったく……何度も言わせんな。お前じゃなきゃ、駄目なんだよ」

　柚様は、立ち止まり、甘菜を振り返る。

「柚様っ……」

　その言葉に、甘菜の目からは、また涙が溢れてくる。もう今日で、一生分の涙を使い果たしてしまいそうな勢いだ。だって柚様に、大好きな柚様に、また姫様に選んでもらえたのだから──。

「おい……折せつ角かく姫様に選んでやったのに、なんで泣くんだよ」

「だって……もう二度と……っ、生徒会室には戻れないって思ってたからっ……」

　言いながら泣きじゃくる甘菜を、柚様はちょっと困惑しながらも、そっと抱き寄せた。もうこれは夢だ。夢に決まってる。その温かい胸の中で、そう思わずにはいられない。

「甘菜、おかえり」

　しかしそのとき、しれっと二人の隙すき間まに割り込むように、檸檬乃介様が現れた。

「ねえ、どうして返事くれなかったの？　甘菜がいないとミラクルレア当たんないし困ってるんだけど。マジックストーン、一週間分溜めてあるから、あとで引いてね」

　檸檬乃介様は、意地悪く言いながらも、甘菜に向かってにこりと微笑む。

　甘菜は、その笑顔に嬉しくなりながら、制服の袖で涙を拭い、こくりと頷いた。

「さあ、姫様、いざ生徒会室へ参りましょう」

「きゃっ」

　すると今度は、突とつ如じよ、セクハラチックに腰を抱かれたような感触がして、甘菜は驚いて振り返る。そこにはやはり、月出里様が立っていた。

「お姫様抱っこなんて、如何いかがですか……？」

　月出里様は、いつも通り眼鏡を光らせて言う。

「そ、それは……ちょっと」

　その変態でしかない提案に、甘菜が困惑していると、

「甘菜、おっかえりー！」

　ぐいぐいと迫り寄る月出里様を跳ね飛ばすように、来夢様が、甘菜に抱きついた。

「来夢君…っ！」

　甘菜は目を輝かせてその名を呼んだ。突き飛ばされた月出里様は、衝撃でどこかに落ちてしまった眼鏡を探さがしている。

「甘菜が戻ってきて本当によかった☆　甘菜がいないと、みんな暗くて生徒会室にいるの嫌になっちゃうんだよね」

　来夢様は甘菜をぎゅっと抱きしめ、すりすりと、頰ほおずりをする。

「そんなっ……。でも私も……、もう一度姫様になれて本当に嬉しいですっ！」

　甘菜は、そんな来夢様の行動に、少し顔を赤らめながらも、弾んだ声で言った。

「うん、ボクもうれしい!!　あ☆　でも今日からは、柚君とのこと、協力するって言ったの、あれ無しにするから」

　しかし次の瞬間、来夢様は甘菜の耳元で、そう低く囁くと、にこりと笑って、甘菜から離れた。

（えっ？）

「やあ、愛いとしい姫様、おかえり。映画デートはいつにする？」

　その来夢様の突然の囁きに甘菜が戸惑っていると、いつの間に隣にいたのだろう嘉保須様が、耳元で訊く。

「あ、嘉保須様……っ、えっと……」

（てゆうかあの話……、本当だったんだ……っ!?）

　甘菜は、たじろぎながらも、その色気に圧倒されながら、嘉保須様を見上げる。

「ちょ、な、なんだよそれ!?　何勝手に約束してんだよ」

　でも、そんなことなど知らない柚様は、少し苛立った様子で、会話に嚙みついた。

「柚君……、こういうのはね、早いもの勝ちなんだよ」

　しかし嘉保須様は、長い髪をかきあげ、余裕の表情で言うと、柚様を見下ろしながら、甘菜の肩を抱き寄せた。

「うっ……ああ、もうっ……」

　柚様は、その余裕ぶりに益々苛立った様子で、嘉保須様から無理矢理甘菜を引き離すと、

「甘菜……、こんな所にいたら食われる。逃げるぞ」

　真面目な声色でそう言って、甘菜の手を摑んだ。
















「え、ええっ……？」

　柚様にはじめて甘菜と呼ばれたことにどきりとしながらも、甘菜は戸惑ったような声を出す。

（だって、逃げるだなんて、まだ荷物も教室に置いたままなのに……っ）

　そして意外と、現実的なことを考えていた。

「ほら、俺じゃなきゃ、駄目なんだろ？」

　けれど、そんなことはお構いなしに、柚様は、甘菜史上最高に恰好いい顔で、微笑みかける。

「は……はいっ！」

　柚様と一緒なら──もう、なんでもいい。甘菜は、柚様の手をぎゅっと握り、頷いた。駆け出した甘菜の頭上では、舞い戻ってきたティアラが、夕日に照らされ、きらきらと輝く。

（また、これからも、みんなと一緒に、過ごせるんだ……）

　そう思うと、その輝きは、世界でいちばん、素敵なもののように思えた。

「あ、あの、柚様、どこに行くのですか……？」

　柚様に手を引かれながら、甘菜は訊く。

「どこまでも」

　背を向けたまま、甘菜の手をぎゅっと握り、柚様は答えた。

（どこまでも……）

　その言葉に、甘菜はそっと目を瞑つむる。

　そうだ……。

　それはきっと──……、蜜み柑かんの花が咲さく場所まで。
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　はじめまして、或あるいはこんにちは、木き爾なチレンデス。まずは、この物語をお手に取って頂き、心から有あり難がとうございます！　そして、『ビーズログ文庫アリス』の記念すべき創刊第一弾に選んで頂き、とっても光栄に思います。（余談ですが、ビーズログときくと、乙女ゲーム特集＝ときメモＧＳ特集という思考回路が働くときメモ信者の私は、愛する設した楽ら先輩に一歩近づけたような気がしていますｗ）

　さて、今回はじめての少女向けライトノベルに挑戦させてもらい、その世界に触ふれたこともなく、本当に右も左もわからなかったのですが、色々勉強していくうちに、凄くハマりました（笑）　現代物ということで、色々遊び心を取り入れた小説になっていると思うので、hatsuko先生の可愛いイラストと共に、少女漫画を読むような気持ちで楽しんで頂けたらとても嬉しいです。それではまた、甘かん菜なちゃんが柚ゆず様に逢あえることを願って……☆

　Special thanks ☆ Thavasa ＆ Sally ＆ Hotate ＆ hatsuko ＆ Naoko（敬称略）


二〇十五年三月十九日　木爾チレン
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